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令和２年１２月飯島町議会定例会議事日程（第１号） 

令和２年１２月３日 午前９時１０分 開会・開議 

 

１ 開会（開議）宣告 

 

１ 議事日程の報告 
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日程第 ２ 会期の決定について 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 第 １号議案 教育委員会委員の任命について 

日程第 ５ 第 ２号議案 飯島町議会議員及び飯島町長の選挙における選挙運動の公費負担に

関する条例 

日程第 ６ 第 ３号議案 町税外収入金の延滞金徴収条例の一部を改正する条例 

日程第 ７ 第 ４号議案 飯島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

日程第 ８ 第 ５号議案 飯島町地域包括支援センター条例の一部を改正する条例 

日程第 ９ 第 ６号議案 飯島町公園条例の一部を改正する条例 

日程第１０ 第 ７号議案 飯島町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置条例の一部を改正する条例 

日程第１１ 第 ８号議案 令和２年度飯島町一般会計補正予算（第８号） 

日程第１２ 第 ９号議案 令和２年度飯島町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第１３ 第１０号議案 令和２年度飯島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 

日程第１４ 第１１号議案 令和２年度飯島町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第１５ 第１２号議案 令和２年度飯島町下水道事業会計補正予算（第３号） 
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管理者の指定について 

日程第１８ 発議第１６号 飯島町議会基本条例の一部を改正する条例 
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本会議開会 

 

開  会  令和２年１２月３日 午前９時１０分 

 

議  長  おはようございます。町当局並びに議員各位におかれましては大変御苦労さまです。 

これから令和２年 12月飯島町議会定例会を開会いたします。 

議員各位におかれましては、会期中の本会議及び委員会審査を通じて慎重かつ精力的

に御審議をいただくとともに、円滑な議事運営に御協力をいただきますようお願いをし

ます。 

これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程については、お手元に配付のとおりです。 

開会に当たり町長から御挨拶をいただきます。 

町  長  おはようございます。議会の招集に当たりまして御挨拶を申し上げます。 

令和２年 11月９日付、飯島町告示第 82号をもって令和２年 12月飯島町議会定例会を

招集いたしましたところ、議員各位には、時節柄、御多忙中にもかかわらず全員の御出

席をいただきまして、心から厚く御礼申し上げます。 

最初に、11 月 28 日に飯島町から新型コロナウイルス感染症の陽性反応者が発生した

と報道されました。感染された方の回復と関係の皆様に心よりお見舞い申し上げます。

幸い、それ以後、町内から陽性者は出ておりませんが、町民の皆様には改めて感染防止

の基本的な取組であるマスクの着用、手指の消毒、３密を避けるなどの蔓延防止策をお

願いするところでございます。基本的な取組ではございますけれども、第１波、第２波

を終息させたのは、これらの取組を国民一人一人が徹底した結果であると思います。 

また、心配な病気ではありますけれども、感染した方やその御家族などに罪はありま

せん。差別や誹謗中傷などの心ない言動や行動は厳に慎んでいただくようお願いすると

ころでございます。冷静な判断をいただき、飯島町では差別や偏見、いじめなどがない

すばらしい町だと言われるよう、みんなで取り組んでいきたいと思います。 

さて、令和２年も残すところ僅かとなりました。振り返ってみますと、年当初は積雪

が全くない暖かい冬を迎え、その後、穏やかに新年のスタートが切れると期待していた

その矢先、新型コロナウイルスの猛威が全世界に広がり、今まで経験したことのないほ

どの恐怖を感じ、生活様式も一変し、経済を麻痺させる一種の災害とも言える世の中と

なってしまいました。 

４月には、希望を持って新たな世界へ飛び出すはずであった学生の皆さんは、入学式

もできず、登校も許されない状態となり、中体連や高校総体などスポーツの大会も中止

になるなど、若者にも大きな影響を与えました。 

また、東京オリンピック・パラリンピックの延期など、多くのイベントも中止や延期

となるなど、多方面にわたって大きな影響が出たところでございます。 

医療体制の充実も進められましたが、感染者の発生が収まらない今、医療現場は大変
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な状況が続いています。国民の不安を解消する最大の対策がワクチンの開発になります

が、現代の高度な医療技術により一日も早く完成することを願うばかりでございます。 

このような中、７月には令和２年７月豪雨に見舞われ、県内でも死者が出る災害が発

生しました。当町でも林道を中心に幾つかの災害が発生しましたが、町民の皆様に直接

被害が出ることも少なく、安堵したところでございます。その後、長かった梅雨が明け

ると、今度は一転して猛暑の日々が続き、例年なら涼しくなるはずの９月まで暑い日が

続き、幾つか発生した台風も、上陸した台風は12年ぶりにゼロという年になりました。 

政治に目を向けますと、全世界が注目したアメリカ合衆国大統領選挙は、いまだ混沌

とした状況となっています。これを受け米中関係は微妙な状態となり、日本の今後の姿

勢が問われるところとなってまいりました。 

我が国においても、歴代最長の総理大臣を務めた安倍氏が突然の辞意を表明し、菅氏

が後を引き継ぐ形となりました。コロナ対策を最優先としていますが、行政改革やデジ

タル化の推進など独自の政策も進めており、地方自治体には少なからず変化の波が来る

ものと感じているところでございます。 

当町におきましては、多くのイベントや会議等の開催を見送り、動きが出せない年と

なってしまいましたが、新型コロナウイルス対策として相談窓口の設置や各区・自治会、

医療・福祉関係機関などへ感染防止資材を配布したところでございます。また、町内の

経済循環を図るため２回にわたってくらし復興券の販売を行いました。今後はウイズコ

ロナの時代になろうかと思いますが、しっかりと対応してまいりたいと思っております。 

このように厳しい社会情勢の中ではありましたが、町として地方創生臨時交付金の支

援を得てワーケーション事業への取組や陣馬工業団地の売却なども進めることができ、

第６次総合計画とともに、環境循環ライフ構想の考え方など、リニア新時代の未来に向

かっての方向性も示すことができました。 

政治の大きな変革、異常気象と新型コロナウイルスに振り回された年となりましたが、

町民の皆様の御理解、御協力と議員の皆様のお力もいただく中で、何とか一年を終える

ことができそうです。多くの皆様に感謝申し上げる次第です。 

さて、本定例会に御提案いたします案件は、人事案件１件、条例案件６件、補正予算

案件５件、指定管理者の指定案件２件の計 14案件でございます。何とぞ慎重な御審議を

いただき適切なる御決定を賜りますようお願い申し上げて、議会定例会招集の挨拶とい

たします。ありがとうございました。 

 

議  長  日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第 122条の規定により５番 橋場みどり議員、

６番 好村拓洋議員を指名します。 

 

議  長  日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

本定例会の会期につきましては、過日開催されました議会運営委員会において協議を

いただいており、議会運営委員長より会期は本日から 12月 15日までの 13日間とするこ
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とが適当との協議結果の報告がありました。 

お諮りします。本定例会の会期は議会運営委員長からの報告のとおりとしたいと思い

ますが、これに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、会期は本日から 12月 15日までの 13日間とするこ

とに決定しました。 

会期の日程は事務局長から申し上げます。 

事務局長 （会期説明） 

 

議  長  日程第３ 諸般の報告を行います。 

議長から申し上げます。 

初めに、請願、陳情等の受理について報告します。本日までに受理した請願、陳情等

は、お手元の請願・陳情等文書表のとおりであり、会議規則第 89条第１項及び第 92条

の規定により所管の常任委員会に審査を付託します。 

次に、監査委員からお手元に配付のとおり令和２年度定期監査の報告がされておりま

す。 

次に、例月出納検査の結果について報告します。９月から 11月における例月出納検査

の結果、特に指摘事項はありません。 

次に、本会議に説明員として出席を求めた方は別紙のとおりであります。 

以上で諸般の報告を終わります。 

 

議  長  日程第４ 第１号議案 教育委員会委員の任命について 

を議題とします。 

事務局長に議案を朗読させます。 

事務局長 （議案朗読） 

議  長  本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長  第１号議案 教育委員会委員の任命について提案理由の説明を申し上げます。このこ

とにつきましては、現在、委員としてお務めいただいております松崎充恵さんがこの 12

月 21日をもって任期満了となります。任期満了後の委員として、山積する多くの教育課

題に対処いただくため、また人格、識見とも最適任と考え、松崎充恵さんを引き続き委

員として任命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規

定により議会の同意をお願いするものであります。なお、任期につきましては令和２年

12 月 22 日から令和６年 12 月 21 日までの４年間といたします。よろしく御審議の上、

御同意賜りますようお願いいたします。 

議  長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。――ありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

この議案は討論を省略し、これより第１号議案 教育委員会委員の任命についてを採
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決いたします。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、これに同意することに賛成の方は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長  ありがとうございました。起立全員です。したがって、第１号議案は原案のとおり同

意することに決定しました。 

 

議  長  日程第５ 第２号議案 飯島町議会議員及び飯島町長の選挙における選挙運動の公費

負担に関する条例 

を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長  第２号議案 飯島町議会議員及び飯島町長の選挙における選挙運動の公費負担に関す

る条例について提案理由の説明を申し上げます。本条例は、公職選挙法の一部を改正す

る法律が公布されたことに伴い、関係する規定を整備するため新たに設置するものでご

ざいます。条例の主な内容は、飯島町議会議員選挙及び飯島町長選挙に関わる選挙運動

用自動車の使用、選挙運動用ビラ及びポスターの制作費用について選挙公営の対象とす

るものでございます。細部につきましては担当課長から説明申し上げますので、よろし

く御審議の上、御承認賜りますようお願いいたします。 

総務課長 （補足説明） 

議  長  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

３番 

久保島議員  確認を含めて３点質問いたします。ビラの件でございます。 

ここでは選挙運動用ビラということに限定されておりますので、選挙前に配る政治活

動用のビラについては対象外ということでよろしいでしょうか。 

もう一点、もし選挙活動用ビラを作って無投票だった場合、それが活用されない場合

もあるんですが、その場合にも作成したということであれば公費負担が受けられるとい

うことでよろしいのでしょうか。 

もう一点ですが、もし選挙用ビラを折り込みにした場合には、折り込み料は含まれな

いということでよろしいでしょうか。 

その３点、確認させていただきたいと思います。 

総務課長  まず、告示前のビラについては対象外ということでお願いいたします。 

それから、告示をされて、朝から受け付けますが、時間になって定数ちょうど、また

定数割れ、そうなった場合であっても業者との契約が成立していれば対象となるという

ふうに考えております。 

また、折り込みの経費は対象外ということでお願いしたいと思います。 

議  長  ほかにありませんか。――ありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから第２号議案 飯島町議会議員及び飯島町長の選挙における選挙運動の公費負

担に関する条例を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、第２号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長  日程第６ 第３号議案 町税外収入金の延滞金徴収条例の一部を改正する条例 

を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長  第３号議案 町税外収入金の延滞金徴収条例の一部を改正する条例について提案理由

の説明を申し上げます。本条例は、地方税法等の一部を改正する法律が令和２年３月 31

日に公布されたことに伴い関係する規定を整備するため、この条例の一部を改正するも

のでございます。条例の主な改正点は、延滞金の特例基準割合の用語の見直し等につい

て関係する条例の整備を行うものであります。細部につきましては担当課長から説明申

し上げますので、よろしく御審議の上、御承認賜りますようお願いいたします。 

企画政策課長 （補足説明） 

議  長  これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから第３号議案 町税外収入金の延滞金徴収条例の一部を改正する条例を採決し

ます。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、第３号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長  日程第７ 第４号議案 飯島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長  第４号議案 飯島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきまして提案理由

の説明を申し上げます。本条例は、地方税法施行令の一部を改正する政令が公布され、

個人所得税課税の見直しに伴う軽減判定所得基準の見直しにより関係する規定を整備す

るため、この条例の一部を改正するものでございます。条例の主な改正点は、国民健康
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保険税の軽減措置に伴う７割・５割・２割軽減の軽減判定所得の算定方法変更による所

要の規定の整備を行うものでございます。細部につきましては担当課長から説明申し上

げますので、よろしく御審議の上、御議決賜りますようお願いいたします。 

住民税務課長 （補足説明） 

議  長  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

９番 

浜田議員  質問いたします。全体の考え方は個人所得税の見直しに連動して、逆に軽減税率の点

で不利になる方を救済しようという考え方だということは理解できました。ただ、問題

は、それぞれが違うルールで計算されている制度だというふうに考えますので、今御説

明いただいたような考え方、つまり基準控除額の限度を上げて救済をするということと、

それから、もう一つは家族の人数についての補正を行うと、この２点でもって逆転する

ケースが生じないのかどうなのか、これについて検証されたのかどうなのかについてお

尋ねいたします。 

住民税務課長  今回の改正については、給与所得と年金収入の部分で控除額が 10万円それぞれ上がる

ということで改正されるものになっております。おっしゃるとおり、そういう所得のな

い方、自営業とかっていう世帯につきましては、悪くなるということはないというふう

に思っておりますが、若干区分の変更があるのかなあというところは思っております。

ただ、ちょっと細かい検証までは、この計算自体が少し複雑になってしまったために、

細かい検証まではまだしておりません。 

議  長  ほかにありませんか。 

２番 

三浦議員  現在のコロナの影響で減免だったり猶予だったりっていう国保の対象者の方、被保険

者の方がいらっしゃると思うんですけれども、今度のこういう中でも、また軽減があっ

ても、そういう影響っていうことについての問題点とか、そういうことについては、現

在の認識としてはどのようなふうに認識をしているのかお聞きをしたいと思います。 

住民税務課長  コロナの関係の減免につきましては、ただいまもやっているところですけれども、令

和３年度の課税からということになっております。令和３年度になりますと令和２年分

の収入に対する計算を行っていくので、令和２年分の収入が減額になってくれば、当然、

国保税の計算のときに所得が下がってきますので、国保税自体が減額になってくるのか

なあというふうに予測はしています。 

議  長  ほかにありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

９番 

浜田議員  この条例に賛成する立場から討論いたします。 

全体として厳しい生活環境の中で、税の負担軽減、それと連動した形での国保税の軽

減がなされること自体は歓迎したいというふうに思っております。 
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ただ、先ほど質問したように、それぞれ違う制度が連動する中で、完全に見落としが

ないのかということに関しては若干の疑問が残ります。ですので、運用に当たって、そ

ういったことについて十分に精査され、この救済策からこぼれるような方がないように、

また、その場合には町としての適切な対応を行うことを求めて、賛成討論といたします。 

議  長  ほかにありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから第４号議案 飯島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、第４号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長  日程第８ 第５号議案 飯島町地域包括支援センター条例の一部を改正する条例 

を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長  第５号議案 飯島町地域包括支援センター条例の一部を改正する条例について提案理

由の説明を申し上げます。本条例案は、高齢者が住み慣れた地域で安心して過ごすこと

ができるように包括的及び継続的な支援を行う中心的な役割を果たす地域包括支援セン

ターについて、予防事業を充実し、必要な職員の配置ができるようにするために所要の

改正を行うものでございます。細部につきましては担当課長より説明申し上げますので、

よろしく御審議の上、御議決賜りますようお願いいたします。 

健康福祉課長 （補足説明） 

議  長  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから第５号議案 飯島町地域包括支援センター条例の一部を改正する条例を採決

します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、第５号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長  日程第９ 第６号議案 飯島町公園条例の一部を改正する条例 

を議題といたします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長  第６号議案 飯島町公園条例の一部を改正する条例について提案理由の説明を申し上
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げます。千人塚公園観光振興施設の今後の有効活用に向け新たな名称が決定されたこと

に伴い、飯島町公園条例の一部改正を行うものでございます。細部につきましては担当

課長から説明申し上げますので、よろしく御審議の上、御議決賜りますようお願いいた

します。 

地域創造課長 （補足説明） 

議  長  これから質疑を行います。質疑はありませんか。――ありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから第６号議案 飯島町公園条例の一部を改正する条例を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、第６号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長  日程第１０ 第７号議案 飯島町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置条例の一部を改正する条例 

を議題といたします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長  第７号議案 飯島町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置条例の一部を改正する条例について提案

理由の説明を申し上げます。町直営管理を行っている千人塚Ｂ＆Ｇ艇庫について、千人

塚公園のこれからの発展に鑑み施設の活用とさらなる利用者の利便性を図るため、民間

活力による指定管理者の管理が行えるよう飯島町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置条例の一部改

正を行うものでございます。細部につきましては担当課長から説明申し上げますので、

よろしく御審議の上、御議決賜りますようお願いいたします。 

教育次長 （補足説明） 

議  長  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

３番 

久保島議員  この施設は千人塚にあるわけでございますので、千人塚公園の管理とＢ＆Ｇの艇庫の

管理、この辺のところは一体とするのか、それとも別々に指定管理を募集するなりお願

いしていくのか、その辺の考え方についてお尋ねいたします。 

教育次長  基本的な指定管理の募集でございますけども、公募となりますので、こちらから条件

をつけるにしても、同じ管理者になるかというのは実際に公募募集をしてみないと分か

らないところが現実でございます。 

３番 

久保島議員  そうしますと、例えばセットで公募するというようなことはないということで、別々

に公募するということでよろしいんでしょうか。 

教育次長  まず、やるに当たりまして、今回が最初となりますので、今回、これからやろうとし
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ている１回目については、同じ募集っていうわけにはいかないと思います。２回目以降

については、総合的な管理が望ましいとは思いますので、そういった部分も含めて一体

的な募集となることも想定はされます。 

議  長  ほかにありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから第７号議案 飯島町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置条例の一部を改正する条例を採

決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、第７号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長  日程第１１ 第 ８号議案 令和２年度飯島町一般会計補正予算（第８号） 

日程第１２ 第 ９号議案 令和２年度飯島町国民健康保険特別会計補正予算（第４

号） 

日程第１３ 第１０号議案 令和２年度飯島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

４号） 

日程第１４ 第１１号議案 令和２年度飯島町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第１５ 第１２号議案 令和２年度飯島町下水道事業会計補正予算（第３号） 

以上５議案を一括議題とします。 

本５議案について提案理由の説明を求めます。 

町  長  第８号議案から第 12号議案について一括して提案理由の説明を申し上げます。 

まず、第８号議案、令和２年度一般会計の補正予算（第８号）について申し上げます。

予算の規模につきましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 9,066万 8,000 円

を追加し、歳入歳出それぞれ 74億 2,458 万 8,000円とするものであります。主な歳入の

内容としましては、地域支えあいプラスワン消費促進事業におよそ 2,630万円、障害者

自立支援事業の国県負担金におよそ 2,610万円、臨時財政対策債におよそ2,040万円、

林業施設災害復旧事業補助金におよそ 980万円、ふるさといいじま応援寄附金に 500万

円を増額するものです。主な歳出の内容としましては、障害者福祉サービス給付費、自

立支援医療給付費等におよそ 3,490万円、高度情報化基金への積立てに3,000万円、林

道陣馬形線の林業施設災害復旧事業におよそ 1,720万円、千人塚公園センターハウス浄

化槽改修工事におよそ1,340万円をそれぞれ増額し、その一方で退職等による職員給与

等をおよそ 210万円減額するものです。そのほか、各種事業に対応する必要な経費を補

正計上するものでございます。 

続きまして、第９号議案、令和２年度国民健康保険特別会計の補正予算（第４号）に
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ついて提案理由の説明を申し上げます。予算規模につきましては、歳入歳出予算の総額

に歳入歳出それぞれ 1,784 万 1,000 円を追加し、歳入歳出それぞれ９億 2,964 万 9,000

円とするものでございます。今回の補正は、国民健康保険税及び諸経費と人件費及び保

険給付費を補正するものであります。歳入では、国民健康保険税を 1,752万 8,000 円、

繰入金を 8,000円、諸収入を 30万 5,000円増額するものでございます。歳出では、総務

費を 8,000円、保険給付費を９万 6,000円、諸支出金を 50万円、予備費を 1,723万 7,000

円増額するものであります。 

続きまして、第 10 号議案、令和２年度後期高齢者医療特別会計の補正予算（第４号）

について提案理由の説明を申し上げます。予算規模につきましては、歳入歳出予算の総

額に歳入歳出それぞれ 337 万 5,000 円を追加し、歳入歳出それぞれ１億 5,402 万 5,000

円とするものでございます。今回の補正は、令和２年度の保険料の確定により後期高齢

者広域連合納付金及び人件費を補正するものであります。歳入では、後期高齢者保険料

を 376万 2,000円、諸収入を２万 3,000円増額、繰入金を 41万円減額するものです。歳

出では、総務費を３万円減額、後期高齢者医療広域連合納付金を 339万 4,000 円、諸支

出金を１万 1,000円増額するものであります。 

続きまして、第 11号議案、令和２年度介護保険特別会計の補正予算（第４号）につい

て提案理由の説明を申し上げます。予算規模につきましては、歳入歳出予算の総額に歳

入歳出それぞれ 342万 9,000 円を追加し、歳入歳出それぞれ 11億 5,540 万 6,000 円とす

るものであります。歳入につきましては、国庫支出金を各種交付金等の交付決定等によ

り 363万 6,000円、県支出金を 14万 8,000円増額し、繰入金を 35万 5,000円減額する

ものであります。歳出につきましては、総務費をシステム改修に関わる負担金等により

16 万円、また地域支援事業費を事業実績見込み等により 77 万 5,000 円増額し、差額を

予備費の増額により調整するものであります。 

続きまして、第１２号議案 令和２年度飯島町下水道事業会計補正予算（第３号）に

ついて提案理由の説明を申し上げます。まず、収益的収支のうち営業費用につきまして

不足が見込まれる処理場費の委託料等を 170万円増額するほか、総係費の共済組合費２

万 1,000円を増額し、支出総額を５億 2,936万円とするものであります。また、資本的

収支のうち収入につきまして新規加入金を206万4,000円増額し、収入総額を２億4,339

万 6,000 円とし、支出につきまして公共ます設置工事に加入金と同額を計上するほか、

七久保浄化センターの非常用発電機について外部の燃料タンクを設置するための工事費

35万円を増額し、支出総額を４億 3,438万 6,000円とするものです。 

その他細部につきましては、第８号議案の一般会計については担当課長からそれぞれ

説明申し上げ、第９号議案から 12号議案の特別会計については御質問により説明申し上

げますので、よろしく御審議の上、御議決賜りますようお願いいたします。 

企画政策課長 （補足説明） 

総務課長 （補足説明） 

住民税務課長 （補足説明） 

健康福祉課長 （補足説明） 
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産業振興課長 （補足説明） 

建設水道課長 （補足説明） 

地域創造課長 （補足説明） 

教育次長 （補足説明） 

議  長  これから本５議案について一括して質疑を行います。なお、議事運営上、ここでは総

括的な事項について質疑されるようお願いします。質疑ありますか。――ありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

ここでお諮らいをいたします。第８号議案から第 12 号議案は、議長を除く 11 人の委

員で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託して審議することとしたいと思いま

すが、御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  意義なしと認めます。したがって、本５議案については、11人の委員で構成する予算

特別委員会を設置し、第８号議案から第 12号議案までの補正予算５議案をこれに付託し

て審査することに決定しました。 

少し長くなっておりますが、もう少し続けさせていただきますので、よろしくお願い

します。 

 

議  長  日程第１６ 第１３号議案 飯島町公園条例に基づく千人塚公園の指定管理者の指定

について 

を議題といたします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長  第１３号議案 飯島町公園条例に基づく千人塚公園の指定管理者の指定について提案

理由の説明を申し上げます。千人塚公園は、民間活力による公園の活性化を図るため、

令和元年度から紡縁社を指定管理者に指定して管理運営を行ってまいりました。今年は、

コロナウイルスの影響を受けながらも、キャンプ事業を中心に民間事業者による創意工

夫と効果的な施設運営で来場者数を大幅に伸ばすことができました。今後も引き続き民

間の視点と手法でさらなる公園の活性化を図るため、令和３年３月 31日をもって終了す

る千人塚公園の指定管理者につきまして、再び公募を行ったところでございます。本議

案は、地方自治法第 244号の２第６項の規定により、公募審査の結果、指定管理者候補

者と決定した紡縁社を指定管理者として指定するものであります。細部につきましては

担当課長より説明申し上げますので、よろしく議審議の上、御議決賜りますようお願い

いたします。 

地域創造課長 （補足説明） 

議  長  これから質疑を行います。質疑はありませんか。――ありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
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（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから第１３号議案 飯島町公園条例に基づく千人塚公園の指定管理者の指定につ

いてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、第 13号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長  日程第１７ 第１４号議案 飯島町公園条例及び飯島町都市公園条例に基づく与田切

公園の指定管理者の指定について 

を議題といたします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長  第１４号議案 飯島町公園条例及び飯島町都市公園条例に基づく与田切公園の指定管

理者の指定について提案理由の説明を申し上げます。与田切公園は、これまで町が直接

施設の運営管理を行ってきましたが、民間活力による施設の有効活用と自主事業による

公園の活性化を図るため、新たに指定管理者の公募を行ったところでございます。本議

案は、地方自治法第 244条の２第６項の規定により、公募審査の結果、指定管理者候補

者と決定した一般社団法人アイネットを指定管理者として指定するものであります。細

部につきましては担当課長が説明いたしますので、よろしく御審議の上、御議決賜りま

すようお願いいたします。 

地域創造課長 （補足説明） 

議  長  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから第１４号議案 飯島町公園条例及び飯島町都市公園条例に基づく与田切公園

の指定管理者の指定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、第 14号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長  日程第１８ 発議第１６号 飯島町議会基本条例の一部を改正する条例 

を議題とします。 

本案の提出委員会、議会運営委員長から提案に関わる趣旨説明を求めます。 

議会運営委員長  それでは、議会基本条例の一部改正に関する提案理由の説明を行います。 

まず経過でございますけれども、飯島町議会基本条例は平成 25 年、2013 年に施行さ
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れました。翌年、国土利用計画を議会議決事項として継続するための小さな改正を行っ

ております。施行５年半を経た昨年、2019年の６月から基本条例のレビューに着手いた

しました。議会運営委員会で各章ごとに計８回の検討を一年半かけて行い、その都度、

議会全員協議会への報告と協議を経て、今日の今回の改正案に至ったものであります。 

次に、改正の考え方について申し上げます。条例の骨格を維持しながら、この間の議

会活動で発展させた取組と、より具体的に明記すべき事項を中心に改正作業を進めまし

た。条ずれが発生しておりますけれども、章立てそのものは変わっておりません。 

次に改正の骨子を申し上げます。 

お手元の資料の新旧対照表に基づいて御説明いたします。新旧対照表の右側、改正案

のほうを御覧いただきたいと思います。 

まず、前文と１章は議会基本条例の理念そのものでありますので、この点については

変更を加えておりません。 

次に、１ページ目を御覧いただきたいと思います。２章の第３条になりますけれども、

議会活動の原則に議決や政策提言を通して町民意見を反映する、それから行財政全般の

監視を行うという文言を付け加えました。 

１ページおめくりいただきまして新旧対照表の２ページになりますけど、第４条の２

項 議員活動の原則に、これまで第 19条にありました倫理条項を移しました。さらに、

自己の地位に基づく影響力を不当に行使しないことという厳しい内容を付け加えました。 

また、同じく２ページの第７条でありますけれども、地方自治法が改正されまして協

議会が法的に明記されたことに伴いまして、従来、第７章にあった協議会を議会運営の

構成要素に位置づけを変えました。 

それから、同じく２ページの第８条でありますけれども、町民参加の中で参考人や公

聴会制度を活用して専門的・政策的見識も議会に反映させるということを付け加えまし

た。この点については、既に何回か実現していることであります。 

続いて３ページ、第 10条でありますけれども、町政の監視と評価に際しては、議会は

政策をめぐる論点や争点を明確にするということを明記いたしました。 

次に４ページの第 14条であります。議会機能の強化のために適正な議会活動費の確立

という文言を加えました。 

また、毎年度、議会事業計画を策定し、実行と評価を全議員で協議し、結果を公表す

るということも明記いたしました。 

第７章については、ここにはございませんけれども、先ほど第３章のほうに移したと

いうことを申し上げましたけれども、独立していました協議会についての記述を第３章

に移したわけであります。 

次に５ページ目に移ります。８章、第 21条でありますけれども、議員定数は行財政改

革の視点でこれまで記述しておりましたけれども、それに加えて議員の果たすべき役割

を考慮するということで、議員定数に対する考え方の文言を加えたということでありま

す。 

それから、同じく５ページの第 24条、これは最下段になります。次のページに続きま
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すけれども、議会基本条例の検証をするための仕組みを明記いたしました。第６章で年

度ごとに事業計画の策定と検証を行うということを定めておりますけども、その都度、

議会基本条例と照合して議会基本条例の検証を行うと、こういう内容に改めたというこ

とであります。 

以上の改正案は、過去８年間の議会活動の中で実践され、また議会の共通認識になっ

た考え方を反映したものであります。 

全議員の賛同を求めて提案説明といたします。 

議  長  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。浜田委員長、自席へお戻りください。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから発議第１６号 飯島町議会基本条例の一部を改正する条例を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、発議第 16号は原案のとおり可決されました。 

以上で本日の日程は全部終了しました。 

本日の会議を閉じ、これで散会とします。御苦労さまでした。 

 

散  会  午前１１時０６分 
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本会議再開 

 

開  議  令和２年１２月７日 午前９時１０分 

 

議  長  おはようございます。これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 

議  長  日程第１ これから一般質問を行います。通告順に質問を許します。 

なお、一般質問は通告制ですので、質問趣旨にのっとり明確に質問するようお願い

をいたします。 

４番 中村明美議員。 

４番 

中村議員  それでは、通告に従いまして一般質問をいたします。今回は大きく４つの質問をい

たします。 

まず初め、１「ＳＤＧｓの推進状況を伺う」について小さく４点質問してまいりま

す。持続可能な開発目標ＳＤＧｓ、昨今では、新聞には企業の取組が掲載され、テレ

ビ番組やＣＭでも取り上げられるなど、普通に目や耳にする機会が増え、一般社会に

おいてもそのことにより関心が深まってきたように感じております。町としても住民

の認識を高める取組を早急に進める必要があります。その先駆けとして、町職員を対

象に、10月、講習会を行っていますが、参加人数、対象者、内容と職員反応はどうで

あったのか、また今回受講できなかった職員の教育についての考えを伺います。 

町  長  おはようございます。お答えいたします。ＳＤＧｓの制度は、近頃、メディアに様々

な形で取り上げられ、目にする機会も多くなりました。自治体でも積極的な取組を行

うことが求められており、当町でも現在策定を進めております第６次総合計画に組み

込むなど、その重要性は認識しているところでございます。先日は、職員一人一人が

担当している様々な事務事業もＳＤＧｓが掲げる大きな目標に貢献するものであると

いうことに気づき、意識してもらうよう、職員研修を実施したところでございます。

詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。 

総務課長  それでは、御質問いただきました研修会につきましてお答えいたします。研修会で

すが、全職員を対象として 10月の 19日の午前中と午後に分けてそれぞれ実施しまし

た。全てで 43名の職員が参加しております。その内容ですけれども、講義を聴くだけ

の研修ではなく、ＳＤＧｓカードゲーム、これを取り入れ、研修参加者が自身で考え

ながら学ぶことのできるものとし、講師には飯島町在住のＳＤＧｓカードゲーム公認

ファシリテーターの佐藤利春氏にお願いしたところでございます。カードゲームの内

容を簡単に御説明させていただきますと、２人１組のチームに分かれましてカードに

書かれたミッションをクリアしながらチームに与えられた課題達成を目指すというも

ので、ミッションクリアが全体の経済、環境、社会のバロメーターの変化に影響して
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いくというものでございます。自身の目的の達成のことのみを考えているとバロメー

ターが偏ってしまうということで、参加者は研修の途中から全体のバランスを考えな

がら取り組むよう意識改革をしていたというところでございます。研修後の参加者ア

ンケートからは、ＳＤＧｓの言葉くらいしか知らなかったが分かりやすく教えてもら

えた、見る、聞くだけでなく、自身も参加して考えながら取り組む研修であって、よ

り理解が深まった、また、自身担当の仕事のことだけでなく広い視野を持って取り組

む必要を学べたというような感想をいただいて、全体的にもとても有意義だったとい

う意見が多く寄せられております。都合により参加できなかった職員もまだたくさん

いるわけでございますが、こういったＳＤＧｓの教育につきましては、このような研

修を継続的に実施していき、全職員が受講できるようなことを検討してまいりたいと

いうふうに思っております。 

中村議員  研修の意義は本当に深いものがあるということを、今、課長の答弁の中から感じら

れました。実際にそのゲームを通してやることによって、自分のやっていることが自

分の目先のことだけに一生懸命していたのでは住民サービスの充実ができないとか、

そういう町の発展につながらない、ひいては世界の平和につながらないということを

実感できたのではないかと思います。ぜひ、今、課長のほうからも受けられなかった

職員が今後継続的に教育の場を設けて講習会を実施していくということですので、あ

まりスパンを長く置かないで、なるべく短期間の中で全職員が講習会を受けて、そし

て、みんなで認識を共有できるような環境をいち早く進めていただくことを求める次

第でございます。 

それでは、２番目の質問、②の質問ですけれども、ＳＤＧｓは 2030年を達成目標に

しています。我が町は、もう今年度、あと残すこと３か月余りになったんですけれど

も、目標としてどんなものを掲げてきているのか、そして、その取組を伺えたらと思

います。町長のほうから先ほど言われましたけれども、第６次の計画の中に各課がＳ

ＤＧｓのどの部門に所属しているのかっていうのが明示されたことは、本当にいいこ

とだなあと思っております。そのほかにありましたらお聞きいたします。 

総務課長  ＳＤＧｓに関する今年度の推進目標と取組方でございます。まず、今年度の推進目

標といたしましては、先ほど町長申し上げましたとおり、現在策定中の飯島町第６次

総合計画に盛り込むということで、議員にも今お話をいただいたとおりでございます。

また、今後ですが、各種計画策定が、まだほかのものもございます、今年度中には。

そういったものにもＳＤＧｓの目標を念頭に置きながら計画策定に取り組むとともに、

計画策定後は、このことを住民の皆さんや関係の各所等への周知をして、こういった

つながりがあるんだというところもお示ししてまいりたいと思っております。 

中村議員  どんどん推進をしていっていただくことを求めるわけですけれども、住民への認識

を深めていく中で、１つとして、今年度の中で広報とか、広報「未来飛行」あります

よね、毎月の。その中のどこかの月に、そういうＳＤＧｓのコーナーを設けて、そう

だなあ、小学生の高学年ぐらいから理解できるような文言で、一気に全部は無理です

けれども、そういうＳＤＧｓっていろいろマスコミや新聞紙上で見るけど、具体的に
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どういうことなんだろうな、簡単に分かるようなことを、まず、そういうみんなが見

る未来飛行の中で紹介していくことを提案いたします。いかがでしょうか。 

総務課長  町の広報紙、また有線テレビ等もございます。議員おっしゃるとおり、１回で全部

ぱっと、ボリュームを多く出すよりは、毎月毎月少しずつ取り扱っていくという、そ

ういうふうにすれば、紙面的にも、ちょっとこちらの都合もありますけれども、余裕

というか、取扱いやすいのかなというふうに思っております。ちょっとどんな方法が

いいか、また検討して、可能であれば取り組んでまいりたいと思います。 

中村議員  それでは③の質問に移ります。2030年は、まさに現在教育を受けている児童生徒が

社会で活躍する時代となります。今、世界の目標に向かって自分がどう向き合って生

活、学習すべきか考え、希望を持って育ってほしいと私は念願しております。そこで、

教育現場のＳＤＧｓに関する浸透状況はいかほどでしょうか。教育長に伺います。 

教 育 長  お答えします。前回、平成 30年の 12月の議会で議員からＳＤＧｓの教育について

お尋ねをいただいたところであります。その際には、ＳＤＧｓ17の目標を国が取り組

んでいる持続可能な開発のための教育、ＥＳＤと呼んでいますが、その中に取り入れ

ながら授業をしているというようなお話をさせていただいたところであります。その

後でありますが、今年度から小学校は指導要領が改定され、中学校は来年度から新し

い指導要領になります。現在の小学校の指導要領は新しくなっておりますが、その中

には「持続可能な社会の創り手となることができるようにすることが求められる。」と

いう明文が入りました。この学習指導要領に基づいた教科書が今年度から小学校で使

われておりまして、それまでは言葉としてＳＤＧｓということが教科書に出てくるこ

とはほとんどなかったんですけれども、今年度からは小学校の社会科でＳＤＧｓとい

う単元を勉強することになりますし、小学校ではそのほか家庭科でも消費生活におけ

る持続可能な日本の社会というような単元を扱うことになりますし、中学校は来年度

から新指導要領に基づいて新しい教科書になるんですけれども、社会科の公民分野だ

とか技術家庭科、あるいは道徳、あるいは理科の中にも、教科書の中にもＳＤＧｓと

いう言葉が登場してまいりますので、教科の中でそれぞれの発達段階に応じてＳＤＧ

ｓを体系的に勉強していくという、そういう仕組みが現在進行しているという段階で

あります。 

中村議員  教育長から、今、小学校、中学校のＳＤＧｓに取り組む指導要領ですか、そういう

内容を伺いました。小学校では家庭科や社会科で今年度から、中学校は来年度から公

民など教科の中にも入ってくるような状況を伺ったわけでございます。また、それと

は別に子どもたちがふだん、もう既に、来年に行かなくても、社会の中ではＳＤＧｓ

をもう聞いたり見たりしているわけですよね。ですから、来年とは言わずに、もっと

子どもたちが身近に感じたり考えたりできるような環境整備を考えていくことを願う

わけでございます。飯島の子どもたちも世界の目標に挑む生き方を構築していくこと

が重要だと考えます。世界の子どもの中でも日本の子どもは自分に自信がないと感じ

ている率が非常に高いことは、教育長も御存じだと思います。ＳＤＧｓを学ぶことで

社会問題となっているいじめ、ひきこもり、虐待、自殺といった課題が解消に向かっ
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ていくはずです。学習することで自分の存在に感謝や自信と責任や使命、そして希望

が見えてくると感じています。ぜひ強化することを、今後強化していくことを求めま

して、次の質問に移ります。 

④ 今ＳＤＧｓを意識した社会生活が求められている中、関心ある住民へ知力環境

を整えていくことは必須だと感じております。その役目が図書館であるはずですが、

我が町の図書館にはその教材コーナーがなく、持続可能な開発目標への関心が薄いと

感じました。子どもたちをはじめ、町民への関心を深めるためにも教材の充実が不可

欠です。現状をどのように受け止めているか伺います。 

教 育 長  現在、図書館にＳＤＧｓという言葉が直接入った図書が９冊ございます。理念的な

ものは、もっとたくさん蔵書としてございます。議員から今回御指摘を受けましたけ

れども、まさに大事なことだということで、現在は、図書館入った正面のところにＳ

ＤＧｓコーナーを、もう早速、設置してあります。入ったところで、すぐですので、

一番目につくところにそういったコーナーを設置しました。今後、このコーナーの活

用をしていただくよう周知していくということが求められているというふうに認識し

ております。国際的にも大切な取組でありますので、そういったことを通じながら町

民の皆さんにもＳＤＧｓの重要性についてこれからもよく理解していただいたり、こ

ちらとしては周知していきたいなあというふうに思っております。 

中村議員  早速コーナーを正面に設けていただいて、本当に評価するところでございます。ぜ

ひ、子どもたちにもそういうコーナーを周知させてあげてください。サステーナブル・

ディベロップメント・ゴールズ、持続可能な開発目標とは、基本理念は誰も置き去り

にしない、2015 年国際サミットで 195か国により採択され、2016 年から 2030年まで

の達成目標 17項目のことであります。せめてここまでを、飯島の住民が、よく耳にす

るＳＤＧｓってどんなことだい？ああ、こういうことなんだっていうことを認識でき

るまで、本年度中に持っていっていただきたいと求める次第です。我が国の推進評価

は世界で 15位、もう少し順位が高いかと思いましたが、ジェンダーや気候変動への取

組が弱点となっております。このままでは目標達成が難しいとの危機感から、国連で

は具体的な取組を加速させるためにグテーレス事務総長が行動の 10年を提唱して、昨

年がその１年目となり、国も本格的に地方創生の取組に入れてきました。今は企業の

推進が増えており、社会への還元、循環型製品、環境保全、従業員を大切にする取組

など、自社利益重視から社会への貢献を重視してきています。さあ、自治体としては、

住民への認識を高める施策を早急に展開することや資料を充実させることを求める次

第です。ＳＤＧｓを推進することイコール下平町長の掲げる３本柱実現へとつながる

と思っております。また、町の課題でもある地域の輪、経済、環境と向き合うことに

もなると思います。これは通告してありませんので提案とさせていただきますが、今

後、総務課にＳＤＧｓ推進室を設け、職員、町民への推進、指導、検証、相談等を専

門に担当していくことを提案する次第です。10年後に住民を誰一人置き去りにしない、

そんな飯島の社会の達成を図っていきませんか。先ほど町長にはお聞きしております

けれども、今後、町長はＳＤＧｓの推進が町事業に及ぼす影響力をどのようにお感じ
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か、簡潔にお答えいただければと思いますが、いかがでしょうか。 

町  長  ＳＤＧｓ、最近はあちらこちらで唱えられております。よく考えてみますと、日本

の社会というのは昔からこういった意識をみんな持っていたんじゃないかなというふ

うに思います。言葉で言えば、もったいない精神だとか、物を大切にするとか、ある

いは、企業で言えば整理整頓、清潔とか、そういうような本当の暮らしの中に根づい

ていたものが、また改めて問われているというふうに感じております。それを狂わせ

たのは、やはり高度経済成長のとき、心から物質社会に、あるいはお金崇拝主義、こ

ういったものに時代が移って行ったときに、ぽろぽろっとそういったものが落ちて

いったんではないかなというふうに思っています。ここ失われた 30年の中で、非常に

経済が停滞しているんですけども、その中で、改めて本当に人間の中の重要なものは

何かということを問われているのかなというふうに思っております。このよそから来

たＳＤＧｓという言葉ですけども、基本的には日本人の心の中にあるもの、それをも

う一度呼び戻そうということだと思います。ですから、この項目は改めて人間社会に

提案されているんですけども、いろいろの項目を再認識して、その言葉を認識しなが

ら生活していくということが大事かなというふうに思っています。わざわざＳＤＧｓ

を旗降って頑張れ頑張れというよりも、ＳＤＧｓの項目を再認識する中で自分の仕事

をするということがまず先決だと思っております。 

中村議員  よく分かりました。確かに日本が世界的に見ても後れているところはジェンダーと

環境というところですので、本来、日本がモデルになっていっている部分もあるわけ

なんですよね。でも、本当の日本の今での精神がちょっと薄らいできているところを

もう一度目覚めさせて、そして、今、町長が言われたように再認識をしていく部分で

世界の目標を達成するために個々が、そして個々の家庭が頑張っていけるように、町

がぜひリード、指導をしていくことを望みまして、大きな項目２の質問に移ります。 

「循環バス利用促進へ運賃見直し・利点情報の周知・コロナ禍での車内環境整備を

求める」について質問いたします。社会文教委員会は、10 月 29 日に循環バスの試乗

を行いました。その感想や課題を町へ報告していますが、その内容をどのように受け

止めているか伺います。 

町  長  先日は、いいちゃんバスに御試乗いただき、また、それからいろいろな御提案、御

意見をいただきまして、大変ありがとうございました。いいちゃんバスの運行につき

ましては、町でも費用面や利用率等、様々な課題があると認識しております。御提案

いただきました内容も踏まえて、今後検討を進めてまいりたいと思っております。詳

細につきましては担当課長より説明を申し上げます。 

総務課長  提案いただきました内容には、すぐに対応しなければならない事項、また、すぐに

は対応できなくとも今後検討していく事項があるというふうに感じました。中でも、

消毒液についての御指摘をいただきまして、運行事業者には消毒液の設置の指導を

行っておりましたが、見当たらなかったということでありましたので、消毒液を分か

りやすい場所に設置し、手指、手や指の消毒の徹底を促す看板の設置をするように改

善を行いました。また、停留所の順路につきましても御指摘をいただいておりますが、
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お客様には必要な表示だということで、確かにそのとおりだなあということで反省い

たしまして、病院線内に既に掲示をしてございます。その他、御指摘や御提案事項に

つきましても今後検討を進めて、一つ一つ解決してまいりたいと思っております。 

中村議員  今、幾つか、たくさんあったと思いますので、全部答えるには時間がかかると思う

んですけれども、消毒液のところは、あったわけなんですね。本当に見当たりません

でした。 

それでは②の質問に行くわけですけれども、主に利用されている方は高齢者だと感

じております。先日乗ったときもそのように感じました。そこで、過去の一般質問で

も提案してきたんですけれども、高齢者の乗車料金を無料化として、車の運転に不安

を感じ始めたら速やかに免許返納から交通手段を循環バスへと誘導し、気軽に外出で

きるよう高齢者に優しい環境づくりにしていきませんかということで、無料化を提案

するわけなんです。循環バス事業は、社会福祉面であり、収益を目的にした運営とは

異なるものだと感じております。令和元年の行政報告書によると、契約総額約 1,800

万円、運賃収入約 70万円と、1,730万円の赤字分は交付金や一般財源等で運営してい

ます。70万円ほどの運賃収入であれば、いっそ高齢者無料にし、交通事故防止や元気

で気軽に外出できる環境にすることで、結果、保健医療費の費用対効果が見込めるか

と思うのですが、この点はどのようにお考えでしょうか。 

総務課長  バスの運転手さんに確認しましたところ、議員の質問にありましたとおり利用者の

うち多くが 70歳以上の方に乗車いただいているというふうに聞いております。先日、

長野県の事業を活用しまして、公共交通のアドバイザーというのがありますので、そ

ちらの方と意見交換を行っております。近年は、車に乗れなくなるまで免許返納をし

ない方が多いということで、返納されたときには逆にバス停までの移動も困難となる

方も多いというお話もありました。そのため、免許返納後の足の確保のためにもドア・

ツー・ドアのような仕組みも今後は検討していかなければならないと考えております。

また、高齢者の方々の乗車料金無料化につきましては、先ほどの公共交通アドバイザー

の話によりますと、運行に必要な全ての経費、これに対しまして利用者に御負担いた

だく運賃の収入の割合は全国的にも 10％程度、１割、これが標準というようなお話も

ありました。無料化による利用率の向上も１つの方法であるとは思いますけれども、

今現在のところは無料化ということはちょっと考えておりませんので、よろしくお願

いしたいと思います。 

中村議員  いろいろとアドバイザーから指導をいただいたりとかしているようでありますけれ

ども、とにかく歩けなくなるまで車を使うっていうのは、それはあると思うんですけ

れども、歩くということが長く健康を維持できるという部分からでも、ちょっと不安

は持っているけれども、車がなかったらどこにも行かれないからっていうことで車を

利用して、ぎりぎり歩けなくなるまで乗ってしまう。それよりは、歩くこと、またバ

スを利用して歩いて目的地に、こういうことが健康につながるんだっていうことを、

健康な高齢者っていうか、健康な高齢者だけではないですけれども、健康なうちから

そうやって活用していくっていうふうに誘導していくことも大事かなあっていうこと
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を私は常日頃思ったりもしております。また、ドア・ツー・ドアっていうのも必要に

なってくるかと思いますが、方法をさらに検討を進めることを求めて、③の質問に移

ります。 

病院線では、利用者の中には健康ジムや道の駅に活用している人もいました。また、

病院での乗車時には、飯島駅から乗り換えるわけですけれども、飯島駅から地元線乗

り継ぎ予約を運転手がしてくださり、事前予約を自ら自分が予約しなくても運転手さ

んが良心的なサービスをしてくださっております。大変これは関心いたしました。ま

た、帰りは、私道以外の道路、自宅、本当に近いところまで送ってもらえる、停車し

てもらえる、そんなふうになっておりました。今回試乗して、改めて循環バスの活用

や利用者思いのサービスがあることに気づかされました。このような情報を町民の多

くが知らないんではないかというふうに思っています。循環バスを利用し、健康促進

のために利用している、そういう人たちがいる情報や往路予約の利便性に配慮してい

ることなど、町は積極的に広報し、住民の身近な乗り物へと誘導していきませんか。

循環バスを頼りにしている方がいる限り、循環バス事業は継続すべきだと考えており

ます。より多くの利用を促す活動が不可欠です。有効な活用方法やサービスを町民に

広報することを求めますが、いかがでしょうか。 

総務課長  先日、私も病院線に乗車いたしまして、いろいろと感じたところでございます。そ

の際に駒ヶ根への買物に利用している方と一緒になりました。その方は車を所有して

おらず、駒ヶ根への買物に定期的にバスを利用しているんだというふうに話していた

だきました。そのように利用される方もおられるんだなあということを初めて感じた

わけですけども、バスの活用情報としましてバス停付近の施設の案内を行うなど、そ

ういったことも有効かなあというふうに思っておりますけども、町内商業施設の振興

との兼ね合いもございまして、なかなかちょっと、その辺の調整があるのかなあと思

います。ただ、どういった利用がやってよかったよというようなことを、議員おっしゃ

るとおり広報して町民の皆さんに知っていただくということは大事なことかなあとい

うふうに思っておりますので、今後検討して、対応できるところは対応してまいりた

いと思います。 

中村議員  では④の質問でございます。感染予防が、車内の中ですね、見られなかったわけで

すけれども、これについては課長が先ほどあったけど目につきにくかったということ

で、場所を変えたということで、理解をいたしました。もう一つとして、運転手のと

ころにやっぱり防護柵をして予防をしていくことも大事かと思うんですけれども、そ

の点、今後検討していただけます――検討っていうか、設置していただけますでしょ

うか。 

総務課長  ちょっと取付け方とか、部材とか、いろいろありますので、取り付けられるようで

したら何とか、そんなようなことで、安全の確保も大事なことですので、やっていき

たいなというふうに思います。 

中村議員  今、コロナのさらに大きな波が来ております。しっかりと予防するためにも、安心

して住民が利用できるためにも、そういうところは徹底していただくことを求めまし
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て、３の質問に移ります。 

「広域農道柏木信号～岩間信号までの歩道設置工事の進捗状況を伺う」について質

問いたします。広域農道の飯島と七久保を結ぶ与田切川に歩道が設置されましたが、

いまだに通行禁止となっており、住民からは、いつになったら渡れるのか、どうなっ

ているんだいとお叱りをいただきます。歩道は柏木信号から岩間北信号まででありま

して、当時は平成 33年――令和３年ですね、完成予定であったはずだと思いますが、

現状を見ると遅れているように感じます。通学路として生徒の安全確保の重要性を町

は県に強く訴えてきたのでしょうか。特に与田切橋は、歩行者がいつ車と接触しても

おかしくない状況ですよね。ここを急いで工事するのかと思いきや、なかなか進まな

い。どのような理由からなのでしょうか。理解できません。歩道設置状況は、また飛

び飛びになっており、これもどういう理由からでしょうか。今後の計画について具体

的に説明を求めます。 

建設水道課長  それでは御質問にお答えいたします。広域農道の設置工事でありますけども、中村

議員が言われましたとおり令和３年まで、当初は平成 27年度から当時の平成33年度、

現在でいえば令和３年度でありますけども、そちらのほうで計画されておりました。

事業の進捗につきましてですけども、ここ数年の国の補助金がつかないと、これが計

画どおり進んでいないということで県のほうからお聞きしております。農道の歩道で

ありますけれども、地元の皆さん、またＰＴＡの皆様からも要望いただいております

ので、通学路の安全確保の面につきましては大変必要であると思っております。歩道

の関係でありますけれども、確かに橋は完成しておりますけども、実際に橋の前後の

部分につきましてまだ完成をしていないということでありまして、完成していないっ

ていうことは通れないということでございますので、本年度でありますけども、今現

在は橋の付け根の北側を、今掘削工事を行いまして歩道の設置を行っております。一

応、本年度でありますけども、橋までは飯島から続く予定でございます。完成をいた

しましたら通行が可能となってまいると思いますので、その時点で開放していきたい

と思っております。 

中村議員  そうしますと、確認なんですけれども、橋は今年度で完成して渡れるようになると

いう理解でよろしいんでしょうか。 

建設水道課長  橋の北側につきましては、今年度の工事で接続されます。また、南側、柏木方面に

つきましても本年度発注予定ということで聞いておりますので、一旦は、歩道の部分

については可能になるかと思っております。 

中村議員  ちょっと理解が、いまいち理解ができないんですけれども、飯島側からは歩道に入っ

ていけるようになるけれども七久保側に出ていかれないとすると、これは通行できる

ということになりませんよね。通行できるっていうことは、七久保方面にも出ていっ

て、歩行者は橋を渡って歩いて七久保方面に渡れるようになるということで、再度お

聞きしますがそれでよろしいんでしょうか。 

建設水道課長  予定ではそのとおりであります。ただ、七久保方面につきましてはまだ工事がこれ

から発注でありますので、渡り切ってからはまた一旦車道に出ていただく形になろう
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かと思います。 

中村議員  では、歩道、橋だけは渡れるようになって、橋を渡ってからは、また車道のほうに

出ていくようになるっていうことなんですね。それでは、もう一度伺いますけれども、

この完成は、来年度では不可能なのか、もし不可能であれば、一体いつをめどにして

いくのか、町はどういうふうに県に強く訴えていくのか、その辺を伺います。 

建設水道課長  県のほうからは１年～２年遅れるということでお聞きしておりますので、令和５年

くらいかと思いますけども、ただ、国の補助金等もございますので、国の予算等もご

ざいますので、できるだけ早く、県のほうはそういう形で言っておりますけども、強

く要望していきたいと思っております。 

中村議員  県は国の補助がつかないとか言うと思うんですけれども、ゼロではないと思うんで

すよね。県がどれだけその歩道の、今の子どもたちの通学路の現状をどのように把握

しているのかどうか、現場を見ていただいたり、そうしてもっと強く町がしっかりと

これだけ待っているっていう、その中で事故がないように一生懸命やっているんだけ

れども、でも、いつ事故があるか分からないっていう現状を県も見逃しているってい

うことは県にも責任があるんだよっていうことを強く言って、早く、せめて今の山久

のあそこまでつなげるようなことを訴えていってほしいんですけれども、その辺は要

望していっていただけるんでしょうか。 

建設水道課長  例年ですと県の現地調査っていうのがございますが、本年度はコロナウイルスの関

係がございまして行っておりませんので、今後でありますけども、年度内につきまし

ては、県の方をお呼びして、ぜひ地元の声を届けまして、早期に竣工――竣工という

か、事業進捗できるように要望してまいりたいと思っております。 

中村議員  確実に設置させるという強い職員の思いが大事だと思いますので、その熱意で、長

年待っている特に七久保の親御さんたち、子どもさんをお持ちの親御さんたちの安心

につなげていくように尽力することを切に要望いたしまして、最後の質問、４番の質

問に移ります。 

「飯島保育園駐車場の拡幅検討の状況を伺う」について質問いたします。飯島保育

園駐車場の拡幅は以前質問しており、その後、私も近隣の土地の情報などを町へつな

いでまいりました。しかし、教育委員会は、給食センター建設に高額の予算が必要な

ことから、現状の園内敷地に駐車スペースの確保を考えていく方向で検討したいとの

お答えでありました。その後、町はどのように検討しているのか、その検討状況を伺

います。 

教 育 長  飯島保育園の駐車場の件につきましては、過去にも議員から御質問いただき、お答

えをしているところであります。特に降園時、お迎えのときの混雑状況については、

その都度、状況把握に努めているところであります。前回御質問いただいて、園内に

何とかうまく設置できないかというようなことを検討してまいりましたけれども、例

のエアコン設置のことがあったり、保育園の老朽化があって優先的にやらなきゃいけ

ないようなこともあって、なかなか進んでいないという状況も事実であります。具体

的にどんな検討をしたかということについては、この後、教育次長のほうから詳細に
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ついてお答えしたいと思います。 

教育次長  飯島保育園の駐車場でございますけども、前回以降、議員からいただきました情報

ですとか、実際の送迎時の様子、また近隣の状況についても確認を行ってまいりまし

た。しかしながら、駐車場確保の具体的な解決策がまとまるまでには至っていないの

が現状でございます。敷地内に駐車場スペースの確保を考えた一案といたしましては、

西側園庭の縮小案がございます。しかし、この場所は子どもたちの遊び場としてほか

の園にないよい環境で、園内のせせらぎが縮小になってしまいまして、子どもたちの

生活を考えると残したいとの保護者の声もございました。また、グラウンドの一部を

駐車場とする案も検討しておりますが、降園時にグラウンドで遊んでから帰る子ども

たちの安全性の確保が必要となってまいります。そのほか、駐車場の区画線を引き直

しまして駐車台数を増やす案も可能かどうかも含めて、現在検討を進めております。

これらの案を検討いたしまして、その結果によっては新規用地の確保も含めて総合的

に検討を進めてまいります。 

中村議員  今、状況を伺ったわけなんですけれども、確かに、そんなに広くない園庭、グラウ

ンド環境ですよね。それをさらに駐車場にすることによって子どもたちが楽しんで遊

んだり運動をする環境が縮小されてしまうのかなあと大変懸念したわけだったんです

けれども、親御さんたちの強い希望もあり、それは断念をしたということで、私は

ちょっと安堵しているわけなんです。ですけれども、私もたまになんですけれども、

お迎えの時間帯に通ると、西岩間線のほうに通じるところまで車がずっとつながって

いるときがありました。あ、何だろうと思う、曲がれないっていうときがありました。

そんなところを見ると、ああ、ちょっとこのままでは大変危険だなあということを感

じております。そんなことからも、現状認識を、町はもうちょっと危機感を持ってい

ただきたい。今の親御さん方の協力に頼り過ぎではないかというふうに思います。町

もそういうふうに考えているということですけれども、進んでいないとなると、頼り

過ぎて、悪く言えばちょっと町が怠慢かなあというふうなふうにも見えてしまいます。

迅速な対応を求めるんですけれども、方向性というのは、駐車場を確保する土地の、

要するに財源が厳しいということで、一体いつになったら拡幅を実行できるのか、そ

の辺のことはどういうふうにお考えなんでしょうか。 

町  長  この件につきましては長年の懸案で、何度も質問をいただいておるところでござい

ます。今ある状態の中でどこか押し込めないかという形の中で今まで検討されてきた

かと思います。いろいろ検討をすることは必要なんで、それは大事だと思っておりま

す。ただ、スピード感も必要と片や思っています。基本的には、やはり保育園と駐車

場は付き物だと、こういう私は認識でおります。ぜひ、予算の財政の状況もあるでしょ

うけれども、そこら辺とも調整しながら、打開策もスピード感を持ってやらなきゃな

らないという認識をしております。 

中村議員  ぜひ、本当にスピード感を持っていただきたいと思います。再三申し上げてきまし

たけれども、何か事故があってからでは取り返しがつきません。安全・安心な保育園

環境は町の責務。現状に危機感をもっと持っていただいて、早急に対応をというふう
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に町長がおっしゃられましたので、ぜひその対応を求めまして質問を終わります。 

 

議  長  ３番 久保島巌議員。 

３番 

久保島議員  それでは、通告に従いまして３点を大きく分けて質問してまいりたいと思います。

ちょっとせきが出ますので、コロナではありませんので御心配なく、御了承いただき

たいと思います。 

まず最初に１－１でございます。飯島区出身の町議会議員５名と飯島区の理事の皆

さん、いわゆる区会議員の皆さんとの懇談会、毎年開かれているわけなんですが、今

年も 11月５日に開催をされました。今回は、いわゆる飲み会という懇親会を取りやめ

たということもございまして、時間がたっぷりございまして、いつになく意見交換や

情報交換ができたというふうに認識しているところでございます。その話の中から１

点だけ、私のほうで担当して取り上げたいと思います。あとにつきましては同僚議員

から種々質問があろうかと思いますので、よろしくお願いいたします。さて、飯島区

では区民からお預かりしている基金がございます。それを活用して成人大学の屋根を

利用した太陽光発電設備を設置して、電気料の削減、また災害時のスマホ等の電源供

給を行うことがよろしいんじゃないかということで、企画をして準備しているところ

でございます。いわゆる町が進めている屋根貸しではなく自主運営というふうにして

いるところは、実質売電益を収入として得られるということもありますし、それから

災害時に素早く対応できるというようなこともございまして、自主設置ということに

踏み切ったところでございます。ところが、町はこの事業に対して補助制度がないよ

ということで御返答があったということでございます。その中でも、私はちょっと耳

を疑ったんですが、災害時は天候が悪いので太陽光は有効とは考えていない、発電機

での対応を考えているという返答があったということでございます。それは、災害発

生時、それはそういうこともあるかもしれないですけども、それが長続きするわけで

はなく、何日かたって避難所を開設していくと天候が回復してくるわけでございます。

また、地震災害のときには天候が必ずしも悪いというわけではない。いわゆる夜間で

雨が降っているというときに停電になってしまったというときには、それは発電機が

有効でしょうけども、それ以外は発電機を回す必要はないわけで、発電機に頼らなく

てもいい。であるならば、太陽光のほうが有効ではないかといふうに私は思うところ

です。いわゆる、先ほども中村議員からありましたＳＤＧｓという点から脱炭素って

いうことを求めなきゃいけないというこの時期、飯島町もまたＳＤＧｓを進めている

わけですので、それに全くこの太陽光の設備っていうのはマッチしているというふう

に私は思うところです。また、例がないからできないんだという話もあったそうでご

ざいます。例がなければ、例はつくればいい話で、そんなことは理由にはならない。

何とかして金を出したくないっていうふうに見えてくる。これじゃ駄目なんですよね。

町民の皆さんがよいと思ったことをしようとしているのに、そこに対して町は何とか

助成しましょう、応援しましょうという体制がどうしても欲しい。全額出してくれと
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言っているわけじゃないですよ。補助金はありませんかと言っている。避難所開設の

ときに活用できる、また、ふだんからエコ、脱炭素に取り組める、これは、個人では

あるわけですので、個人の太陽光設置についての補助がありますから、それと同じよ

うに自治会や公民館やその他の組織にも補助できるじゃないですか。別に要綱を変え

ればいいだけの話なんで。この活動を進めていく、広めていくっていうことが必要だ

というふうに思います。目的はエコと脱炭素なんですよ。この手段をどうするかって

いう中の１つの段階であって、各個人家庭にはぜひ進めてくださいねって言っている

のに、自治会、公民館、区にはそれは駄目ですよって言っているようなもんだと。そ

れはおかしくないですか。補助対象を見直すだけでいい、町の方針を大転換してくだ

さいって言っているわけじゃない、そのところをどうお考えなのか、町長のお考えを

お伺いいたします。 

町  長  お答えいたします。指定避難所の運営は、区会の皆様にお力をいただき運営するこ

とになっております。東日本大震災の折も電源確保に苦労したとの報告もされており

ますので、非常時の電源確保として太陽光発電は有効と考えております。現在のとこ

ろ、指定避難所に太陽光発電施設を設置した場合の補助金制度はありませんが、公民

館や集会施設の改修補助制度がありますので、そちらを活用いただければと思ってお

ります。この件については、飯島区の皆様方にお伝えしているとのことでございます。 

久保島議員  改修制度があるからそれを使ってくれと、改修に当たるっていうことでよろしいん

ですか。これ、改修じゃなくて増設だよとか新設だよっていう話になっちゃうと、こ

れは対応できませんってまた言われるんじゃないかっていうことを心配されています

が、その点はいかがでしょうか。 

教育次長  成人大学の施設のことでございますので、この制度についてお答えさせていただき

ます。公民館の維持管理に関する覚書というものを締結してございます。その中で建

物の設備の増改修などが必要となった場合で事業費が５万円以上となった場合に協議

を行うものでございまして、その協議に基づきまして負担割合を決めていくという制

度でございます。おおむね２分の１ずつという負担割合ということでございますけど

も、その協議の中で決定していくものというものでございます。 

久保島議員  改修の場合ですよね。新設でもそれはいいということで、例えば上限金額はないっ

ていうことでよろしいんでしょうか。 

教育次長  後の協議によりますので、上限についてはございません。 

久保島議員  いわゆる公民館として、いわゆる文化施設としての教育委員会の所管ということに

なるようですが、じゃあ、指定避難所としてのそれはないということなんですが、そ

こは条項として新設するつもりはないのか、総務課長、いかがでしょうか。 

総務課長  現在、指定避難所に関するそういった災害時の施設というので太陽光発電に対する

補助というのは、制度的にはございません。今後、先ほど町長も申し上げましたとお

り、発電施設、これも必要になってくる場合もあるし、太陽光発電も、これも必要に

なってくる、これは両方あれば一番いいんでしょうけれども、一番何がいいのかって

いうのは、やっぱり考えていかなきゃいけない部分もございますので、補助金、助成
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制度については、ちょっと検討して、町として、どのような指定避難所の運営を区会

の皆さんが安心してできるようにするにはどうしたらいいのか、そこからちょっと検

討してまいりたいと思います。 

久保島議員  そうしますと、指定避難所のそういう設備についてのことについても検討していく

ということでよろしいんでしょうか。私は、いわゆる指定避難所で、発電機っていう

そのものの維持、それが、四六時中発電機をがんがんがんがん回すっていうわけには

いかないと思うんですよね。そうすると、やはり太陽光の設置というのが非常に有効

だというふうに私は考えているんです。その辺のところも含めて、ぜひとも、発電機

何％、太陽光発電何％みたいな設置の仕方を考えていかないと、発電機だけに頼るわ

けにはいかないというように私は思いますので、ぜひともそこを検討していただきた

いと思いますが、そこは時期としてどのくらいの時期に、早急にというふうに思いま

すが、いかがでしょうか。 

総務課長  担当のほうも、いろいろ今検討しております。避難をする気象状況というのがいろ

いろあります。夏場なのか冬場なのか、昼間なのか夜なのか、天候がいいのか悪いの

か、そういったところを考えていきますと、太陽光が有効な部分もあれば、発電機が

ないとエアコンが回らないというような場合もあろうかと、そこら辺も今担当で想定

しておりますので、できるだけ早めにそういったところのどうあるべきかという方針

は出さなきゃいけないと思っています。 

久保島議員  分かりました。それをいつ頃までにやっていただけますか。 

総務課長  何月何日というのはなかなか言いにくいんですが、明日、大地震が起きるかもしれ

ない、そういった不安に駆られて、今、総務課の係も私も対応しておりますので、そ

の気持ちを忘れないように早めにやりたいと思います。 

久保島議員  それでは、早急に避難所に対する設備の補助についても御検討いただきたいという

ふうに思います。太陽光と発電機と、当然、私は両方あってしかるべきと思いますの

で、その辺の割合についても考えていただきたい。それから、教育施設としての補助

としても、じゃあ、これが対応できるかどうかっていうことについて、また御協議を

いただきたいというふうに思います。その辺のところを求めまして、次の質問に参り

ます。 

２－１でございます。国の新型コロナ対策臨時交付金第２次分を活用して、９月定

例会に急遽上程されました飯島流ワーケーションの運営につきましてお尋ねをしてま

いります。２次補正の２億 160万円の決定したところで降ってわいたというふうに私

はちょっと感じちゃっているんですね。発想は私も賛成するんです。しかし、一気に

巨額な設備投資をするということは、かなり難しい経営運営が待っているというふう

に感じております。よく練ってきた、何年もかけて構想を練ってきたというあれでは

なく、どうしても付け焼き刃的な感が否めない。万全の準備態勢を求めていくもので

ございます。さて、この件が浮上したのは、観光戦略会議で８月 11日のメンバー入替

え後の初会合、そのときに町長から提案があり、承認されたとされております。とこ

ろが、改選、このメンバーの改選前の任期の取りまとめという会が６月 30日に開かれ
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ていますが、その中ではこの案についての協議があったと、この案を次回に申し送り

ましょうねっていうようなことがあったということは見られないんですね。そんな中、

中心として取り組むんだということで、観光戦略会議で了承されたというふうに新聞

報道されているんですが、本当にどう受け止められたのか、どのような体制で進めて

いくのか、またメンバーの皆さんの役割分担等はどうなっていくのかということにつ

きましてお尋ねをします。また、営業部とか、伊那里イーラとか、観光協会とか、農

業法人とか、関連する企業、団体等がございますので、この辺とどういうふうに関連

していくのか。また、個人的に私やってもいいよというふうに手を挙げている方がい

らっしゃるのか。この全体像について、どういう体制でいかれるのかっていうことに

ついてお尋ねいたします。 

町  長  飯島流ワーケーションの御質問です。この事業は、目下のところ飯島町の目玉商品

になっております。多岐にわたる御質問でございますので、しっかりと説明させてい

ただきたいと思います。飯島流ワーケーションの決定の過程は、リニア新時代を迎え、

将来の発展に向けた準備をする中で、今見えている幾つかの課題、すなわち、地方の

魅力が再認識される時代への対策、都市と農村の交流の推進、飯島町の新しい観光へ

の挑戦、移住・定住促進の新しいアプローチ、農業の新しい価値観の創出など、地方

創生に関わる懸案が現実にあり、これらを同時に解決する可能性があると見込まれる

有力な戦略がワーケーション事業の推進にあると考え、町が初めに決定いたしました。

この目的や効果につきましては、さきの９月例会でも説明させていただきました。ま

た、政府の第２次地方創生臨時交付金の通達を受け、その交付要綱にコロナ禍にあっ

て新しい生活様式の実践を推進する事業としてワーケーションが取り上げられており

ました。これは環境省、総務省、農水省が推薦しており、長野県も将来への布石と捉

えて取り組もうとしております。ワーケーション事業の事業資金が 100％交付金で賄

うことができるのであれば、飯島町の将来に向けて懸案の課題を解決する千載一遇の

チャンスであると捉えて、資金面の有利さからもワーケーション事業推進を決定した

ことも理由の 1つであります。しかし、本事業を全国からも注目される魅力的な事業

にするためには、ハード整備も必要でございますけれども、もっと大切なのはソフト

面の整備であると認識しております。訪れるお客様に年間、四季を通じて切れ間なく

提供できる体験メニューが充実していることが重要であり、ワーケーション事業の成

否を左右する重要なポイントであると捉えております。本年７月に任期を迎えた観光

戦略会議の１期目の申し送り事項は、農業と観光の組合せ、コテージと農地のセット、

観光による関係人口を創出して角度を変えた移住・定住を促進する、これらを地域全

体で取り組むことの必要性が出されました。さらには、地域の生活、文化や身近な自

然を楽しんでいる地元の人々、それ自体が観光資源であるという、まさに地域の「光」

を感じて「観る」という本来の観光理念を捉えた方向性も確認されました。１期目の

任期終盤には、実際にお客様を招いて飯島でのモニターツアーを実施して、現実的な

課題も把握しました。また、ほかの観光要素をメニューにしたモニターツアーを計画

しようとしましたけれども、コロナ発生で研究を深めることはできませんでした。観
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光戦略会議２期目は本年８月からスタートしましたが、１期目の継続を念頭にして、

体験メニューをしっかり作り込むことが観光戦略会議２期目の目標の１つとなってい

ます。農業塾、地域の文化交流、自然体験のそれぞれのメニューの中に飯島町の独自

性があり、しかも多くの町民が参画できることも必要となってまいります。２期目の

観光戦略会議の冒頭に当たりまして、私から町が進めようとしているワーケーション

事業について説明させていただきました。ワーケーションで使用される飯島体験ツ

アーのメニュープロブラムが最も重要であり、メンバーの多様性を生かして魅力ある

メニュープログラムを完成していただきたいと確認させていただきました。事業体制

につきましては、ここ数年は宿泊拠点となる農地つきトレーラーハウスのある場所を

中心に展開する農業塾や地域文化交流、自然体験交流等のプログラムを試験的に実施

しながら、充実した魅力ある体験メニューをブラッシュアップしながら整備し、本格

的な稼働を目指しております。当初の拠点の整備や人材育成等は町が全面的に支援し

てまいりますが、農業塾や農地のやりくり等につきましては、地区営農組合と農業法

人の皆さんに御協力をお願いしながら、当初から実施運営についても試験的に参加し

ていただき、実体験を積み重ねて本格稼働に向けて準備をしていただきたいと思って

おります。協力団体につきましては、飯島町営業部の自然、文化、花、食、アウトド

ア、この５つの部会が営業部開設以来４年間の活動の中で飯島町の魅力を掘り起こし

磨き上げていただいた数々の成果や情報を体験メニューとして協力していただくこと

になります。ほかにも観光協会や商工会、農村女性グループなど、多くの方々に御協

力をいただきながら、町ぐるみの事業となるよう育てていきたいと思っております。 

久保島議員  丁寧な御説明、ありがとうございました。聞いてもいないことまで答えなくても結

構なんですが、いろいろおっしゃっていただいてありがとうございました。 

それでは２－２に参ります。今、お話の中で、直営ではなくて、営農センター、営

農組合のほうに運営を任せていくんだというお話でございました。その辺のところに

つきまして、予算措置につきましてはどういうふうに進めていくのかお伺いいたしま

す。 

町  長  町直営でするのか、民間委託かと御質問でございます。当初の施設整備や人材育成

などについて、町が全面的に投資を行い支援してまいりますけれども、将来的には営

農組合を中心に民間事業者による運営に移行させていく考えであります。 

久保島議員  営農組合さんでっていうことになりますと、４地区あるわけでございますけども、

その４地区が皆さんで関わっていかれるのか、それとも営農センターっていう形で、

そこが取りまとめていかれるのか、その辺の構想についてはいかがでしょうか。 

町  長  これは、拠点施設を設置する場所に近い営農法人等に御協力いただこうと思ってお

ります。４地区ございますけども、いろいろの打診をする中で経験値のあるところを

選定していきたいなと思っております。 

久保島議員  そうしますと、そこの営農センターさんじゃなくて田切地区営農組合になるかと思

いますが、そこに業務委託をしていくという形でよろしいんでしょうか。 

町  長  最終的には、そのような形にしたいと思っております。 
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久保島議員  それでは２－３に入ります。そうしますと、そこに、将来は業務委託になるんだと。

取りあえずは、出発点としては、町の職員が設備、それから人材育成等について関わっ

ていって、走り出したらそちらのほうに業務委託になるということになります。そう

すると、年度的に言いますと、今年度いっぱいは人材育成なり設備設置なりっていう

ことになるのか、それとも来年度、令和３年度もその辺になるのか、その辺の見込み

についてはいかがでしょうか。 

町  長  人材の選定につきましては、まだ本格的にスタート――本格的にといいますか、施

設が整うのが来年の秋ぐらいになろうかと思っております。それまで時間がございま

す。多く幅広く間口を広げて、広範囲から適材な人間を充てたいと思っております。 

久保島議員  それでは２－３のところに行きまして、営農組合が業務の担当をしていくんだとい

うことになりますと、これからは、コーディネーターの育成等も含めて、今は地域創

造課の管轄にどうもなっていたようなんですが、そこを農政係等に移すとか、その辺

は考えていないのか。また、コーディネーターとする人は、かなり多彩な才能等も必

要になると思います。そうすると、いわゆる、何ですかね、臨時職員対応、会計年度

任用職員対応ではなくて、一般職、正規職員というような待遇も必要じゃないかなあ

というふうに思っているんですが、その辺の管轄についてはどのようにお考えでしょ

うか。 

町  長  コーディネーターは職員か、委託か、また所属は観光部署か、農政部署かと、こう

いう御質問でございます。農業塾、文化交流、自然交流の体験メニューは、約 150メ

ニューを目標としております。これらを熟知して適切に案内、手配するには、コーディ

ネーターは必要な存在だと思っております。経験値があり、有能な人材を広範囲から

募集いたしますけれども、また、集客の活動窓口やワーケーションに造詣の深い政府

機関の食農連携機構とも協力関係を結んでおりますので、多くの方々のお力をお借り

しながら進めてまいりたいと思っております。所属につきましては地域創造課でござ

いますけれども、関係部署と連携を取り合って進めてまいりたいと思っております。 

久保島議員  関係部署と連携を取りながら、プロジェクトチーム的なものを立ち上げて、よくそ

ういうふうにおっしゃるんですが、それがうまくいったためしはないんですよ。職員

も、それができるだろうなあって思っている人はほとんどいないと思いますよ。要す

るに、そこは専任で任せないと、地域の連携を取ってとか調整をしながらとかって言っ

ていてもうまくいかない。それについては、ぜひ専任性が必要かというふうに思いま

すが、町長、いかがでしょうか。 

町  長  ここで申し上げましたコーディネーターを設置しなければならないということは、

地元でそういった人材が発見できれば、それに越したことはありませんけども、間口

を広げて、いわゆる協力隊のような形でも募集したいなと思っております。この方は、

やはり、この事業に専念していくことを考えておりまして、もし営農センターの方々

と一緒にできる体制が取れれば、自立した段階で営農組合の一人の職員として入って

いただきたいと考えております。 

久保島議員  それでは、実際に専任になったときに、営農組合の職員なり、地域創造課でもいい
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んですが、担当職員っていうのが、やっぱり同じ同レベルの者でないと話が合わない

と思うんですね。ここに町長との意識の疎通もあると思いますし、それをうまく伝え

る、そこから返ってくる答えについてうまく返答するっていうことができないと、い

わゆる聞き慣れない言葉で言われて、それは、うーん、どうかなあって言って辞書を

引くような、そういうレベルの担当者じゃ困るので、そこは、やっぱりこっち、受け

側の管轄する担当者も適切な指示を行う等については、やっぱりそれ相当の部署が必

要だと。その人も専任なり、兼務でいいんですが、どこか１か所に集中すべきってい

うふうに思いますが、その辺についてはいかがでしょうか。 

町  長  現在の状態、今、現時点では地域創造課に立ち上げの協力をいただいています、そ

の職員の。それで、だんだんコーディネーターもそろい、事業が本格的になっていく、

その段階段階でいろいろのものが固まってくるんではないかなというふうに思ってお

ります。 

久保島議員  ぜひ、これを成功するためには適切な指導、監督が必要だというふうに思いますの

で、そこは段階的に、町長おっしゃるように進めていってもらいたいというふうに思

います。 

さて、２－４に入ります。当初は、これ、予算計画っていうのがたしかあったと思

うんですが、そこについてはよろしいんですが、ここの投資に対して、8,433 万円の

投資をしているわけですね。それは 100％対象の 80％交付で頂いたお金を使っている

んだから、まあいいやとお思いでしょうけども、そうはいかないと。これを設備した

からには、５年償却ですから年間 1,680万円の収益を上げてもらわないと困るよって

いう事業になるんじゃないかなあと私は思っているんですね。もし土地を町が買った

とすると、その土地代も事業者には入れてもらわないと困るという話になってくる。

それから、コーディネーター等の人件費も賄っていかないといけないと。この事業全

体で町が自立してくださいねっていうときには、委託するとなると、こちらから管理

料を払って、利用料をいただくっていう形になろうかと思いますが、その辺のところ

で、そういった採算計画、何年たったら黒字になるんだ、何年たったらこの投資が回

収できるんだっていうことまで考えていく必要はあるんだろうと思うんですね。たと

え交付金で頂いたものであっても、これは国民の血税でありますので、決して捨て金

になってはいけない。この辺をうまく活用していくための、ぜひ予算計画っていうの

が必要じゃないかなあ。初期投資を回収していくための採算計画をしっかり立てて、

早い時期に黒字化できるんだっていう見通しを示さないと、町民の中には、まだ、今

回の説明を聞いても、それはちょっとなあと、税金の無駄遣いじゃないのっていう声

はあるんですよ。だから、そこを払拭するためには、こうなっていきますねっていう

話が必要だ。それから、飯島町営業部の例からすると、儲かる飯島町って言っている

けれども、町がもうかるんじゃなくて町民がもうかっていけばいいんですよっていう

ことで、負担っていうのは継続していくんだっていうお考えがございます。それと同

じように、ずっと、これ、町が負担金なり補助金なりを出して運営していくのかって

いうこと、これも、ちょっと自立していくという意味では少し違うんではないかなあ
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というふうに思います。道の駅についても自立してくださいねっていうことでやって

きているわけですから、この事業もそれと同じことになるんではないかなあというふ

うに思うんですね。採算計画を立てて、それに基づいてしっかりした営業活動をして

もらって、この施設をフル活用していく。そして町民の皆さんが利益を上げていく。

また、この事業そのものも利益が上がっていくというようなものを立てる必要がある

と思いますが、その見通しを立てる計画はございますでしょうか。 

町  長  ワーケーションの採算計画のお尋ねでございます。現在の事業計画では、国県の補

助事業を活用しながら、５年後には自立できる事業へと成長させたいと考えておりま

す。この事業の効果は、メニュープログラムに参加する全町的な取組により経済的循

環の促進を狙った事業でございます。町全体に利益が生まれるように、行政、地区営

農組合、農業者、商業者、観光業者、さらに町民の皆さんも含めて、多くの方々に関

わっていただきたいと思っています。千人塚センターハウス建設と同様に、集客促進

の仕掛けを町が投資し、民間企業がこれを利用しながら運営し、その効果を出してい

ただきたいと思っております。ワーケーションの集客が増加すれば、町内全域にその

恩恵があるものと考えています。農家民泊や町内の宿泊施設もお客様の要望によって

は利用があるものと思っております。また、飯島体験ツアーメニューはどの宿泊施設

でもセールスポイントとして御利用いただけると思っております。儲かる飯島町とは、

金銭的なものだけでなく、都市の企業や人々の交流から生まれる地域貢献や文化交流

の促進など、幅広い効果が生まれることも含まれております。これからは情報提供で

ございますけれども、飯島流ワーケーション事業につきましては、飯島町は早々に立

ち上げております。その発信効果が出ていることを御紹介申し上げたいと思います。

本計画を９月議会にて承認いただいて、すぐに農水省の顧問、事務次官を訪問させて

いただきまして本計画を説明し、モデル事業などの対象になるようにと、しっかりお

願いしてまいったところでございます。その後、農村振興局農政部長から飯島流ワー

ケーション事業について詳しい説明を求められ、協力関係にあります政府機関である

東京の食農連携機構様に代理出席をいただきまして、説明に出向いていただきました。

さらに、それから数週間後には、同じ農政部長から今度は自民党のワーケーション関

係部会において飯島流ワーケーションを紹介してもよいかとの打診が当町にありまし

て、快く了承させていただきました。飯島流ワーケーションの事業は、他自治体に比

べ先駆的でメニューづくりが特徴的であることから、既に全国区で注目を集めている

という、こういう効果も町の利益の大きな誇れる部分ではないかなと思います。議会

の皆さんも、あちらこちら自治体を訪問され、あの事業はよかった、この事業はよかっ

たと説明をいただきます。今度は、飯島町に多くの方々が訪問いただいて、先進的な

事業であると胸を張って、また飯島町町民のこれからの若い者も、飯島町はこういう

ことをやっている町だと、こういう自信を持って移住してきていただきたいと、そう

いう願いも兼ねておるわけでございます。そういうことの効果が大きな効果だと認識

しております。 

久保島議員  そうしますと、8,433万円については町の投資した設備であって回収は求めないと。
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それを活用してしっかり町民の皆さんに利益なりを取ってもらいたいと。それから、

金だけじゃなくて、心がもうかる――心がもうかるっていうのはおかしいですが、文

化的なもの、それから人的交流等についてしっかり吸収してほしいよという町長の思

いだということで、分かりました。しかし、ここはかなり難しい課題でございますの

で、町民挙げて、また、行政も町長をトップに、ぜひともメニューづくり、メニュー

推進、ＰＲには努めていただきたいと求めておきたいと思います。 

それでは、時間ございませんので、３番のほうは１と２と併せて御質問いたします

ので、お答えをお願いしたいと思います。 

先ほど中村議員からも御紹介ありましたように、社会文教委員会でいいちゃんバス

を試乗してまいりました。その後、全協で報告ございまして、南線と病院線で乗車数

が上がったよという話がございました。その後、11月はどうだったのかなあというふ

うに思っています。その後の影響で、また増えてくればいいかなあというふうに思っ

ておるんですね。そこで、お話ございました。新たな課題等が見つかったと。続いて、

その辺の改善策等もあるかと思います。その辺についてお伺いをしたいと思います。 

次は、この事業は、いわゆる福祉事業だというふうに認識しているんですね。とこ

ろが、その目的がどうも町民の皆さんにもはっきりと認識はされていないということ

でございます。私が体験させてもらった帰りの便の中に七久保からの利用者の方がい

らっしゃいまして、朝一番で昭和病院に行かれたそうですが、帰りに私たちと同じ帰

りの 13時頃帰着の便に乗りました。飯島駅で、これ、乗換えで待っていなきゃいけな

いんですよね。15分～20分ぐらい待っているんですが、それはちょっと冬場になった

ら気の毒だなあと、もうちょっと続けて行けねえのかなあというふうに思ったんです

ね。そしたら、その方は、おかげだにと、もう少しお金払ってもいいんで、これはぜ

ひとも続けてほしいという話をいただきました。謙虚な方だなあと思っているんです

が、確かに、それは 400円で昭和病院まで行ってこられれば安い交通機関かなあと思

います。一方、町民の中には、いつも空車で走っているじゃないの、あれ、もうちょっ

と、無駄だと、もっと効率のいいものはないのか、そこにシフト変換すべきじゃない

のかっていう話は当初からありました。今も消えていないというところですね。例え

ばなんですが、いいちゃんバスを廃止して全部福祉タクシー券になったら町の負担は

どうなるのか、利用者負担はどうなるのか、これを、今、現況の状況、いいちゃんバ

スと福祉タクシー券のセットの状況とを比較して、これだけの違いがありますと、だ

から今は両方併用しているんですよっていうようなデータも示されていないと思うん

ですね。そこをもうちょっとお示しいただいたらどうかなあと。それから、駒ヶ根市

は、循環バスを廃止して、こまちゃんタクシーっていうのに全部統一したみたいなん

ですね。伊那市では、ＡＩを活用して最短コースを探索、検索して走れるということ

で、伊那市っていうのは乗り合いぐるっとタクシーとかっていうのをやっているんで

すね。要するに、これはドア・ツー・ドアで乗っていけるということで、それも乗り

合いで行けるっていうことで、格安で済むということらしいんですが、循環バスじゃ

なくて、このような代替の交通弱者対策についても検討がされたのかどうか、その辺
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のこと。それから、先ほども言いましたが、収益事業じゃなくて福祉事業なんだよと。

これを、どのような方法で採用しても、説得力のあるデータ、それから目的っていう

のをしっかり明記して、町民の皆さんに有効性、だからこれをしているんですよと、

だからこれにしているんですっていうところも説明をしていただいて、町民の皆さん

の理解と協力を得ないと、この事業は続いていかないと。いずれ、どこかの市のよう

に循環バス廃止っていう話の声がでかくなってきちゃうっていうことが心配されると

ころです。また、利用状況を向上させるということでは、もう少し、先ほども言いま

したが七久保まで直通で行けるとか、それから、利用者の声を反映して、利用者の皆

さんが電話かけるのはどうも苦手だからとか何とかあるんですが、そこのうまい利用

の仕方、帰りに運転手がどこで降りますかって聞いてくれたんですね、そういう対応

もできるということでございます。その辺も含めないと利用増につながらないと思い

ますが、お考えはいかがでしょうか。 

総務課長  最初に、新たな課題や改善策の発見についてのお答えをさせていただきます。今回

の無料運行につきましては、広報や告知放送などを使って周知してまいりましたが、

各自治会で行われておりますいちいの会、健幸教室、こういうところにも行きました。

そうしたところ、みんなで乗ってみたいという御意見をいただきました。また、説明

に伺った自治会に近い場所のバス停の利用が今回増えたというような数字もありまし

て、初めて乗車いただいた方も一定数おられるのかなあというふうに捉えております。

しかし、無料期間中に利用者が増加した路線と、そうでない路線もあったことから、

無料でも利用が進まない路線もあるのかなあという、そういう実態も明らかになって

きたというところでございます。 

続いて、今後の考え方についてでございますが、バスの運行をやっていくのか、や

めるのか、やっていくんならどのように見直すのか、こういう選択肢になろうかとい

うふうに思っております。現在、より利用しやすいものとなるよう運行形態の変更、

また試算等を行うとともに、タクシー券に振り替えた場合の利用可能な回数なども試

算しております。今後は健康福祉課とも連携いたしまして、公共交通を必要とするニー

ズの把握、これも行っていきたいと思っております。地域交通の確保対策として始め

たいいちゃんバスでございます。事業の目標の達成が可能なのか、様々なデータを基

にしっかりと検証していかなきゃいけないと思います。また、先ほど例を幾つかいた

だきました他の市町村の取組、こういったところも参考にしながら今後の方向性を出

していかなければならないというふうには考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

久保島議員  終わります。 

 

議  長  ここで休憩を取ります。再開時刻は11時５分といたします。休憩。 

 

休  憩  午前１０時５０分 

再  開  午前１１時０５分 
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議  長  会議を再開します。一般質問を続けます。 

10番 本多昇議員。 

10番 

本多議員  それでは、通告に従いまして６件の質問をいたします。一括で返答いただくと時間

が早く終わってしまいますので、今回はゆっくり順番どおり質問しますので、よろし

くお願いいたします。 

１番「令和３年度予算編成について」。町の標準財政規模は約 33 億円で、過去 10

年間大きな変動はなく、変わっていません。自主財源は 28年度より約 19億円で変動

がありません。自主財源の比率は、28年度 35％、29年度 36％、30年度 37％、元年度

35％となっています。約 65％が地方交付税などに依存している歳入状況です。令和 2

年度の当初予算は 48億 5,500 万円で、自主財源は 16億円で、自主財源の比率は 33％

でスタートしました。８号補正までで予算は74億2,400万円と大幅に増加しています。

これは、新型コロナウイルス対策の国、県の交付金などで 15億 4,300万円が増加の要

因となっています。予算規模が 74 億円となったため自主財源の比率は 27％と低くな

りましたが、ウイルス対策交付金を除けば 35％と通常の範囲を維持しています。 

それでは質問に入ります。１－１です。新型コロナウイルスの影響で町税が減少す

ると考えています。町税は約 12億円の歳入を維持しています。町民税については、個

人、法人とも経済活動の低迷により所得が減少すると考えていますので、町民税は減

収となると考えます。固定資産税については、事業者の固定資産税の減免措置があり

減収となりますが、交付税措置があり歳入には影響がありません。予算編成に当たり

町税の税収額を予測していると思いますが、予測金額をお伺いいたします。 

町  長  お答えいたします。町税の減少額の予測はという御質問でございます。新型コロナ

ウイルス感染症の影響による経済の悪化は、当町の財政運営にも大きく影響するもの

と懸念しております。依然終息の見通しが立たず、今後の景気の先行きが不透明な中

で予算編成となりますけれども、個人町民税、法人町民税は２割程度の減収が見込ま

れております。併せて、固定資産税は評価替え等の影響で減収となりますので、町税

全体では今年度決算見込額に対し１億 3,000万円～１億 7,000万円の減収を予測して

おります。今後の社会情勢や国の動向を十分注視し、情報収集に努めてまいります。 

本多議員  ちょっと１つお伺いするんですけど、今の１億 3,000～１億 7,000 万円の中に固定

資産税の減免分は――固定資産税の減免分っていうか、固定資産税の減少分は入って

いますか。 

住民税務課長  すみません。固定資産税の減免分は、算定には入れていないです。 

本多議員  １億 3,000～１億 7,000 万円の中には入っていないっていうことだね。分かりまし

た。そうすると、減収は１億 3,000～１億 7,000万円ということで、分かりました。 

１－２です。住民要望に応えるためにも従来の予算規模を維持すべきと考えていま

すけれども、予算規模を縮小するのか、従来の予算規模を維持するのか、お伺いしま

す。 
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町  長  令和３年度の予算につきましては、これからの新年度予算編成作業の中で決定して

まいりますが、歳入では町税の大幅な減収が見込まれ、非常に厳しい行財政運営が予

測されるところでございます。直近５年間の当初予算規模を見ますと、当町では 46

億円～48 億円であり、平均しますとおよそ 47 億円の状況となっております。現在、

３か年の実施計画をまとめた状況では、歳入が約50億 5,000 万円、歳出が約 53億円

と乖離が大きい状況となっておりますが、住民の暮らしを守り、住民の皆さんが希望

の持てる予算規模を維持できるよう努めてまいりたいと思っております。 

本多議員  ぜひ維持していただきたいと思います。もし維持するとした場合、減少分の財源は

基金の繰入れと考えていますけれども、当然、歳出の削減も考えておると思います。

対策をお伺いします。 

町  長  予算の減少分の財政はどのようにするのかという御質問でございます。厳しい財政

状況であるため、予算編成に当たりましては、国、県の補助事業や交付税措置のある

起債の活用など有利な財源の確保や経常経費の削減等に努めてまいります。少し説明

しますけれども、国県の補助事業というのは、最近では千人塚センターハウスの建設

費用に使わせていただきました。これは２分の１の費用を頂くものでございます。千

人塚センターは 8,700万円かかっておりますので、その半分 4,350万円を補助いただ

いたということでございます。これも手を挙げてしっかりと取りにいかなければなら

ないという資金でございます。さらに、今回の給食センター建設が大きな事業になっ

ておるわけですけども、この事業費は６億 8,000万円でございます。これについての

国の補助金は 6,000万円です。そうすると６億2,000万円は町の身銭を切るというわ

けでございまして、貯金が幾らあってもどんどんどんどん減っていく状況にあるわけ

でございます。そこで、今回、政治努力の中で文科省の事務次官にもお会いしに行き

ました。その中で、２億5,000万円の起債、この２億 5,000万円の起債については、

６億 2,000万円のうちの２億 5,000万円、これについては返還するたびにその金額に

ついて国の補助金があるということでございますから、実質２億 5,000万円は除外さ

れるということでございまして、３億 7,000 万円の実質借金をしょうと、こういうこ

とになるわけでございます。これもしっかりと政府にアタックしていかないと取れな

い予算でありまして、みんなが欲しがる予算でございます。飯島町はこの１月からコ

ロナ下ではありましたけれども政府を訪問し、この２億 5,000万円の獲得に成功して

おります。このような政治努力を常にしていかなければならないと思っておるところ

でございます。その上で、最終的な不足分につきましては、財政調整基金をはじめと

する各種基金を財源として繰り入れることを検討してまいります。 

本多議員  分かりました。今回の補正でも臨時財政対策債が増加していますので、これを非常

に有効に使って借金をするのもまた手ではないかとは思います。それで、歳出の削減

なんですけれども、９月の質問でも言ったんですけど、需用費と役務費などの諸経費

は特に不用額が多いので５％は削除できるのではないかと。それから物件費について

も精査してみる必要があると思います。これよって 5,000万円くらいは浮いてくるん

じゃないかなあと思っていますので、ぜひ検討してみてください。 
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それでは２番目です。「国民健康保険特別会計について」。国保税の算定方式が４月

より４方式から３方式へ移行したことを評価します。資産割を廃止したことにより、

保険料を維持するための所得割の税率は上がりましたが、資産を持つ低所得者の被保

険者には有利になりました。国民健康保険運営協議会によると、３方式への移行によ

る保険税率の改定により、３方式の１人当たりの平均課税額は９万 5,898円、現行の

４方式と比べ 1.9％、1,804 円上昇するとのことです。運営主体の県が示す納付額に対

して約 550万円の不足が生じるが、基金から取り崩して対応すると協議会は言ってお

ります。 

それでは質問します。２－１です。今回、12月の４号補正では、保険税の1,750万

円の増額補正がありました。順調に推移しているとも考えます。今年度の国民健康保

険の運営状況をお伺いします。 

町  長  国民健康保険の運営につきましては、国保税の算定方式等、被保険者の皆様に御理

解、御協力いただき、感謝申し上げております。今年度の国民健康保険の運営状況に

つきましては担当課長より説明いたします。 

健康福祉課長  今年度の国民健康保険の運営の状況でございますが、11月末現在の国保税の収納率

につきましては、ほぼ昨年並みでございます。また、収入額はやや上回っている状況

でございます。被保険者数については、年々減少している傾向となっているところで

すけれども、３月の末に比べて少しではありますが増えている、そんな状況でござい

ます。国保税の収入額に関しましては、算定方式を４方式から３方式へ移行したこと

と、やはり被保険者数の微増が影響しているのかなあというふうに思っております。

また、新型コロナウイルス感染症に関連した減免申請による減免も実施している状況

でございます。医療費の給付についてでございますけれども、前年度に比べますと１

割程度の減額となっている状況でございます。また、健診等、保健事業については、

順調に実施のほうを行っている状況でございます。国保の運営全般的につきましては、

今のところ順調ではございますけれども、新型コロナウイルス感染症による影響も懸

念がされます。今後も国内外の様々な状況の変化に注視し、情報収集を行い、適正な

運営に心がけてまいりたいと思います。 

本多議員  分かりました。順調に推移しているということで、非常に安心しております。 

２－２です。国保支払準備基金は１億 9,800 万円あります。２年度予算では 2,000

万円の繰入れを予定していましたが、今のような説明で２年度に基金の取崩しはある

かどうかお尋ねします。 

健康福祉課長  本年度当初予算においては、国保の関係、準備基金 2,000万円取り崩す予定でおり

ますけれども、令和元年度の繰越金及び今年度の国保税の賦課状況から、現在、予備

費が 2,800万円ほどとなっておりまして、今の段階では基金を取り崩さず運営できる

と予測をしております。しかし、今年度は新型コロナウイルス感染症の影響もござい

まして、今後の国保税の収納状況により県への納付金に不足が出ることや、また医療

費給付が急増することも考えられるため、状況により取崩しが必要となる可能性もあ

るかと思っているところでございます。 
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本多議員  分かりました。コロナの関係がありますので何とも言えないんですけど、できるだ

け取り崩さず次年度に持っていったほうが、次年度が楽かもしれません。 

それで、２－３なんですけど、国保支払準備基金を活用して所得割の税率をできる

だけ抑えていただきたかったんですけれども、結果として上昇してしまいました。保

険料が増加しないように基金を有効に使ってほしいと思っていますが、今後の基金の

運用方針、それをお尋ねします。 

健康福祉課長  現在の国保の準備基金の残高は１億 9,876 万 5,800 円となっております。国民健康

保険につきましては、平成 30 年度から運営主体が県となっており、現在、県におい

て保険料水準ですとか保健事業の統一化に向けた検討が進められているところでご

ざいます。今後の運用につきましては、1 つには、保険料の統一に向けた税率の改正

などにより被保険者への負担が急激に増える、そういうことが懸念されておりますの

で、その負担を軽減するため県への納付金へ充当することが考えられます。また、も

う一つには、保健事業等の統一に伴いまして交付金が減額となった場合、今、町独自

で充実した事業を行っているところなんですけれども、その町独自で行う保健事業、

こちらのほうを継続して実施するための経費へ充当すること、こちらのほうを考えて

いるところでございます。 

本多議員  分かりました。 

それでは３番です。防犯灯の管理費用について。４地区、町管理のそれぞれの設置

数は約 1,200か所あると思います。設置費用は町と自治会が約折半、管理費用と修理

代は全て自治会負担となっています。安全に夜道を歩けるようにすることは、町が整

備するのが当たり前だと考えております。 

質問します。３－１。設置費用は新規のポールは事業費の３分の２以内、４万円を

限度、既存の電柱については事業費の３分の２以内、２万 5,000 円を限度となってい

ますが、設置費用の補助金に変更はありますか。 

総務課長  町では、防犯活動推進のため、自治会等に対しまして防犯灯設置事業の補助金を予

算の範囲内で設置補助金を交付しております。議員、今説明いただいたとおりの内容

でございます。今のところ設置の費用に対する補助金の変更は予定しておりません。 

本多議員  分かりました。 

３－２です。令和３年３月をめどに器具の不具合による更新の補助について検討し

ていただくことになっていますが、器具の不具合による修理費の補助金の検討結果を

お伺いします。 

総務課長  現在、設置費用に対する補助金は先ほど申し上げましたとおりございます。ただ、

修繕については対象となっておらないのが実情でございます。ＬＥＤの防犯灯に一斉

更新しまして 10年を迎えております。これまではメーカー保証があったのでメーカー

のほうで直していただいたんですが、この保証も満了となると、期間満了となります。

今後、経年劣化による不点灯などの発生することが見込まれるとともに、落雷とか、

そういった自然災害による故障も出てくると思われますので、現在ある新規設置の補

助金制度を参考に、修繕についても地元負担の軽減となるような制度を検討してまい
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りたいと思います。 

本多議員  検討してもらった結果を報告していただきたかったんですけど、同じ同率にするの

か、設置と。検討結果っていうのはそういうもんだと思うんだけど、これから検討す

るっていうのは何となく通告に反しておると思うんだけど。 

総務課長  意が伝わらなくて大変申し訳ございません。検討すると申し上げましたが、修繕に

ついても、先ほど言ったような新規設置の補助金制度が今ありますので、そちらを参

考にしていくということでございます。ただ、これ、これから、まだ補助金交付要綱

ができておりませんし、予算の関係もこれから編成というところでございますので、

私のほうから来年度からこれをやりますということがなかなか言えない部分もござい

ますので、察していただいて、私としては一生懸命取り組んでまいります。 

本多議員  検討結果って言いましたけれども、とにかく参考にしてもらって、それじゃあ、設

置費用を既存の電柱に修理代３分の２、２万 5,000円以内、そういう数字を聞きたかっ

たんだけど、駄目ですかね。 

副 町 長  今、実施計画の中ではこの話が出ておりまして、総務課長も申しましたように３分

の２で２万 5,000円以内というお話は実施計画の段階でも聞いておりますので、ただ、

町の予算とか、いろいろございますので、実際には予算査定の中で決めてまいりたい

なあというふうに思っております。総務課長の申しますとおり、十分に前の例を参考

にさせていただきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

本多議員  ぜひ、期待しております。 

それでは３－３です。またお金の問題ですけども、管理費用は、自治会の状況調査

を行い、全体像を把握して、補助制度等を総体的に検討することになっています。管

理費用、つまり電気料金の補助の検討結果を具体的にお願いします。 

総務課長  防犯灯でございます。地元申請、地元管理である現状を踏まえますと、電気料金な

どの管理費用につきましては現状どおり地元負担でお願いしたいなあというのが私ど

もの考えでございます。先ほどの御質問でもお答えいたしましたが、設置や修繕の費

用というのは町が一部負担するのが妥当なのかなあというような考えもあります。た

だ、維持管理につきましては地元負担というすみ分けで、ぜひお願いしたいなあと思っ

ております。 

本多議員  仕方がないかもしれないけど、各自治会は、自治会費、それをできるだけ減額して

住民の負担を減らそうとして努力しているわけ。それで、電気代も補助金という形で

出していただけると、金額的には大きな金額にならないの。気持ちの問題なの。そこ

ら辺をぜひ酌んでいただいて、自治会の負担ができるだけ削減されるように検討して

ほしいと思いますので、よろしくお願いします。 

それでは、４番「第三者承継マッチング事業について」。全員協議会の説明で事業内

容は大筋で分かり、よいことだと考えております。町が仲介役となることは分かりま

す。地域おこし協力隊を採用して後継者に育てる単純な発想ですが、この発想を別に

悪く言っているわけではありません。単純な発想でマッチング事業を考えたことは評

価できます。しかし、採用に当たっては課題があると考えますので、採用条件など具
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体的な説明をお伺いします。 

それでは４－１です。地域おこし協力隊は、当初からその後継者の候補として採用

するのかお伺いします。 

町  長  町内で後継者のいない事業者が技術やそのノウハウ、お客様などを継承しないまま

廃業するのは、実にもったいないというふうに思っております。事業継承について町

でできる方法を考え、取り組んでいくという事業でございます。まずは、地元の人が

合意の中で事業承継できれば、町内のことも分かっていますし、それがいいかなとい

うふうに思っていますけれども、地域おこし協力隊は事業承継の後継候補者を見つけ

る方法の１つとして考えております。詳細につきましては担当課長から説明いたしま

す。 

産業振興課長  第三者承継マッチング事業の仕組みについて御説明をさせていただきます。町内で

後継候補者のいない事業者の方で、事業の引継ぎをお考えの方でしたり廃業をお考え

の方につきまして、まず募集をさせていただいております。一方で、起業をお考えの

方や事業の経営をお考えの方を募集しているところでございます。地域おこし協力隊

につきましては、その募集の１つとして考えております。町は、この両者を引き合わ

せましてマッチングのお手伝いをするといったようなことでございます。御質問にあ

りますとおり、最初から特定の事業者の後継者という形での採用は考えておりません。

マッチング期間を設けまして事業承継先を決定していくことを考えているところで

ございます。 

本多議員  そうすると、後継者候補として地域おこし協力隊員を採用するときに、その人の後

継者として採用するわけではないっていうことですか。 

産業振興課長  今、事業を引き継ぎたいというふうな方たちも募集をしております。協力隊を募集

するときには、そういった方たちの情報もある程度公開しながら募集をかけまして、

ある程度、起業したいとか、事業をやりたいという方も御希望があるかと思いますの

で、そういった利用主さんがいらっしゃれば、そういったところもそういった参考に

なろうかと思いますので、そういった情報も含めながら募集をかけていきたいという

ふうに考えているところでございます。 

本多議員  そうすれば、そのときに後継者として適正だと思う地域協力隊の人がいた場合、そ

こに、後継者にする企業の者を面接とかに、採用するときに立ち会わせるのかどうか。 

産業振興課長  現状、考えていますのは、そこまでは考えておりませんけれども、意欲とか、そう

いったものを見ながら採用させていただきたいというふうには思っておりますが、協

力隊は３年間の任期がございますけれども、３年間かけてマッチングしていくという

ことではなくて、１年～１年半くらいの期間の中でマッチング期間を考えておりまし

て、その中で町のことを知っていただいたり、自分のことを売り込んでもらったりで

すとか、経営のことを勉強してもらったりですとか、そういったこともしながらマッ

チング先を、事業の承継先を決めていただきたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

本多議員  そうすると、この４－２の質問の研修期間中、３年間に幾つかの事業者を回り選択
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できるようにするのかとの中に入るわけ？ 

産業振興課長  例えば飲食店さんをやりたいという御希望の協力隊なり事業をやりたいといった方

がいらした場合には、例えば引き継ぎたいといった事業者の方が、飲食店の方が何件

かあれば、そこを中心に回っていただくと、それでマッチング先を決めていきたいと

いったような形で考えております。その期間を１年～１年半くらいの間で決めていき

たいというふうに考えております。 

本多議員  そうすると、その回っている間に、面接のときに立ち会うようなもんで、見てもら

うと、お互いに。それで、人間関係だから、そういうことでいいわけですね。いいわ

けですね。 

産業振興課長  その１年～１年半の間に事業主さんとお会いしていただいて面接していただいたり、

事業承継に当たっては、財産とか、いろんな形のいろんな問題も課題もあろうかと思

いますが、そういったところも詰めてまいりたいといったところで考えております。 

本多議員  分かりました。そうすると、４－２はもうなくなったから、今聞きましたので。そ

れで、マッチング事業は、ただマッチングさせればいいという問題ではないと思うん

ですよ。町の責任が問われることもあり得ると考えておりますので、通常の地域おこ

し協力隊の採用とは違って、できるだけ慎重に、いつも慎重に採用していただいてい

ると思うんだけれども、くれぐれも慎重に採用してもらって、後継者となる人を選ん

でもらいたいと思いますので、よろしくお願いします。 

５です。「柏木運動場周辺の整備構想について」。28年の３月、29年の 12月、30年

の９月、元年６月と、今回で５回目の質問になります。一向に進展しないので質問し

ます。28年には、町長は順次整備が必要なことは認識している、教育長は整備計画を

作成していきたい。29年には、教育長は町全体の中で考えさせていただく、まだ研究

の段階にとどまっている。30年、町長は将来的な柏木運動場周辺整備を見据えながら

総合的に道路計画を検討していく。元年６月の質問については、ちょっと内容を言い

ます。周辺整備構想は５年が経過し具体的な提案も出てきた、大筋の方向性を出しで

きるところから着手すべきではなかったのか、道路整備とグラウンドの拡張は急務で

あるという私の質問に、町長は、飯島ＦＣの熱意あふれる細部にわたった提案だ、よ

い提案だからということでプライオリティー――優先順位ですね、が一番に躍り出る

ことはないと答えていました。進まない答弁が続いています。防災拠点になっている

Ｂ＆Ｇ体育館、柏木運動場に大型車両が侵入できる道路の柏木北線の延長など、柏木

運動場周辺の整備構想の進捗状況は一体どうなっているのかお伺いします。 

副 町 長  もう５年ですかね、質問をいただいておるようでございます。飯島ＦＣさんからも

御提案をいただいたり、お話合いをさせていただいたり、整備構想は十分に承知をし

ております。昨年度、飯島ＦＣの皆さんとともに、私の前の唐澤副町長の段階から県

内の人工サッカー場の視察ですとか、懇談をするのを重ねてまいりまして、整備する

内容、規模、その他の財源や助成金についても検討を始めたところでございます。そ

の一方で、2027年に長野県で開催される国民体育大会のホッケー会場に、主の会場で

ございますが、駒ヶ根市がなるように一応今のところ候補に挙がっております。その
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サブ会場として協力を要請されておりまして、そのことも含めて協議をしたいという

ふうに思っております。本年の２月でございますけども、飯島ＦＣさんと私ども理事

者、企画政策課、教育委員会の会議の中で、長野国体のホッケー競技のサブ会場とな

ることが考えられるということで、国体の終了した後にサッカー場として整備したら

どうかということに、その点を目標にやってはどうかなということで合意をしてきて

おります。で、長野国体もコロナ禍で１年延びまして 2028年になっております。まだ、

駒ヶ根市さんがホッケー会場にまだ決定をしておりませんけども、当町は、それが決

まればサブ会場としてのことを担っていかなければならないというふうになっており

ますので、県の協力をいただきながら、その整備をしたいと思います。国体終了後は、

当町はホッケー人口いないもんですから、多くの町民の方が利用していただけるには

サッカーを中心とした多目的な競技ができるように、そのグラウンドを整備していき

たいというふうに考えております。なお、道路整備、先ほど言われましたように、そ

れも伴ってくるかなあということでございますけども、その整備構想は、その段階段

階でまた検討を加えていかないと、お金もかかることでございますし、プライオリ

ティー、優先順位は一番ではないということで、喫緊の課題もまだいっぱいあるわけ

でございますので、道路整備につきましても整備構想に合わせて検討してまいるとい

うことが現段階で言えることでございます。よろしくお願いいたします。 

本多議員  分かりました。一応ホッケーのサブグラウンドになることが一番いいと思うんです

けれども、いずれにしてもグラウンド拡張は絶対必要なんですよ。ですから、まず大

型車両が入る道路とグラウンドの拡張だけは、用地、先に用地だけでも取得しておく

べきだと思うんですよね。だから、ぜひ、そこら辺を、計画はいいけれども、用地を

先に取得してホッケーのサブグラウンドを迎えるというのが適正かなあと思うんです

けど、どうです？ 

副 町 長  グラウンドの飯島ＦＣさんの使用状況、それから正式なサッカーの試合ですとか、

そういうことになりますと、当然、用地拡張が必要だというふうに聞いております。

その辺につきましても、飯島ＦＣさん御心配されていろいろ周りの方にお話をされて

おるようなことも聞いておりますので、その辺を踏まえまして、国体のホッケー会場

のサブ会場の計画と併せまして計画を検討していく中でやっていきたいというふうに

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

本多議員  分かりました。周りの地主が、グラウンドの周りの人たちの地主がよそに離さない

ように町で確保しておいてもらうと、ぜひ、次の仕事が進むと思うんで、よろしくお

願いします。 

６番です。「リニア残土利用について」。平成30年３月の質問でリニア残土を利用し

て総合グラウンドの建設を提案しましたけれども、却下されたことがあります。伊那

市では、工場団地の拡張に残土を受け入れします。報道によると、ＪＲが残土を造成

地まで運搬するとともに、区画造成や雨排水工事にかかる費用についても残土受入れ

の負担としてＪＲが負担すると、環境基準に適合した土砂だけが運び出されると、非

常に有利な条件だと思います。有効利用が考えられますけれども、町から積極的に模
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索することは、場所ですね、はないかお伺いします。 

建設水道課長  それでは、お答えいたします。まず県内で行われているリニア中央新幹線の建設工

事でありますけども、2016 年の 11 月、平成 28 年の 11 月からですけども、下伊那郡

の大鹿村で行われております。そこで発生する土砂でありますけども、約300万立法

メートルということでありますので、１ヘクタールのグラウンド、100 メートル 100

メートルのグラウンドの300枚分くらいですかね、が出ます。先ほど本多議員からも

お話がありましたけども、新聞報道等でも、ほかの市町村でも発生土の活用につきま

して検討が始まっているところでございます。これだけの発生土が出る機会でござい

ますので、当町でも有効利用できる場所を今模索中でございます。また、地域の皆様

からの御意見も御提案もお待ちしておりますので、そういうものが出ましたら積極的

に支援してまいりたいと思っております。 

本多議員  リニア残土の有効活用をしてもらうっていうことを要望して、これで質問を終わり

ます。 

 

議  長  ここで昼食のため休憩といたします。再開時刻は午後１時 30分といたします。休憩。 

 

休  憩  午前１１時４６分 

再  開  午後 １時３０分 

 

議  長  会議を再開します。休憩前に引き続き一般質問を行います。 

１番 滝本登喜子議員。 

１番 

滝本議員  それでは、通告に従いまして、今回３点お伺いいたします。 

まず１でございます。コロナ禍で中止などとなった各種会議やイベントなどは、今

後、新しい生活様式でどのような取組を行うのか。また、この中で見えた課題への取

組をお聞きいたします。 

１－①です。今年度、４月の桜まつり、千人塚祭りに始まり、年６回ほど開かれて

いたこすも市、８月の「はないち」、子どもたちの参加も多くにぎわったフェスティバ

ルｉｎ与田切、姉妹都市との交流や物産も販売された産業まつり、26年続いた秋桜ま

つりなど、地域活性化を軸に開催していたイベント、また地域の人々の交流や伝統文

化、スポーツなど、まちの駅や公民館事業のイベントなども多くのものが中止となり、

出店していた多くの団体、グループも、経済的にも痛手を受け、人々の楽しみも減る

状況となりました。現在もコロナの感染は続いており、経済のことも、日常生活のこ

とも併せて考えなくてはいけない今後、これらの祭り、イベントは、新しい生活様式

の中でどのように取り組むかということをお聞きいたします。感染症対策として、他

人との距離を置き、対面での会話も控えることも求められています。外へ出る機会も

減り、特に高齢者などの行動も自粛気味でストレスとなり、ボランティアをすること

やペットと触れ合う、人と一緒に食事をするなど、うれしい、楽しい、気持ちいいと
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感じることが脳によい刺激を与えると言われています。精神の安定のためにも脳の神

経伝達物質のオキシトシンという幸せホルモンの分泌を促すことが心の健康につなが

るということです。人々との交流などはこれからも必要で、安心して生活の中に潤い

をもたらすものであると思います。これらに対しての今後の対応の考えをお聞かせく

ださい。 

町  長  お答えいたします。今年は、春の桜まつりに始まり、様々なイベントがコロナウイ

ルスの影響で中止となり、関係される皆さんの影響も大きいと感じております。この

ような状況の中、町の皆さん方に御協力いただき、感染対策を講じたイベントとして

６月にドライブスルー販売を実施いたしました。準備期間が短い中、商工会青年部、

こすも市実行委員会を中心に９団体が出店、17 商品を販売いたしました。実施に先

立っては、大変熱心に意見交換いただき、大きな混乱もなく多くの皆さんに楽しんで

いただけたことは、コロナ禍のイベントスタイルとして大きな自信となったところで

ございます。また、11月にはＪＡ飯島支所の皆様を中心に、さらに大きなドライブス

ルー販売イベントが開催され、飯島町における新たな生活様式を取り入れたイベント

として確立できたと感じております。イベントの開催は、関係する事業者や生産者だ

けでなく、町民の皆様の活力と地域活性化にもつながってまいります。コロナ禍の中、

全てのイベントと中止するのではなく、感染状況を見ながら３密を避けた開催方法を

取り入れていきたいと考えております。 

滝本議員  先立ってドライブスルーの件の答えをいただいたようで、ありがとうございました。

けれども、そのほかのイベントのことについてお聞きしたいと思います。 

地域創造課長  滝本議員さんからは、桜まつり以下たくさんのイベントを挙げていただきまして、

今年度できなかった事業について御紹介をいただきました。当然、感染状況を見なが

ら、できるものはできるように、それから新しい取組も考えてくださっている皆さん

がありますので、そうした皆さんと知恵を出し合ってできればいいというふうに思っ

ております。 

滝本議員  次の②に関係することで町長が先ほどお答えいただいたこともあるんですけれども、

お聞きのとおり２回、ドライブスルーが開かれまして、また今月末にも予定されてお

りますね。私もドライブスルーはおおむね好評だと感じております。しかし、買いた

くても車を運転できない人の対応として、今回の予定の中で歩いて買物できる取組も

企画されてはおりますが、長く歩くのが困難な人、重い物は持てない高齢者など、来

たくても来られない買物難民への取組などをどう考えるかをお聞きいたします。②の

質問となります。チラシに掲載されたお得で珍しい商品は興味をそそられます。予約

制で行うなら、現地へ行けない人たちに各自治会公会所などへ配送し分配する方法も

あるのではないかと考えました。事前の準備などは工夫する必要があると思いますが、

スタッフは、私がドライブスルーの現場で見たとき、対応する人数はボランティアも

含めれば配置できるのではないかと思いました。これをきっかけにもっとよいアイデ

アが生まれ、密集を避け、身近な地域で小さい単位での活動につながると想像するこ

とができます。生活に欠かせない買物、高齢者の支援としても今後の取組をどう考え
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ますか。お聞きいたします。 

地域創造課長  コロナウイルスの終息が見込めない中、年末年始の買物需要を見込みまして、緊急

対策として販売しております飯島町くらし復興券の利用促進と町内特産品の販売促

進を目的に、今月27日に、今御紹介ありましたけれども、町の主催のドライブスルー

マーケット第２弾を開催いたします。また、お車をお持ちでない皆様にもイベントに

参加いただけるように、今回はドライブスルー販売の翌日、28日でございますけれど

も、役場を会場としまして歩いて来てねマーケットというものを開催することといた

しております。事前予約いただいた商品を役場の特設会場で歩いて購入いただくイベ

ントでございます。役場にはいいちゃんバスの停留所もございますので、ぜひ公共交

通機関を御利用いただきながらイベントへ参加をいただきたいと思います。また、買

物支援といたしましては、道の駅の移動販売車でございますとか、Ａコープ飯島店に

配置をいたしました協力隊による事業、商店によっては配達を行っているお店もあり

ますので、各自治会の集会施設への配送につきましては、今のところ考えてございま

せん。 

滝本議員  確かに、おっしゃるとおり購買車とか買物支援であると思うんですけれども、やっ

ぱしイベントでそういうことを企画するということになりますと、楽しみっていうか、

そういう中で特別に扱う品物などもあると思うので、それを楽しみにしたいっていう

方もいると思うんですよね。ですから、日常ではなく、そういうイベントのときの工

夫の１つとして、予約制ですので自治会の公会所などへ配送していただければという

ことなんですけれども、そこら辺、どうお考えでしょうか。 

地域創造課長  今おっしゃったようなお楽しみということもあると思います。そうしたものも含め

て、これからどんな提供をいただけるのか、皆さんと一緒に考えていく必要があるか

なというふうに思います。 

滝本議員  ぜひ、職員や関係者の皆さんの工夫で楽しいイベントが開催できるように期待をい

たします。関連ですが、５月より始まりました協力隊が関わる、先ほどのお話にもあ

りました買物支援の状況と課題をお聞きしたいと思います。 

健康福祉課長  町の事業といたしまして、今年度からの新たな事業として地域おこし協力隊による

高齢者等買物支援対策事業を行っております。この事業は、Ａコープ飯島店を拠点と

して高齢者等の買物支援を行うための事業でございます。現在は、介護予防教室の場

や民生児童委員協議会、介護支援専門員の会議などにおいて周知を行い、徐々に利用

につながっている、そんな状況でございます。今後、本当に支援の必要な方に利用を

していただくためにどのように事業展開をしていくか、今後とも研究をしてまいりた

いと思っているところでございます。 

滝本議員  買物支援の状況をお聞きいたしました。 

では、次の③でございます。県内外、コロナ感染区域への往来など、自粛や制限な

どがされております。町でも友好都市関係との交流もほとんど中止されました。斑鳩

町のイベントや交流会、鳥羽市との物販販売などや出雲町との相互の交流事業など、

今後はどう対応するのか。まだまだコロナの終息は見えませんが、今まで培ってきた
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それぞれの市や町との絆を途絶えさせることはできないと思います。現地に行かなく

てもお互いの様子や会話もできるオンライン、Ｚｏｏｍなどという方法もありまして、

その方法を提案いたしますが、どうお考えですか。議会でも住民懇談会を１月に各公

民館とつなげてＺｏｏｍで行う予定であります。また、町内各種団体とのＺｏｏｍ会

議のことですけれども、各種組織との会議も取りやめや文書での対応となりました。

十分議論がなされたのか、不足感があります。これからのことを考えると、この方法

を始めることを積極的に考えることを提案いたします。どうでしょうか。 

地域創造課長  新型コロナウイルスの感染者が増えている中、今はまだそれぞれの自治体と交流を

再開するような段階ではございませんけれども、今後、状況を見ながら友好都市等と

の交流を再開していきたいというふうに考えております。また、オンラインによる交

流につきましては、意見交換会等、会議のようなものは実施可能かと思いますけれど

も、これまで交流してきた内容はそればかりでなく、イベントでの物販など、オンラ

インではできにくいものがございます。先方の利用環境の事情等もあると思いますの

で、必要に応じて調整をさせていただきたいというふうに考えております。一方、町

内各種団体の皆様とは、感染防止対策を取った上で、できるだけ対面でお話をさせて

いただきたいところでございますけれども、感染状況によってはオンライン会議の方

法もあり得るものというふうに考えております。町が主催をいたしますオンライン会

議につきましては、総務課のほうで予算等の措置がされております。Ｚｏｏｍ会議で

すと、利用時間の長さによっては有料というふうになるというふうにお聞きをしてお

ります。オンライン会議の開催要望が出されたところで速やかに開催できるよう準備

を進めてまいりたいと存じます。 

滝本議員  準備は少しずつ整いつつあるということでございますが、大体の時期において予測

はございますか。 

総務課長  オンライン会議の準備でございますが、これ、いろいろありまして、１年間無料と

いうのもございます。ですので、今、その整備をした後３か月も何もないというと、

その間が無駄になってしまいますので、要望をいただいてから手続をしてということ

で今考えております。ただ、要望いただいてそんなに時間かからずにできますので、

そのような対応で有効にちょっと考えております。よろしくお願いします。 

滝本議員  時代はそういう時代になっていくかと思いますが、先ほどの姉妹都市とのことです

けれども、準備の段階で相手の意向などはもうお聞きになりましたか。 

地域創造課長  それぞれ所管がございますので、全体のことをこちらで把握しておりませんけれど

も、斑鳩町のほうからは３月にイベントをするというような情報は来ておりますけれ

ども、ちょっと今、情勢が見通せませんので、参加の取りまとめの期限のこともござ

いまして、そちらに参加させていただかないというお返事は申し上げました。これは、

いわゆるオンラインでつないでどうこうというようなものでございませんので、これ

につきましてはオンラインでいたしません。 

滝本議員  そういうことなんでしょうけれども、オンラインのことについて相手のほうには打

診というか、そんなような予定があるというようなことは伝えてあるんでしょうか、
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オンラインで。文書ですか。 

地域創造課長  特別こちらから率先をしてオンラインでどうですかということは申し上げておりま

せん。 

滝本議員  分かりました。 

では、次の質問に参ります。④です。文化館の今後は、新年度はどのように運営す

るのかということでお聞きいたします。現在、施設の予約や管理は会計年度任用職員

２名により行われております。文化館の活用や生涯学習の本部として、職員の配置や

体制整備の取組はどうするのかをお聞きいたします。２名の職員も頑張っております

けれども、業務の内容などを見るに必要な人数ではあると思いますし、管理などだけ

の時間でよいのでしょうか。生涯学習の施設でもあるので、施設や人材を生かし、文

化館事業の活性化のためにも町職員の常駐を要望したいと思います。講座のあるたび

に正職員が今出向いている状況だと思います。生涯学習は、現場の声をじかに早く聞

くことができ、対応もスムーズに行われるのではないかということですので、今後の

考えをお聞きいたします。 

教 育 長  文化館の管理運営についてのお尋ねでありますけれども、次年度も含めて当面は教

育委員会が直営で行っていくと、そういう方向で考えております。現状は今御指摘が

ありましたとおり会計年度職員２名が常駐して文化館の管理、来館者の対応、予約な

どの事務を行っておりますが、イベントのときなどは生涯学習係の職員が出向いて対

応しています。この秋につきましては、いつもの年なら２日間で行う文化祭の展示を、

感染症対策もあり、密を避けるために２か月にわたって実施を継続しております。土

日も含めて、かなりの頻度で職員が文化館に出向いて一緒にやっております。来年度

についても今年度と同様なやり方を考えておりますし、建物は違いますが、お隣です

ので、引き続き機動力を発揮していきたいというふうに思っています。職員の常駐を

ということがありましたけれども、施設の面で、教育委員会、あるいは生涯学習の一

部が分かれているっていうのもなかなか連携が取りづらいということもありますので、

そういった施設面のことも含めながら、少し長期的になるかもしれないですけれども、

考えをまとめていきたいというふうに思っています。ただ、文化館のイベントとか町

民の文化活動の支援というようなお話もありましたが、コーディネーターと、そうい

う役割を持った人を配置できるかどうかということも含めて、今後は検討していきた

いというふうに思っております。 

滝本議員  直営ということで、まだ来年もということなんですけれども、今講座なんかに職員

が出向いているという話を聞きましたけれども、そういう状況で今後続けていくこと

はよろしいんでしょうか。――よろしいのというか、心配な面もあるんですが、どう

でしょうか。 

教 育 長  現在の状況、いわゆるウイズコロナというときにどの程度まで取り組めるかという

のは、我々も非常に不安なところはあります。いわゆるアフターコロナと言われるよ

うになって、元とまではいかなくても、元に近い状況になったときに文化館をいかに

活性化できるかというのは、先ほどのコーディネーター的な役割を持った人が配置で
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きるかどうかということ、あるいは文化館の役割を今後どうしていくかっていうこと

をより検討していかなければいけないというふうに思っていますが、今は感染対策を

しながら、この二月ある文化祭も生涯学習の職員も一緒に行って展示のところにいた

り受付をしたりということをやってくれておりますので、感染対策を十分したという

前提であれば現状は維持できるんではないかというふうに思っています。 

滝本議員  分かりました。 

では、次の質問に参ります。防災の面では、消防団の訓練や講習会がほとんど中止

となったようでございます。技術や訓練などが十分に行われないことの問題があるの

ではないかと推測するのですけれども、近隣市町村での状況も踏まえて、町はどのよ

うに対応したかということが１点。それから、日赤奉仕団活動の一部である救護技術

大会は年に１度開催されますが、今年は中止で、どうであったかということをお聞き

したいと思います。専門的技術の伝承が行われなければ町の防災に不安を覚えますが、

見直しなどを行い、今後にどうつなげるかという点でお聞きいたします。 

総務課長  消防団活動にも新型コロナウイルス感染症の影響は当然出ております。春季訓練、

水防訓練、それからポンプ操法大会から救護の関係の大会、それぞれ中止になってお

ります。ただ、秋季訓練につきましては感染症対策を講じた上で規模を縮小して実施

したところでございます。こうした状況下ではございますが、各分団で機関点検や水

出し訓練、それから予防消防活動をはじめ新入団員に対する基本的動作の個別指導な

ど、感染症の対策を講じ、工夫しながら実施しております。今後もこうした状況が続

きますけれども、コロナ禍にあっても有事の際に機能する消防団であるため、基本的

には感染症対策を徹底して各種訓練等を実施してまいりたいと思っております。 

滝本議員  消防団員の皆さんには大変御苦労いただいている、そういう小さなことでも参加を

していただいて、技術の訓練、向上、また防災の面で御活躍いただければと思います。 

では２の質問です。「一般質問のその後の状況と対策は。」ということでお聞きいた

します。 

２－① 30年９月に質問いたしました身近な河川などの災害、被害の現況調査デー

タを自治会などへ情報提供は行われたかという質問でございました。今年は、災害、

被害は少なかったのですが、注意をしたい身近な河川の状態など、過去の災害を基に

ハザードマップに掲載はされていますが、この区域や区域外で起きた災害など、最近

の状況と情報提供はどうであったかということ。また、これらの被害の改修などの実

施状況はということでお聞きいたします。そして、今年、国交省の中小河川の浸水区

域の手引書が策定されたということでございますので、町ではどう対応するのか、こ

のことについてお聞きいたします。 

町  長  過去の被害の教訓や新たに得られる危険箇所の情報などを町民の皆様へ正確にお伝

えすることは、大変重要なことと考えております。国や県の指導や情報提供をいただ

きながら、町としてしっかりと対応していきたいと思っています。詳細につきまして

は担当課長より説明いたします。 

総務課長  まず身近な河川などの災害、被害の現況データの情報提供ということでございます
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が、町では、ハザードマップや地域防災計画に反映しまして、住民の皆様に見える化

してお示ししてきておるところでございます。最新データは令和３年度に改定を予定

しております町の総合ハザードマップ、これに反映させて、変更箇所や追加箇所はよ

り分かりやすく、広く町民の皆様にお知らせしてまいりたいと考えております。また、

必要に応じて、関係する区、自治会に対しましても、別途、情報提供や説明が必要で

あればしてまいらなければいけないと考えております。次に、国交省の中小河川の浸

水区域の手引書、これについてでございますが、今年の６月に策定されたことを承知

しております。県では、まず与田切川をはじめとする６河川を指定しておりまして、

今後、長野県において浸水想定区域図が策定されますので、町も連携共有をしてまい

りたいと思います。最後に、被害のあった河川等の改修などの状況について、直近で

はオンボロ沢の崩落がありましたけれども、現在、国において砂防堰堤の改修や土砂

のしゅんせつを実施しているほか、昨年度は町内中心部を縦断する唐沢川について災

害が発生する前に危険箇所の改修を行うなど対応してきておりますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

滝本議員  身近な河川の災害っていうところに対しては早急な手当ということが必要だと思い

ますので、予算が伴うこともありますけれども、早急な処置をお願いしたいと思いま

す。 

では、②の質問に入ります。31年３月の質問でございます。伊南ＤＭＯで道の駅に

外国人向けの案内所、外国語表記の取組を統一するとの考えがあるということだった

のですけれども、その後はどう対応したかということでございます。そして、関連で、

伊南ＤＭＯの状況と今後の取組はということでお聞きしたいと思います。先月、みな

こい びすとろウォーキングが駒ヶ根市で行われました。今年度、飯島町でＤＭＯ事

業を開催する予定であったと思いますが、この事業はどうしたかということで、以上、

お聞きいたします。 

地域創造課長  初めに、みなこい びすとろウォーキングにつきましてですが、こちらは、伊南Ｄ

ＭＯということではなくて、駒ヶ根市の市民の有志の皆さんが実施をされたものだと

いうふうにお聞きをしております。それから、伊南ＤＭＯにつきましては、昨年度ま

で法人設立に向けた様々な会議を重ねてきておりますけれども、コロナウイルスの影

響を受けている法人が多く、今年は会議の開催が大変困難な状況となっておりまして、

また母体となる駒ヶ根市観光協会が自主事業の収入の減少や案内所の休業等により

人員体制の見直しを行ったという状況がありまして、設立計画に沿った事業と予算執

行が困難な状況でもございます。ということで、ＯＮＳＥＮ・ガストロノミーという

ものを飯島町で実施するような計画がございましたけれども、こちらのほうもできて

おりません。このような中で、伊南ＤＭＯの設立準備会において設立スケジュールの

見直しも決まっております。今年計画をしておりましたイベントもほとんどが中止と

なっておりまして、一部見直しをして実施をされているものもあるかと思いますけれ

ども、法人設立につきましては民間主導で進めてきているところでございますけれど

も、コロナウイルスの終息が見込めない中では設立できない状況というふうに承知を
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いたしております。それから、外国人向けの案内所、外国語表記につきましては、こ

ちらは上伊那のＤＭＯとして設立をいたしました一般社団法人長野伊那谷観光局の

来年度の取組の中でインバウンドに向けた広域周遊観光の促進のための環境整備と

して多言語対応の改善等を考えているということをお聞きしております。その一環と

して、今後、看板や印刷物への外国語表記が上伊那統一で検討されるというふうに考

えております。 

滝本議員  検討ということですので、本当に検討で、進んでいるんですかね。はっきりしたあ

れはありますか。 

地域創造課長  はっきりしたものは、まだ情報を頂いておりません。あくまでも来年度の事業計画

の中にそのようなものがございますので、検討をされて、それから、予算措置をどう

するかというようなことはその後のことというふうに承知をいたしております。 

滝本議員  分かりました。 

では、次の３の質問に参ります。「無料バス運行の状況と対策・課題は」ということ

でございますが、午前中に２人の社会文教委員からの質問、提案があり、幾つか改善

がされたということです。私も初めていいちゃんバスの無料体験をしましたので、感

想、意見を述べたいと思います。体験ですが、病院線にて病院へ行こうとして商工会

前で乗車したところ、飯島駅行きのバスであった。待っていたところには案内看板が

道の片側にしかなく、分かりづらかったということでしたが、このように間違えた人

はいなかったかと感じたところでございますけれども、失敗談でございますけれども、

詳しく申しますと、一番近い商工会前の停留所で乗ろうということで、停留所の看板

がある反対側の商工会前で待っていましたところ、バスが来ましたので乗りました。

乗ったバスは飯島駅が終点で、通常だと運賃が 200円かかるということでございまし

た。病院まで行きたいのでそのまま乗っていくと、乗車 200円の運賃となります。そ

して、また帰りのバスに乗る、飯島駅のバスに乗りますと 200円かかりまして、合計

600円ということになると思います、計算が合っていれば。200円余計にかかるという

ことですね。考えてみますと、停留所の看板には行き帰りの時間は表示してありまし

たが、行きの乗車場所に配置されており、帰りの場所には看板はありません。分かり

づらいことであったし、駅が発着で、コースは切れ間がなく、一巡りするバスの運行

では行きも帰りも関係なく、どこで乗っても降りても統一の運賃で乗車できるような

改正を提案するところでございますが、いかがでしょうか。 

総務課長  まず目的地と反対方向のバスに乗ってしまったといった事例ですが、バスの運転手

に確認したところ、ちょっと確認ができなかったということでございます。案内看板

が道の片方にしかなかったということでございます。バス停の案内看板を設置するた

めには、見通しがよく安全性が確保できる等の基準がありまして、運輸局の許可が必

要となっております。そのため全てのバス停を道の両側に設置するというのは、ちょっ

と飯島町の道路事情等で大変厳しい面もございます。ただし、誤って乗車されると利

用者さんのその後の予定も大変大幅にくるってしまうというふうなこともありますの

で、そのようなことのないよう、運転手さんにもちょっと注意をしてもらいながら、
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お客さんとのコミュニケーションを図りながら対応してまいりたいというふうに思っ

ております。それから、先ほどの料金の話ですけれども、どこまで乗っても 200円、

駅前から福岡のほうで降りても 200円、病院まで行っても 200円、駅前で乗ってケア

センターまで行っても 200円ということで、これは、ある意味、逆にどこまで行って

も 200円ということでございますので、この件については、このまま当面やっていっ

たらどうかなというふうに思っております。 

滝本議員  私も大分歳になりましたけれども、もっと高齢の方たちが乗るにしてはちょっと都

合が悪いかなあということも考えました。見通しがいいところっていっても、商工会

前は見通しがいいところだと思うんですけれども、予算的にも町のほうでは看板は設

置できないということでしょうか。 

総務課長  ピンポイントでは、商工会前につきましては、東から西のほうへ行くところは、左

側になりますけれども、若干止まってもいいようなスペースがあるんですが、逆に西

のほうから駅のほうに向かっていく部分については、まるっきり路上ということでご

ざいます。そこへ停車するという安全性があそこは確保、ちょっとできないので、今

考えているのは、商工会の反対側の南側、そちらのほうで止まるような形を考えてお

ります。 

滝本議員  予算のことについてはどうお考えですか。看板を作るっていうことはできないんで

すよね。安全が確保されたところについてはどうお考えですか。 

総務課長  先ほど申しましたとおり、予算ということではなくて、運輸局の許可、基準がござ

います。そこに合致するところがあれば利便性の向上でやっていきたいと思いますが、

現在のところ、新たにそういった基準を満たすところ、両側に置くとかいうことは

ちょっと考えておりません。 

滝本議員  分かりました。それでは最後ですが、さきの２議員の提案とともに、運行がスムー

ズに、利用者が気持ちよく便利に気軽に利用できるように、高齢社会の支援として改

良を図ることを要望いたして、質問を終わりといたします。 

 

議  長  ５番 橋場みどり議員。 

５番 

橋場議員  それでは、通告に従い質問いたします。今回は「フレイル予防について」の質問を

いたします。６月の一般質問で同僚議員から、外出自粛措置が続いたことにより高齢

者のフレイルに影響が大きいが対応はとの質問がありました。この質問のように、コ

ロナ禍の中では、毎日、テレビをつければコロナ、新聞を開けばコロナと、コロナ、

コロナで心のフレイルも大変心配されるところです。最近フレイルという文字がよう

やく見られるようになりましたが、このフレイルという言葉を御存じでしょうか。あ

まり聞き慣れておりません。フレイルは虚弱という意味で、健康な状態と要介護の間

に位置しています。健康な状態から直接要介護に行くこともありますが、高齢者の場

合、必ずフレイルを経て徐々に要介護になると言われています。高齢者人口はこれか

らも増加し、2025 年には団塊の世代が 75 歳を迎えることにより 2,180 万人に達し、
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2042 年にピークを迎えると推計されています。当町の高齢者世帯数を今年度３月末で

見ましても、65 歳以上のみの世帯は 1,047 世帯で昨年より 75 世帯の増、独り暮らし

の世帯が昨年は 485 世帯で昨年よりも 22 世帯の増、75 歳以上のみの世帯が 505 世帯

で 32世帯の増、独り暮らしの世帯が 325世帯で 31世帯の増と増えてきています。老

いて衰えながら生きるのではなく、大半を健康で若々しく自分らしく生きる歳月を長

くすることだと思います。厚生労働省は、今年度にフレイル健診を導入するとしまし

た。医療費の増大、介護保険料の増大を考えますと、健康寿命を延ばすための施策、

フレイル予防が必要と考えます。 

そこで、１－１、フレイルとはどういうことなのかお聞きいたします。 

町  長  フレイルの定義について問われております。ただいま橋場議員がある程度のしっか

りとした分かりやすい定義をおっしゃられましたけども、町として知っておるのかと、

こういう御質問かと思いますので、重なる部分があると思いますけども、お答え申し

上げます。フレイル予防についてのフレイルとは、健康な状態から要介護状態へ移行

する中間の段階と言われて、加齢に伴い生じやすい衰え全般を指しており、健康寿命

を延ばすためにフレイルへの対策が重要視されております。最近の考え方だと思って

おります。加齢に伴う身体的な機能の低下や複数の慢性疾病に加え、認知機能の低下

等、多様な課題や不安を抱えている高齢者も多く、介護予防やフレイル予防、疾病の

重症化予防等の効果的な実施はますます重要になってくると思います。詳細につきま

しては担当課長より説明いたします。 

健康福祉課長  フレイルの定義についてでございますが、高齢者に特有の健康障害であるフレイル

は、超高齢社会の中、健康寿命を延ばすために注目されている言葉の１つでございま

す。加齢に伴う予備能力低下のためストレスに対する回復力が低下した状態を表すフ

レイルティー、虚弱の日本語訳として日本老年医学会が提唱した用語でございます。

要介護状態に至る前段階として位置づけられておりまして、身体的脆弱性のみならず、

精神・心理的脆弱性や社会的脆弱性などの多面的な問題を抱えやすく、自立障害や死

亡を含む健康障害を招きやすいハイリスク状態を意味するものと認識しております。 

橋場議員  定義を説明していただきました。 

それでは１－２の質問ですが、町は、フレイル予防、今の定義をどう認識しまして

保健事業に位置づけているのかを伺います。 

健康福祉課長  町でのフレイル予防についての認識と保健事業への位置づけでございますけれども、

町では、かねてから 65 歳以上の方を対象に昭和伊南総合病院等々と連携をいたして

介護予防事業に取り組んでいる状況でございます。30年度からは、長野県の後期高齢

者医療広域連合の保健事業におきまして高齢者の低栄養・重症化予防等の事業を実施

し、フレイル予防に先進的に取り組んでまいっておる状況でございます。さらに、今

年度からは、医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康保険法等の一部

改正の施行に伴いまして飯島町高齢者の保険事業と介護予防の一体的実施に関する

基本的な方針を定めて、その中で後期高齢者のフレイル予防は要介護状態への移行を

予防するために重点的に取り組むこととして位置づけを行っているところでござい
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ます。 

橋場議員  要介護に向けての重点的な取組を行っているということです。 

それでは１－３の質問に移りますが、フレイルと並びサルコペニアと聞き慣れない

言葉もありますが、これはどのようなことなんでしょうか。お聞きします。 

健康福祉課長  サルコペニアについてでございますが、こちらは高齢期に見られる骨格筋量の減少

と筋力もしくは歩行速度などの身体機能低下により定義をされるものでございます。

特に高齢者の身体機能障害や転倒リスクの因子になり得るとされておりまして、寝た

きりや転倒、骨折などのリスクが増える状態のことになります。このサルコペニア、

筋力の低下なんですが、こちらはフレイル、虚弱状態につながってくるなど、この２

つの状況は互いに関連し合っているというように言われているところでございます。 

橋場議員  これらはどういうふうな取組をされているのでしょうか。１－４に続くんですけれ

ども、平成 30年度の介護予防に関する講座、自治会でのいちいの会などの講座なんで

すけれども、それで 30年度のときにはロコモとフレイル予防ということで１回行われ

ておりました。そのときの講座は、フレイルについてはそれ１件だと思ったんですが、

そのときは 603人の参加でありました。31年度には出張健幸教室で、やはりいちいの

会などのところでフレイル予防の講座が多く行われておりまして、40件で 741人の参

加という人数がございました。このようにロコモとフレイルとか、例えばサルコペニ

アとフレイルといったような、そんなような取組での講座、あるいは、そのようなも

のがどういうところでなされているのか、ちょっとお聞きします。 

健康福祉課長  まず当町の現状なんですけれども、やはり要介護認定者のうち 75歳以上の後期高齢

者の割合が９割以上を占めている状態でございます。また、要介護認定者の有病状況

として、約５割は筋骨格系疾患がございます。また、新規申請者の主な原因疾患の約

４割を筋骨格系疾患が占めているという、そういう状況がございます。そのため、町

としては後期高齢者の要介護状態への移行予防を目的とした事業に重点的に取り組

むことといたしております。内容については、保健師や管理栄養士等を中心に低栄養

防止、重症化予防等を行うための訪問相談、適正受診等の促進のための訪問指導など

の高齢者に対する個別的支援と、今質問の内容にもございましたいちいの会などへの

高齢者の集いの場において健康測定やフレイル、口腔についての健康教育、健康相談

を行っているところでございます。また、今後も引き続き充実した事業を推進してま

いりたいと思っているところでございます。 

橋場議員  そうしますと、フレイルがはっきり表れつつある高齢者ですとか、医療をあまり利

用しない元気な高齢者などと段階があるんですが、個人差に応じた対応が重要となる

と思いますけれども、それは先ほど言われたように個人個人の対応ということになっ

ていくんでしょうか。 

健康福祉課長  やはり次の質問にも絡んでくるところがございますけれども、やはりフレイルにな

らないような形の中の取組の中で、健康診断ですとかの結果を基にして個別に指導す

る必要があるときには個別指導に取りかかるような対応をしているところでござい

ます。 
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橋場議員  では、町内の独り暮らしの高齢者に対する具体的な取組っていうのも今のそういう

ような取組になっていくんでしょうか。 

健康福祉課長  そうですね。具体的な取組といたしましては、ちょっと次の質問にも入ってくると

ころもありますけれども、健康診断の結果ですとか、高齢者の集いの場で健康測定を

行っている、そういうような結果、また 75 歳を迎えたときに行う基本チェックリス

トなどによりフレイルリスクの高い人の抽出を行っているような状態でございます。

その方たちについては、訪問を行うなど状態の把握を行い、指導につなげているとこ

ろでございます。 

橋場議員  分かりました。 

次に１－５の質問に行きますが、フレイルにならないような取組、チェックをし、

その結果をどのように役立てているかという質問なんですけれども、フレイルを予防

し脱却するには、３つのポイント、栄養、運動、社会参加が必要と言われております。

今回のように近隣や町内でもコロナの感染者が出て、これがまた増えていくと予想さ

れますと、高齢者の外出に規制がかかるようなことも考えられます。そうしますと、

同僚の質問のようにフレイルを引き起こすリスクがあり、フレイルドミノにつながっ

ていくと思います。どの順番で老いていくのかは人によるかもしれませんが、最初は

社会のつながりや人のつながりのようです。最初の入り口に陥らないようにチェック

が必要だと思いますが、そのチェックの結果、あるいはそれをどのように役立たせて

取り組んでいくのかお聞きしたいと思います。 

健康福祉課長  フレイルにならないようにするためのチェックの体制については、先ほど少し触れ

させていただいたところなんですけれども、やはり社会参加っていう部分においても

フレイル予防につながるところもあろうかと思います。いちいの会ですとか高齢者の

集いの場においての社会参加を促すとともにフレイルの予防につなげているような

ところもありますけれども、そのほかに、介護保険事業においての一般介護予防教室

につきましては、やはりコロナ禍の中においてもできる部分はやっていきたいという

ようなことは、社会参加にもつながるところなのかなあというふうに思っております。

また、集まりの場での健康診断を行ったり、また毎年１回行う健康診断の結果を基に

してチェックをしていくんですけれども、また、さらに国保のデータベースシステム

なども使って抽出を行って、予備軍となるような方、対象の方たちを抽出いたしまし

て、個別には訪問を行って状況の把握を行い、必要な指導を行っている、そんな状況

になっております。 

橋場議員  そのチェックにはどのようなチェックがあるのか、ちょっとお聞きします。 

健康福祉課長  実際に健康測定をして、その場で基本となる表がございますのでチェックを行った

り、または健康診断の結果を見て、やはり保健師等々がそこら辺をチェックしており

ますので、専門的な視点で見てチェックをしているところでございます。 

橋場議員  最近なんですが、高齢者受給者証ですかね、それを受けるために行ったところ、こ

れもフレイルのチェックだと思うんですけれども、何項目かのチェック表を渡されま

した。そのときに、これはフレイルのチェックかなあと思ったわけですが、それに関
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しての一切の説明がないんですね。これは、やっぱり、せっかくそういうところに出

ていっているわけですので、これはどういうためのチェックであるとか、これによっ

てどういう予防をしなければいけないかというような、そういう説明もあってもいい

のではないかなと思ったんですけれども、その辺のお考えはどうでしょうか。時間も

十分ありましたので。 

健康福祉課長  今の御意見、とても参考にさせていただきたいと思います。もちろん、そのような

場でのチェックっていう部分はフレイル予防、健康でい続けていただくためのチェッ

クの１つとなっておりまして、指導に結びついていくものというふうに認識をしてお

りますので、そのやり方について、やはりもう少し浸透していけるようなやり方を再

度また研究してつなげていきたいと思っております。 

橋場議員  そうですね。そのように説明をしていただきたいと思います。そうしないと、せっ

かくのチェック表が、ただ単に、ああ、これはっていうことでやるのと、説明を聞い

た上で自分の体のことに合わせてチェックするというのでは大分違うと思いますので、

その辺の説明をやはりしていただいたほうがいいのかなと思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

次に６の質問です。オーラルフレイルの対策も重要だとされておりますけれども、

その取組についてもお聞きしたいと思います。オーラルフレイルとは、加齢による衰

えの１つで、食べ物をかんだり飲み込んだりする機能の低下や活舌が悪くなるなど、

口に関連する機能が低下していくことです。厚生労働省と日本医師会は、80歳になっ

ても自分の歯を 20本以上残すことを目標とした8020運動を展開しています。高齢者

は食事が楽しみや生きがいの１つであり、食事の準備や買物が日常生活の活動として

サルコペニア予防にもなります。歯を抜けたままにしますと、かみ合わせが悪くなっ

たり、残った歯への負担も大きくなります。かむ力が低下すると、転倒や認知症のリ

スクも高まるそうです。食欲低下に伴い栄養状態も悪くなり、最終的に死亡や入所、

入院につながることになりますので、その対策や取組をお聞きしたいと思います。多

く見かける中には歯が抜けたままになっている方だとか、もう虫歯になっているから

治したほうがいいのになあと思われるような方もいらっしゃるわけで、そういう皆様

に対しての取組はどんなふうになっているのか、お願いします。 

健康福祉課長  オーラルフレイルについてでございますが、今質問の中での説明があったとおり、

口腔機能の衰えで口から食べ物をこぼす、物がうまく飲み込めない、活舌が悪くなる

などといった軽微な衰えを見逃した場合に全身的な機能低下へつながることから、早

期の対応が必要となっているところでございます。町では、以前から自治会の健康教

室などで保健師や歯科衛生士が講座等を実施してまいっております。特に昨年は、県

のオーラルフレイル市町村支援事業に要望をして、長野県歯科衛生士会から派遣され

た歯科衛生士と協力してモデル事業として田切地区の生きがい活動教室において年

４回オーラルフレイル対策事業を実施いたしております。効果といたしましては、口

の湿潤度が改善し、むせや渇きなどの軽減、また口に対する意識の高まりなどが見ら

れているところでございます。それを今年度については町内全５会場の生きがい活動
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教室に広げて事業を実施しているところでございます。 

橋場議員  それで、この健診の結果というのはどういうふうになっているんでしょうか。30年

31年と見ましても、中学生ですとか子どもさんですとか、若い方の健診結果は出てい

るんですが、高齢者の健診結果というのがちょっと見られなかったんですけれども、

高齢者の健診結果については、それだけの情報が集まらないのか、それとも、その結

果をどうしているのか分からないんですが、その辺はどうなっているんでしょうか。

追跡をするとかされているんでしょうか。 

健康福祉課長  担当の係のほうでは、当然、高齢者の方の健診の結果等々の把握に努めているとこ

ろでございますし、その後の指導にもつなげている、これは全てに関わる部分なんで

すけれども、つなげているところでございます。 

橋場議員  しっかりつなげていただいているようです。それから、もう一つなんですが、高齢

者の健康づくりの一環として歯科口腔健診事業があります。私も節目健診で受診をい

たしましたが、そのことなんですけれども、飯島の広報紙にはその受診は無料という

ふうに書かれているんですけれども、これが、私は 500円を支払ってきたわけなんで

すが、この無料というのはどういう意味の無料なんでしょうか。年齢によって違うの

か、収入によっての違いがあるのか、ちょっとこれ、無料と書かれていましたが、私

は無料ではなかったんですが、この辺をちょっとお伺いしたいんですが。 

健康福祉課長  質問で今出されました広報に掲載された部分の無料という部分、ちょっと詳細のほ

うは確認をしてみないとお答えはできないのですけれども、無料の部分と無料ではな

い部分がもしかしたらあるかもしれませんし、年齢によっても無料で受診ができる機

会というものがございますので、またそちらのほうは内容のほうを確認してお返しし

たいと思っております。 

橋場議員  その辺はちょっと誤解も生みますので、きちんとした説明をしていただきたいなと

いうふうに思います。 

では次、１－７の質問に移ります。フレイルにはサポーターも必要だと考えますが、

サポーター養成の考えをお聞きいたします。フレイルサポーターは、自らチェックす

ることでフレイルチェックを自分のこととし、支えられる側でなくて支える側として

活躍できると思います。地域づくりの核となり得る人、人材を呼び込むこともできる

のではないかと思います。仲間づくりや地域づくりを促進し、孤立する高齢者を減ら

すことができるはずだと考えますが、サポーター養成へのお考えをお聞きします。 

健康福祉課長  サポーターの養成の質問でございます。やはり、健康的な生活を維持するためには

社会とのつながりがとても重要だと言われております。サポーターの養成につきまし

ては、高齢の方とサポーターの相互の向上が期待できるものであると思いますので、

今後研究をして検討してまいりたいというふうに思っております。 

橋場議員  これはぜひ研究していただいて、養成をしていただきたいなというふうに思います。

やっぱりサポーターがいるのといないのとでは多分違いが大きいと思いますので、お

願いしたいと思います。 

次の質問ですが、周知はどのように考えているかお聞きします。県でも、高齢者が
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生き生きと暮らせる社会の確立を目指し、第２期信州保健医療総合計画や第７期長野

県高齢者プランにおいてフレイル予防対策を推進することとしています。フレイル予

防は、介護予防だけでなく、災害予防へもつながります。足腰の筋力が低下して歩行

が不自由な状態であれば、災害時の転倒や逃げ遅れにつながる危険性があります。新

型コロナにより、新しい生活様式の変化で行動の変化にもつながっています。特にコ

ロナ禍においては、健康寿命を延ばしていけるよう予防の重要性の周知が必要だと考

えます。そのお考えはいかがでしょうか。 

健康福祉課長  フレイル予防についての周知でございますけれども、特に 70歳を超えた頃から注意

をしたほうがよいとされております。町では、その年代の方に直接伝えたいなという

ことを重視しておりまして、対象者の多い、やはりいちいの会などを中心として、高

齢者の集いの場において保健師や看護師により周知を行っていきたい、行ってまいる

ところでございます。 

橋場議員  では、周知は徹底していただきたいんですが、先ほどのように、ああいう各段階の

中での周知も必ずしていっていただければと思いますので、そのようにお願いしたい

と思います。 

次に１－９、最後の質問に入ります。フレイル予防は、加齢によって生じる身体的・

社会的機能の低下に対して適切な対策を取ることで予防ができます。長寿社会の実現

には重要だと考えます。長寿化により、年を重ね衰えて生きる年数が長くなるのでは

なくて、若々しく生きる年数を長くすることだと思います。何度も言っておりますが、

若々しく生きる年数が大切だと思います。重度化する前からの積極的な介入、治療や

予防の重要性が言われております。医療費、介護保険料等の増大を考えると、私は健

康寿命を延ばすフレイル予防の取組は重要だと考えますが、町長のお考えをお聞きし

たいと思います。 

町  長  健康寿命に大切な３つの柱は、栄養、運動、社会参加と言われております。特に社

会的なつながりがなくなることはフレイルの入り口とも言われております。町の高齢

者福祉計画、介護保険事業計画の基本骨子でもあります住み慣れた地域で生き生きと、

いつまでも役割を持って、楽しく、安心・安全に暮らすことは、この町に住む全ての

人の願いです。これから迎える 2025年 2040年を見据えますと、高齢化の進む町では

健康で長生きできるよう健康寿命を延ばすことがますます重要となってきておると感

じております。健康な方はフレイルにならないように、またフレイル状態の方につい

ては健康な状態に戻せるよう、フレイル対策を重点に置き、高齢者の皆さんが体も心

も生き生きと、地域のつながりを持って社会参加ができるまちづくりを目指して、今

後も引き続き充実した保健事業を推進してまいりたいと考えております。本日は、フ

レイルというあまり聞き慣れない言葉についての、しかし、高齢者にとっては本当に

身近に迫ってくるこのことについて、橋場議員が掘り下げて御質問いただき、その中

でもまださらに新しい言葉が出てきたように思います。いずれにしても、やはり自分

自身がフレイルという本格的に病気になってしまうその間に、自分が気づくことが大

事だなあ。それは、やっぱしフレイルというものを意識していなければ、常に、いけ
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ないと思っております。食べ過ぎに気をつけたり、常に体を動かす健康に気をつけた

り、そういう意識がフレイルの予防につながると思います。町の行政の中で保健の健

康福祉課の方々は一生懸命努力しておりますけれども、いろんなデータを見て、また

フレイルを読み解く中で先手先手と対応が取れればいいなあというふうに思っており

ます。 

橋場議員  以上で終わります。 

 

議  長  ここで休憩を取ります。再開時刻は３時といたします。休憩。 

 

休  憩  午後２時４３分 

再  開  午後３時００分 

 

議  長  会議を再開します。一般質問を続けます。 

11番 竹沢秀幸議員。 

11番 

竹沢議員  それでは、通告に基づき一般質問を行います。今回は町当局に質問趣旨を理解願う

ため、議長の許可をいただきまして資料を配付してありまして、資料も御覧いただき

御答弁をいただきたいと思います。私も議員任期あと僅かとなりまして、今議会と来

年の３月議会で一般質問も終わりになるのかなあと思っております。下平町長も就任

後６年目に入ったところであります。これから第６次総合計画や令和３年度の予算編

成もあるところでありまして、少し先を展望した中での町長のかじ取りを期待すると

ころでございます。 

質問事項１「木質バイオマス発電事業の進捗と今後の見通しは。」についてでありま

す。この項目を質問する私のスタンスは、木質バイオマス発電についてどちらかとい

えば賛成の立場ですけれども、この事業が町長の願うように順調に推移してほしい、

そういう立場で、この間の長野県の中における動向なども踏まえて、また町内の動向

も踏まえて、心配をしておりますので、何項目か問いただして理解を深めていきたい

と思います。 

要旨の１－１、国内最大級の木質バイオマス発電が始動いたしまして、飯島町の計

画事業に影響は多大だと思うわけですけれども、このことについていかがかというこ

とで質問をいたします。配布をさせていただいた資料を参考に御覧いただければと

思っておりますが、これは 2020年 10月 16日の県内版の新聞の記事でございます。長

野県塩尻市、松本市の建材業者が連携をいたしまして本県における森林資源の有効活

用を目指すための信州Ｆ・ＰＯＷＥＲプロジェクトのうちの木質バイオマス発電が 10

月 14に完成いたしまして、10月 15日、運転開始をしたところであります。当初計画

からは約５年半遅れたわけでありまして、遅れた理由といたしましては資材の高騰な

どがあるというふうに報じております。総事業費は 126億円。細かいことは後で申し

ます。発電力の計画出力は１万 4,500キロワット。能力の 65％稼働いたしまして、年
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間で 9,500 万キロワットを発電いたしまして、中部電力に売電をいたすところであり

ます。年間 29億円の売上げを予定しております。国産木材、県内木材や枯損木、松く

い虫被害木などを利用するバイオマスの発電でございまして、国内最大級であります。

ちょっとお時間を頂きまして、皆さん御存じかと思いますけども、信州Ｆ・ＰＯＷＥ

Ｒプロジェクトの事業内容について御紹介をいたしたいと思います。この信州Ｆ・Ｐ

ＯＷＥＲプロジェクトにつきましては、長野県のホームページを見りゃ分かりますけ

ども、目的は２つあります。１つは長野県産材による床材などの建築用製品の供給、

２つ目が木質バイオマスであります。このプロジェクトを行うために産学官連携が

整っております。まずは産でありますけれども、事業主体であります建材業者、それ

から床材などの販路を拡大するための長野県の木造住宅協会、それから木材を供給す

るための長野県木材協同組合連合会、長野県森林組合連合会、それから資金調達は金

融機関であります。続いて官でございますけれども、塩尻市、長野県の林務部と環境

部、それから国の木材農業課と木材利用課、それから国の中部森林管理局であります。

次に学ですけれども、東京大学と信州大学であります。この産学官が連携してこのプ

ロジェクトが始まったわけで、稼働までには５年半という期間がかかったわけであり

ます。加えて、この原木を安定供給するために、県が指導いたしまして県内にありま

す原木の流通の４団体によるサプライチェーンセンターを組織したところでございま

す。全体の事業費ですけども、総額 126億円。県内最大の木材加工施設ができたと、

これに 61億円ほど費やしておりまして、補助金が23.8億円。次に発電施設ですけど

も、65億円でございまして、補助金は僅か1.2億円。これに加えて、環境省所管の一

般社団法人グリーンファイナンスより５億円が出資されております。また、長野県か

らは、融資でございますが、無利子の融資1.23億円が融資されるわけであります。次

に木材の利用の量ですけども、製材用の原木が10万立米、間伐材ですね。この 10万

立米のうちの 2.5万立米分が先ほど申し上げた床材などとして県産材の建築製品とし

て使われまして、残りの 7.5万立米がバイオマス発電に充当されます。このほかに、

10.5 万立米別に、長野県内の今申し上げた住宅用建材に使われないところの間伐材等

があるわけですけれども、これらを熱量として利用するわけでありまして、トータル

で 20.5 万立米使用するということで、すごい大量なものが調達されて利用されると、

こういうものであります。もう一個大事なことは、このプロジェクトはしあわせ信州

創造プラン、飯島にも総合計画ありますけども、長野県総合５か年計画の中に基づか

れて取り組んできている５年半かかったプロジェクトでありまして、私が思うに、産

学官連携の完璧に近いプロジェクトだなあというふうに認識しておるところでありま

す。まず、そこで、この発電所が稼働しているわけですけども、飯島町の計画に当然

影響があると思うんですけれども、そこがいかがかについて、まず町長の見解を問い

ます。 

町  長  お答えいたします。今年 10月に塩尻市で稼働を開始しましたソヤノウッドパワー発

電所、通称、Ｆ・ＰＯＷＥＲという長野県のプロジェクトでございます。この発電所

は、出力 14.5メガワットで、県内最大規模となり、年間約 14万トンの木質バイオマ
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ス燃料を利用して３万2,000世帯に相当する約 9,500万キロワットアワーが発電でき

る巨大な、とても巨大な施設でございます。一方、当町で民間事業者が計画しており

ます木質バイオマス発電事業につきましては、当初３万トンのペレット燃料を計画し

ておりました。これにつきましては中京方面で利用する分も含められた計画でありま

す、３万トンというのは。影響がなかったかというと、結局影響がありまして、３万

トンのペレットを作るには、その倍の６万トンの材木が必要であるということなんで

すね。それで、こちらで６万トンの木材を集めるということは、Ｆ・ＰＯＷＥＲに供

給する材木が足りないということの中で、飯島町で計画しておりました発電事業のＦ

ＩＴ申請ができない、これは県を通さなければ国へ上がっていかない状況であります

ので、県が自分の事業を推進するためには、飯島町で６万トンは遠慮してくれと、こ

ういうことの中で、最初の３万トンの計画は縮小されることになりました。計画は１

万トンのペレットでございます。しかし、先ほど申しましたように３万トンというの

は中京へ行く分も含まれておりましたので、実質、飯島町分だけで申し上げますと１

万トンのペレットでいいんです。材木にして２万トンの原料材木ということです。そ

の数字だったら県はその業者に対しましてＦＩＴ申請を下すと、こういうことのお話

があったようでございます。そういったことで、１万トンに縮小した中でこの事業が

続行されるというふうに聞いております。そういった状況になったので、今後、飯島

町に影響はないと、少ないというふうに考えております。 

竹沢議員  お聞きのとおり、相当規模縮小、当初計画よりですね、しないと県のＦＩＴ申請が

オーケーにならないということのようであります。 

それで、これに関連して次の質問ですけど、うわさでありますので事実かどうか分

かりませんけれども、Ｍ商事が資金援助をしていただくっていうことが想定されて

おったようですけれども、ここが手を引くとか、あるいはお断りになったとかいうう

わさが流れておりますけど、これは真実でしょうか。 

副 町 長  今、町長申しましたように、３万トンのペレットを１万トンに縮小して事業を計画

するということで私も聞いております。事業の枠組みの中で民間事業者の皆さんでは

いろいろあったように聞いておりますけども、大きな事業者というか、主体的にやっ

ていただける民間事業者についてはそのまま残っているというふうに理解をしており

まして、今、その縮小した分について事業の組み直しをやっております。ということ

で、私どもで、まだ完璧な事業の説明をされておりませんけども、縮小した中で事業

を継続していくというふうに聞いておりますので、そんなふうに理解をしておるとこ

ろでございます。よろしくお願いいたします。 

竹沢議員  それで、今の副町長の答弁も関連しますけれども、次に、ちょっと町長にお尋ねし

たいと思います。過去に、今までに、私たち含めて、Ｍ商事が支援したところの木質

バイオマス発電につきまして先進地の視察に議会も町当局も御一緒に行った経緯がご

ざいます。ところが、先ほど説明ありましたけども、国内最大級のＦ・ＰＯＷＥＲプ

ロジェクト、木質バイオマス発電が 10月 15日に稼働したことによりまして、飯島町

内での計画の発電計画は縮小せざるを得ないということなのかなあと思うんですけど、
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これに関連して、ちょっと町長にお伺いしたい。Ｍ商事への対応について、町長はこ

れまでいろいろ取り組んできたのかなあと思うんです。ところで、辰野町出身の私よ

り５年先輩の我が飯島町と同じ名字のＩさん、小泉政権から内閣参謀参与であり、小

泉純一郎元首相の秘書を35年、そのうち総理大臣秘書官を約５年半務めた方でありま

す。Ｉさんは北朝鮮拉致問題ですとかで活躍しておりまして、メディアからも官邸の

ラスプーチン、アメリカからは日本のカール・ローブと評され、フランスとの親善に

関しては相当寄与されまして、我が国における日本ソムリエ協会の設立やワインです

とかフランス料理の普及などにも貢献されまして、フランス政府からの叙勲を受けた

ところであります。我が国においては、皆さん御承知のように、この秋に旭日重光章

を受章、また長野県の県参与でもあります。改めて、今回のプロジェクトについてＩ

さんとのパイプを通じてＭ商事への接触というところについては、今までも、また今

後も含めて引き続き取り組んで、いい見通しが得られるように頑張っていただけるか

どうかについて町長の見解を求めます。 

町  長  今回の民間業者による発電につきましては、民間が独自で関係部署と連携を取って

おるわけでございます。飯島町がそれを主導するとかいう立場にはございません。こ

ちらで受入態勢を整える部分については努力しておりますけれども、政治的にそれを

どうこうするという動きはしておりません。 

竹沢議員  それは、水面下のお話もあると思いますので、公にはそういう答弁なのかなあと受

け止めておきたいと思います。併せてお伺いしますけど、先ほどの話の中で、規模縮

小で１万トンっていうことに使う木材の量は減るんですけど、売る相手先、中部電力

との関係があるんですけど、売電先等は、直接の事業主体は民間企業ですので、町が

関係しない部分もあるかもしれませんけど、発電すれば当然電気を売らにゃいけんわ

けでありまして、具体的には中部電力、もしくはほかの電力会社を含めた売電先につ

いての協議はどうなっておるでしょうか。 

副 町 長  先ほど町長申しましたように民間事業の主体でございますので、売り先につきまし

ては中部電力を含めた電力会社だというふうに私も理解をしておりますけども、どこ

かということにつきましては、我々もまだ知らない範囲でございまして、これからで

はないかというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

竹沢議員  続いて質問要旨１－３です。当該の事業用地ですけど、ＪＡが取得して発電事業計

画者に賃貸ということで行うという情報を得ておりまして、用地買収は順調に行われ

るかどうかということであります。当該事業所用地の確保についてですけども、当初

は土地所有者から将来の事業主体となる飯田市方面だかの建材業者に売却というふう

に聞いておったんですけども、最近の情報によりますと、現在の当該用地の借主であ

る上伊那農業協同組合が一旦取得をいたしまして、農協が発電事業者に貸し付けると

いうふうに伺っております。そうしますと、町には関係ないことですけども、上伊那

農協においては、財産取得のため、臨時総代会、もしくは来年６月の定時の総代会、

もしくは専決で行う理事会でこの手続を決めると、こういうことになるかと思います。

永年利活用してきた果樹の広域の選果場ですけれども、それが多面の目的で転用され
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るということは大いに結構なことですけれども、ここら辺の用地確保の関係について

町はどのくらい認知しているのかお答えください。 

副 町 長  木質バイオマスの発電の事業用地といたしまして上通りの地籍の選果場を１つの

候補に挙げてちょっと検討してきたのは事実でございます。まだ、事業縮小になった

ところまではＪＡのほうに民間事業者のほうから伝えてあるというふうに聞いており

ます。その後につきましては、ＪＡさんの御都合もございますし、民間事業者さんの

都合もございますので、新しい計画が組み立った段階でもう一回ＪＡと協議をしてい

くというふうに聞いておりまして、そこら辺のところが大体済んでから周辺住民の皆

さんはじめ関係者の皆さんの調整を行っていくというふうに聞いておりますので、用

地買収につきましては、民間事業者とＪＡの間で、また今後協議をしていくんではな

いかというふうに理解をしておりますので、よろしくお願いをいたします。 

竹沢議員  続いて質問要旨１－４であります。アグリイノベーション 2030に参画予定の若者を

裏切らないか、また町が得るものがあるのか、また否や失うものがあるんじゃないか

ということで、心配な向きも含めて質問をするわけであります。この質問要旨は町長

が言うところの 20 代～30 代の若者が農業に参画することを目指す１つのプロジェク

トでありまして、その１つの手法として木質バイオマス発電の余熱利用したアグリイ

ノベーション 2030が一部分あるというふうに理解をしておりまして、広く、これは幅

広く、バイオマス発電に関わらず多くの若者が飯島町に来て農業に参画する、あるい

は町内の農業でない産業に携わっている者が農業に参画する、こうしたことを狙って

おるものかと思います。私たち飯島町営農センターも、昨年、午前中の答弁にもあり

ましたが、食農連携機構との連携はるる行っておるわけですけども、食農連携の中の

先進地の視察ということで三重県の木質バイオマス発電の余熱利用による巨大なハウ

スで外国の栽培技術を取り入れまして年間通じて栽培しているミニトマトの巨大なハ

ウスの現場と社長のお話を聞いたところであります。そこでは、トマトの摘果ですと

か収穫の作業は、電気の自動で動く作業台によりまして、そこに女性が乗って仕事を

する、こんなことで、労働は意外ときつくない、そういう職場でありまして、現在、

女性の常時の雇用パートが 100人ほど雇用されておりまして、地域の若い子育て中の

お母さん方の格好の働き場所ということで、三重県の津にこれはございます。そうい

うことから考えると、今まで町長もあちこちで申しておると思いますけど、この 2030

の余熱利用で何をつくるのか分かりませんけども、若い人たちがこうしたところに参

画していただいて、飯島町の現在あるもの、あるいは新たなものを含めて、農産物の

販売、あるいは特産化ということがチャレンジされていくのかなあと思うわけです。

そういうのに意欲を燃やしている青年がおることを私も熟知しておりますので、こう

した若者たちの夢を裏切ることになるのじゃないかということを心配するわけですけ

ども、ここら辺についてはいかがでしょうか。 

副 町 長  規模縮小になりますと、やはりそういう心配があるのかなあというふうに思います

が、先ほど申しましたように、当町で行います２メガワット、ペレット１万トンの事

業につきましては、同規模というふうに聞いております。ですので、廃熱の量につき
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ましてはそんなに変わらないというふうに理解をしております。アグリイノベーショ

ン2030で20代30代の若者を中心とした農業で６次産業化を目指したりということで

新しい農業に切り込んでまいるという方針につきましては実行できるんではないかな

あというふうに考えております。これは木質バイオマス発電による廃熱利用の１つの

方法でございまして、付加価値の高い農産物、それから何かの生産の仕組みをつくっ

ていこうということでございまして、議員おっしゃいましたように、食品業界の関係、

それから生産者のパイプを担う日本食農連携機構とともに事業の早い段階から参加を

いただいて研究していたことでございまして、規模縮小になったとはいえ、その部分

については変わらないといふうに理解をしておりますので、バイオマス発電のこれか

らの具体的な計画に伴いましてつくるもの等は変わってくるのかもしれないというふ

うには理解をしておりますけども、魅力的な農業に関わる若者の希望をできるだけか

なえるように一緒になって研究を進めていくと、そういう段階でございますので、よ

ろしくお願いいたします。 

竹沢議員  それじゃあ、この項の最後のところで町長にお尋ねをしたいと思います。総じて、

飯島町が、下平町長が行おうとしている木質バイオマス発電ですけども、計画を縮小

してもやっていくという、そういう方向に流れつつあるのかなあというふうに受け止

めておるところであります。ちょっと話は変わりますけども、改めて我が国、世界も

そうですけども、森林の多面的機能っていうのはどういうことかなあということを考

えたときに、小泉進次郎環境相のホームページを見ますと、８つの機能があるいうふ

うに言っています、森林の機能。１つは生物多様性の保全、２つ目は後ほどのゼロカー

ボン質問で申し上げますけども地球環境の保全、そして土砂災害防止や土壌保全、４

つ目 水源涵養、５ 快適な環境の形成の機能、６つ目 保健・レクリエーション機

能、よく保健休養林とかありますよね。それから７つ目 文化機能で、８として物質

生産機能。これは皆さん御案内のように木材として、また紙の原料、山の中ではキノ

コや山菜、薪、炭、落ち葉による肥料、薬草、工芸材料、いろいろあります。最近、

飯島町でもクロモジの商品化も始まったところであります。私たちの現在いるこの議

場もそうですけど、飯島町役場庁舎の板壁、先輩の飯島の村長さんが提唱した町民の

森の材木が壁材として使われております。先般、11月 29日、国定公園中央アルプス、

千人塚公園に町長も御一緒に桜、神代曙を一緒に植えましたね。一方、私もですけれ

ども、過去を振り返って、議員活動の中で同僚議員と一緒ですけども、一般質問の中

で地球温暖化対策と題しまして再生可能エネルギーを活用した太陽光発電推進を訴え

てまいったところであります。結果、飯島町として町民の皆さんへの太陽光発電に伴

う補助金制度の確立、役場や文化館など公共施設の屋根への太陽光施設の設置、今日

もありましたが、その他の公共施設への屋根貸しなどもございます。それから、そう

したのに取り組む、太陽光と水力発電などに取り組む町内事業者への公的な資金の支

出、それから民間事業者などによりまして空き地や原野などを有効活用したメガソー

ラーの拡大がしておりまして、これらの取組については、飯島町独自の規制にいち早

く取り組まれたことによりまして、ある程度秩序ある太陽光発電の推進が行われてい
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るのかなあというふうに思うところであります。そういう意味で町全体を振り返って

みますと、官民合わせた取組の中で自然再生エネルギーを活用した発電量が増大して、

自家消費と売電ということによる効果が上がってきておるのかなあというふうに思う

わけであります。広く木質にとどまらない再生可能エネルギーのこともちょっと述べ

ましたけれども、改めて、町長は、町は事業主体ではありませんけれども、木質バイ

オマス発電について、県の発電はともかくとして、小規模でもこれをやっていくとい

う信念でこれから取り組んでいくと、そういう理解でいいでしょうか。御答弁いただ

きます。 

町  長  第６次総合計画、今後の10年を見越した飯島町の計画を今立案中でございます。そ

の中でしっかりとした土台に据えているのは、この飯島町の特性は、やはり 2つのア

ルプスに囲まれた田園風景、あるいは森林、河川、こういった自然が特徴であり、こ

の中でゆったりと暮らせる、キーワードで言えば癒やし、熟成、スローライフ、こう

いった言葉が似合うんではないかなあと思っていますけども、こういったテーマにつ

いては子どもからお年寄りまで、みんなこの部分は賛同していると、こういうふうに

考えております。御意見もいただいております。それで、その中で、今後、向こう 10

年の経済基盤をどのように持っていくかという目標をしっかり立てていかなければな

らないというふうに思っております。そうすると、この自然資源を、まずいかに、ど

ういうふうに使うか。その意味においては、エネルギーの地産地消というのがまず土

台にあります。水力発電、そして木質バイオマス発電です。これは地元にある資源を

極力エネルギーに使っていきたいというものです。飯島町で取れる資産ですからね、

地産地消を行っていきたいというふうに思っています。そして、そのことによって得

られるもの、これは、まず考えられるのは木質バイオマスの発電の後の廃熱、これを

うまくできるんではないかなあ、利用できるんではないかなあというふうに思ってい

ます。発熱自体をもう一度エネルギーに変える方法、あるいはその廃熱を農産物に使

う方法、その廃熱をあるいは農産物の加工に使う方法、いろいろの方法があるんでは

ないかなあというふうに思っております。今、農業が停滞し、後継者がいないと、こ

ういう状況の中で、もうかる魅力ある農業を今後目指していかなきゃならないという

ふうに思っておるときに、この部分を生かしながら飯島町独特の農産物ができて、そ

して発信できれば、中央、都会に飯島町の自然というものが発信できればいいなあと

いうふうに思っているところでございます。そして、この自然を地域の中でしっかり

と利用した中で、この自然を利用して人を呼び込むということも可能なんです。それ

は今話題になっております飯島流ワーケーションでございます。この地域の大自然の

中でゆったりと暮らし、癒やし、熟成、スローライフを味わっていただける、そうし

た仕掛けをつくる、こういうことにおいて外から今度は飯島町に入ってくると、こう

いう計画でございます。申し上げれば、水力発電、バイオマス発電、そしてアグリイ

ノベーション 2030、飯島流ワーケーション、これは一連のサイクルの中で行っていき

たいと思っています。これを総称した呼び方が飯島町の環境循環ライフ構想でござい

ます。この大きな構想を持っておりますので、それに向かってしっかりと肉づけをし
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て進めていきたいと思っております。 

竹沢議員  町長の新たな環境循環型の構想について、本事業、飯島流のワーケーション、いろ

いろ含めてやっていくんだと、こういうことで理解をいたしましたので、特に木質バ

イオマスについてもやる気があるということで改めて確認をさせていただきまして、

質問事項の２のほうに移ってまいります。 

若者主導の町民参加型イベントへ後方支援をすべきであるということで、いささか

こうした動きがあることを知っている町民の皆さんもおるかもしれませんが、実は町

を一つにするイベントが今、企画されつつありまして、この内容について申し上げた

いと思います。我が飯島町は既に夏祭りとして、過去には、当時、天ぷらとそばを提

供するお店の店主や商工会などが絡みましてお陣屋まつりが開催されてきました。こ

れは事業所単位のおみこし、ちょうちんみこしと女性の皆さんの踊り連が中心になっ

た夏祭りでございまして、当時から、役場、商工会、農協、この３者の持ち回りで継

続してきたところでありますけれども、このメインとなりますちょうちんみこしの参

加が年々減ってきたと、こういうことの中で中止せざるを得ないということで中止に

なったところであります。その代わりに、最初は冬のイベントでございましたけれど

もスタートしたあんどん市につきましては、その後、夏の実施に変更になりまして、

現長野県知事も来ていただいて代官行列に参加していただいたりして、夏の風物詩と

して開催してきましたけれども、これも、また実行委員の皆さんが疲れちゃいまして

中止になったと、こういう経緯であります。その後、飯島町の多くの町民の皆さんの

要望として、いろんな、第６次総のアンケートでもそうですけども、町を一つにする

イベントをしてほしいなあとか、そういう声がいっぱいあるわけであります。そうし

た町民の皆さんの町を挙げてのイベント、祭りの開催が嘱望されておるわけでありま

して、下平町長もこの思いを各協議会に今まで投げかけてきた、そういう経緯があり

ます。この結果、このたび飯島町内における若者を中心にした実行委員会が立ち上が

りまして、来年 2021 年の３月にプレイベントが開催されます。そして、2021 年の８

月に本イベントが開催されます。いよいよ動き出したところであります。この正副実

行委員長さんは、私もそれぞれ承知している若い元気のあるエネルギーのある皆さん

でありまして、蛇足ですが私のせがれも一枚かんでいよいよスタートすると、こうい

うことになっております。当然のことながら、この取組につきまして町に相談があり

まして、特に窓口は地域創造課の地域係がメインだというふうに受け止めております。

結果、今 12月定例議会の一般会計補正予算（第８号）に 2021年３月開催のプレイベ

ントの費用が予算計上されておりまして、これは順調にいけば 15日に決まるのかなあ

と思うわけでありまして、取りあえず、この経過や今回の補正予算の概要について町

としての見解を求めます。 

町  長  平成 30年度にお陣屋あんどん市が終了し、以降、全町民が参加できる飯島町を代表

するお祭りが行われていないことは、本当に残念だと思っているのは私だけではあり

ません。ここに来て、商工会青年部が実行委員会の中心となり、消防団ＯＢや若手農

業者グループ、企業や役場の若手、地域おこし協力隊の現役、ＯＢなど、ほか小学生
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なども巻き込み、地区を問わず全町的な取組を仕掛けて新たなイベントを企画する動

きが出てきたことは、大変うれしく、また楽しく思っておるところでございます。私

たちの町は、いい町は自分たちでつくるんだと、そういうことをお訴えして町長にな

らせていただきました。役場に全部お願いしてやるんじゃないよと、町民の皆さんが

一緒に手を貸して汗をかかないと思ったようないい町はできないんですと、ぜひみん

なに力を貸してほしいというお願いをしました。まず、その第１弾が飯島町営業部、

形としては、でございます。５部会に分かれて自主的に御参画いただいて、それぞれ

の分野で自分たちの思いを形にしてきております。若者も、お祭りがなくなった、町

で何とかしてよという声もありました。しかし、元気な町は若い連中がつくるんだと、

思いどおりにやってみろと、応援するから、こういう若さが核になって動き出せば、

これに勝るものはない、行政が主導するよりも、そういった方たちの思いが町民に伝

わることが、これは明白だと思っております。そういう雰囲気が、この町の中に自分

たちでやろうという思いが出てきたことは非常にうれしく思っております。一朝一夕

ではなかったです。時間がかかります、そういったことを御理解いただくには。しか

し、一歩進めば雪だるまがだんだんに大きくなっていくんじゃないかなというふうに

思っております。３月末にはプレイベントが行われまして、本番は来年の夏だと伺い

ました。このイベントが末永く続き飯島町を代表するお祭りとなりますよう、町全体

を盛り上げていけるような支援をしてまいりたいと思っています。始まったばかりで

すので紆余曲折はあると思います。やり方についていろいろの御指摘をいただくと思

います。それは、もう覚悟の上で、そういったことを補いながら一歩一歩進んでいか

なければならないなというふうに思っております。「ローマは一日にして成らず」しっ

かりと時間をかけて、若い皆さん、頑張っていただきたいなあというふうに思います。

町は応援していきます。詳細につきましては、もっと詳しく、私は思いだけですので、

もっと詳しくは担当課長から説明します。 

地域創造課長  今、町長から思いが語られましたので何をか言わんやでございますが、今年度計画

されております３月末のイベントは、コロナの影響により大変苦しい状況に置かれて

いる商業の振興のため、飯島の駅前を中心に開催をされる予定でございますが、とて

も多くの方に関わっていただけるというふうに伺っておりまして、まずプレイベント

により町のにぎわいの復活や経済循環を促す効果が期待されますので、これに対し町

では補助金による支援を想定し、先ほど竹沢議員からお話ありましたとおり、今議会

において補正予算をお願いしているところでございます。また、来年の夏に予定され

ております新しいお祭りの本番に向けましては、財源措置について財政部局と協議を

するとともに、国や県の有利な補助金が獲得できるよう申請事務のサポートを行うこ

となども考えております。いずれにしましても、できるだけ多くの町民の皆様にお出

かけいただくことが大切でございます。広報活動ですとか、人と人をつなげること、

こういったような後方支援をしっかりさせていただきたいというふうに考えており

ます。 

竹沢議員  この質問事項についての町長の熱い思いは十分分かりましたし、支援の方法も分か
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りましたんで、ちょっと事務的な細かいことですけど、特に担当課長に何点かお伺い

します。まず、今回の予算案に提案されていますところの元気なまちづくり推進事業

の事業費の印刷製本費 17 万円というのはイベントのチラシ用というふうに理解して

よいでしょうか。２つ目、委託料の 30万円につきましてはステージの設置委託料とい

うことでよいでしょうか。それから、補助金の80万円はプレイベントのもろもろの費

用補助ということでよいでしょうか。これは、過去開催のあんどん市などと同額の金

額だというふうに認識しておりますけれども、そういうことでよいのかということと、

もう一個は、15日に予算が可決されたといたしまして、現在、地方創生の臨時交付金、

先般、第３次分といいますか、1.5兆円が確保されまして 12月４日に臨時国会が閉幕

しました。この臨時交付金が対象になれば、以降の議会で財源組替えをして補正をす

ると、こういう理解でよいでしょうか。以上。 

地域創造課長  前段でお話のありました印刷製本費、それから委託料、もう一つ、補助金につきま

しては、議員がおっしゃったとおりの御見解でいいというふうに思います。それから、

その次の第３次のことにつきましては、これから庁内で話を積み上げていくものとい

うふうに思いますので、そのようにお捉えいただきたいと思います。 

竹沢議員  続いて課長に質問します。2021年度以降の財政支援っていうことで、当然のことな

がら長野県の地域発元気づくり支援金の交付を受けるという必要があるのかなあと思

います。これを受けると2021、2022、2023年の３か年間補助を受けることになるかと

思います。長野県のホームページによりますと、来る 12月 16日、上伊那地域の振興

局の説明会がございまして、この担当は 2020年３月まで飯島町に勤務していただいた

前地域創造課長さんが担当であると認識しております。そういう理解でよろしいか。

加えて、2020年度は当町に３つの元気づくり支援金があるんで、ここでちょっと疑問

な点があるので、ちょっと確認でお伺いします。１つは、この間 29日に植えた千人塚

の桜で、これは227万3,000円の支援があります。それから社協のご縁食堂、38万7,000

円の支援があります。ところが、問題は、もう一つのアグリイノベーション2030の事

業を飯島町で手を挙げて129万 9,000 円の支援を受けるようになっておるんですけど

も、どうも聞くところによると、まだこの事業は着手されていないんじゃないかとい

う情報があります。これは極めてまずいことでありまして、これから今回申し上げた

新しいイベントを立ち上げるのを、向こう３年間、元気づくり支援金を申請するのに

足かせとなっては困るので、この点について御答弁をいただきます。 

地域創造課長  前段の元気づくり支援金の件につきましては、御見解のとおりというふうに捉えて

いただいていいと思います。それから、その次の今年度の元気づくり支援金、千人塚、

それからご縁食堂、もう一点のアグリイノベーション 2030 についてですけれども、

アグリイノベーション 2030 につきましては、先ほど来、別な項目でお話が出ており

ますけれども、木質バイオマスの廃熱利用だけにとどまらず、飯島町農業をプラット

ホームにして若手の皆さんに就農をしていただくということを包括的に考えており

ますので、現在の取組としましては、若手の果樹の生産者の方に都会へ発信をしてい

ただいて新たな人材を呼び込むというような働きかけをいたしておりますので、着手
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をしていないということではございませんので、よろしくお願いいたします。 

竹沢議員  それでは３つ目の質問項目について申し上げて、４、５は時間がないので、またい

つか機会があったら資料を見てもらえば大体言いたいことは分かると思いますので、

３つ目、飯島町のゼロカーボン推進施策は何であるか。 

質問要旨３－１に書いてあるんですけど、６次総を見ましても、我が町のゼロカー

ボン推進政策はほとんど書いてございませんね。３行書いてあるだけですね。今日も

信毎、信毎は３面かな、３面に特集を組んでおりまして、何で今次この時期に二酸化

炭素を少なくする必要があるかっていうことを分かりやすく書いておりました。細か

いことは時間がないのであれですけど、要は、国は一生懸命ね、今度、菅さんも 2050

年までにはやるよという、この間、宣言しましたね。アメリカも今度大統領が替わっ

て、パリ協定を戻して次の新大統領が取り組むようになりますね。中国も近平さんが

やります。長野県は長野県で、先般、条例つくりました。それから、12月３日現在の

環境省のホームページによれば、いわゆる 2050年までに二酸化酸素排出をゼロにする

んだということを宣言して表明することを気候非常事態宣言といいますけども、これ

を出しておるのは長野県の中で、77市町村ありますけども８つですね。この南信では

南箕輪村だけ。今年の６月の５日に唐木村長と丸山議長の共同で宣言しております。

そういうことで、時間もなくて、本当は、時間があれば、スウェーデンの彼女の発言

の内容とか、それも御紹介して、そういう感想を町長にも求めたいところでありまし

たけれども、いずれにいたしましても、飯島町のゼロカーボンに対する取組、ちょっ

と全国レベル、長野県レベルでもちょっと甘いのではないかというふうに思うんです

が、町長の見解を求めて、質問を終わりにします。 

住民税務課長  御質問にお答えしたいと思いますが、第６次総合計画において表記をしているゼロ

カーボンの推進施策につきましては、国で示している 2050 年の二酸化炭素排出ゼロ

に向けまして私たち一人一人の日常生活の中における取組が目標達成のための根底

にあるというふうに考えております。町では、二酸化炭素排出ゼロに向けまして、そ

の取組としまして、既に 10 年以上にわたり推進をしてきた再生可能エネルギーの利

用促進や省エネルギー推進等の補助として家庭用太陽光発電システム補助事業を

行ってきているところです。また、ごみの減量化や資源ごみとしての再利用も二酸化

炭素の削減に欠かせないものであるというふうに考えておりまして、コンポストや生

ごみ処理機購入の補助にも積極的に力を入れてきております。このようなことから、

総合計画では町民の皆さんが最も身近にできる手法として、これらの政策の目標値と

して誰にでも分かりやすい内容での掲載を予定しているところです。そこで触れ切れ

ない新たな取組につきましては、今後、国や県、関係機関などから提起される具体的

な施策や手法などを参考にしながら、第６次総合計画を補完する形で町のエネルギー

ビジョンの改定を予定しているところでございます。なお、改定に当たっては、先ほ

ど来から町長のほうからもありましたが、環境循環を意識しながら二酸化炭素排出ゼ

ロを目指すために、環境循環ライフ構想を掲げまして、ゼロカーボン推進に向けた自

然エネルギーの活用等について積極的に検討を進めてまいりたいと思っております。 
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議  長  以上で本日の日程は終了しました。これをもって散会とします。御苦労さまでした。 

 

散  会  午後３時５２分 
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本会議再開 

 

開  議  令和２年１２月８日 午前９時１０分 

 

議  長  おはようございます。これから本日の会議を開きます。 

議事日程についてはお手元に配付のとおりです。 

 

議  長  日程第１ 一般質問を行います。通告順に質問を許します。 

８番 坂本紀子議員。 

８番 

坂本議員  それでは、通告に従いまして一般質問をいたします。 

１の新型コロナ感染症に伴う介護報酬の上乗せ特例の実態を把握しているか、また町

内の福祉事業所への支援を求めるがという内容を順を追ってお尋ねしたいと思います。 

１－１であります。厚生労働省は、６月１日に新型コロナ感染症に係る介護サービス

事業所の人員基準等の臨時的な取扱いの中で通所系サービスと短期入所系サービスの事

業所を対象に実際のサービスの提供時間より２区分上の区分で介護報酬を算定できる措

置の特例を設定しました。全国では約２万 2,000の通所介護事業所がこの特例を適用し、

対象利用者は約 63万人と11月 15日の信濃毎日新聞での報道がありました。この制度の

具体的な内容はどのようなものか。また注意する点は何なのか。町内にも事業所が幾つ

もあります。社協も通所系サービス事業所に当たりますが、それぞれの事業所の４月か

らの経営状況を調べているのでしょうか。これらについてお尋ねしたいと思います。 

町  長  おはようございます。お答えいたします。介護報酬の上乗せ特例につきましての御質

問でございます。この特例は、新型コロナウイルス感染症拡大防止への対応を適切に評

価する観点から、厚生労働省より臨時的に介護報酬を引き上げることができる旨の通達

がされたものでございます。福祉の関わる各事業所の皆様におかれましては、感染対策

を行い、サービスを休止することなく提供していただいており、大変感謝しておるとこ

ろでございます。制度等、詳細につきましては担当課長より説明いたします。 

健康福祉課長  それでは、御質問の介護報酬の上乗せ特例につきましてでございますけれども、こち

らのほう、質問の中でも説明がありましたけれど、令和２年６月１日に厚生労働省より

発出された新型コロナウイルス感染症に係る介護サービスの人員基準等の臨時的な取

扱いについてという通知の中で示されたものでございます。この内容といたしましては、

臨時的に、通所系・短期入所系サービス事業所を対象に、事前に利用者の同意が得られ

た場合は実際より時間区分を引き上げて介護報酬を算定できるものなどとなっている

ものでございます。また、それぞれの事業所につきましての経営状況についてなんです

けれども、改めて状況をお聞きするということはいたしておりませんが、ただ、各事業

所におかれましては、感染対策に係る費用が増加しているということはお聞きしている

ところでございます。この感染対策に係る費用につきましては、県や町の補助制度がご
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ざいますので、周知のほうを行っているところでございます。 

坂本議員  直接聞いていないということですが、私は何件か事業所のほうに聞きました。ある通

所系サービス事業所は、４月から６月において、デイサービス利用者の方は施設へ行く

ことにより感染するのではないかとの懸念から利用回数を減らしていたりしております。

また、１か月ほど休んでいる方もいらっしゃったということでした。その結果、事業所

の営業利益が３割から４割近く減っているところもあるようでした。また、毎日使う衛

生用品ですが、昨年は半年間でマスクの費用が２万円だったものが今年は既に 30万円ほ

どかかっているということで、15倍も費用がかかっているということでございます。ま

た、消毒用アルコールは９万円のところが 30万円、そして感染予防用のビニール手袋は

25万円のところが 40万円もかかっているとのことでした。この中で、幾つもの事業所、

大きな事業所に関しては共同購入をして安く抑える努力をしているようですが、現在も

なかなか安くなっておらず、経費が膨らんできているということでした。こういう中で、

経営規模、要するに建物規模が大きくなると空間が大きくなって、やはり消毒用品関係

が多くかかる、また、こういうところは携わる職員も多く、利用者の数も多く、このよ

うに衛生資材にかかる経費が小規模な事業所より多くかかっている実態が見えてきまし

た。また、働いている方たちに関しては、利用者の方にコロナを感染させてはいけない

ということで、休日など県外へ行ったり、また家族の中で県外から戻られたり、また家

族の中で出張があったりした場合は、詳しい報告や、またそれを点数化して５点になっ

たら出勤を１週間停止するような措置を取っている事業所もありました。また、もう一

つは、デイサービスを利用する方の方にも、家族がやはり同じように県外へ行かれたり

県外から戻られた方がいる場合は１週間の利用の控えを求める事業所もありました。こ

のように、福祉事業所はコロナ感染に関しては非常に頑張って現在までやってきておら

れます。 

では、１－２に行きます。先ほど説明していただいた上乗せ特例ですが、利用者の事

前同意が得られた場合に利用料金に上乗せできるということでしたけれども、町内に既

にこれを実施している事業所はあるのでしょうか。 

健康福祉課長  町内におきましては、通所系サービス事業所において実施している事業所があるとい

うようにお聞きをしているところでございます。 

坂本議員  件数とかは何件とか、それからまた利用料金の上乗せ分は月にどのぐらいかかってい

るとかいうことはお尋ねになっていますでしょうか。 

健康福祉課長  お聞きしている事業所でございますけれども、町内、通所系サービス事業を行ってい

る事業所、６事業所ございます。その中で２事業所については、その対応をしていると

把握をしておるところでございますが、詳細についての情報までは把握を行えていない

状況でございます。 

坂本議員  私のほうは一応調べましたら、やはり利用回数と介護度の高さで料金の幅がありまし

て、月 200 円～300 円ほど上乗せされているということですが、この中には、やはり最

大使われている方たちは同意できないということで同意されない方もいらっしゃるので、

利用者の中の約９割ぐらいの方は利用料金が少し高くなってきているということが分か
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りました。 

１－３であります。県内ではこの特例を利用したやり方、飯田市が上乗せ特例と適用

していない事業所に上乗せ分の介護報酬額を補助しており、金額は全体で8,100万円に

なります。これは国の新型コロナ対応の臨時交付金から出されており、一般財源で支援

を続けていくのは困難であると担当職員のコメントが書かれておりました。もう一か所

県内でやっているところは上田市なんですけれども、上田市では利用限度額超過自己負

担額支援金という名称で、内容は特例措置による影響額を利用者に支援することで負担

を減らすという政策になっております。しかし、これは、利用者は利用料を一旦支払い、

その後、ケアマネージャーに確認の後、自己申告により返還されるシステムであり、手

間がかかっております。私は、飯田市のように国から出ている新型コロナ対応の臨時交

付金から上乗せ分の介護報酬額を事業所に補助していただきたいと求めたいと思います

が、先ほども言ったように、事業所はここ９か月以上も様々な方法で最大限の努力をし、

毎日、介護者に対して行っております。施設内にコロナが発生しないように頑張ってお

ります。国から出ているコロナ対応の臨時交付金は、そもそもこういったところに補助

として、あるいは、または給付金として使うべきものだと私は思うわけですけれども、

町長はこの点についてどう考えられておりますか。町長にぜひ答弁をお願いしたいと思

います。 

健康福祉課長  それでは、まず今回の特例措置についてなんですけれども、この特例措置につきまし

ては、利用者にとっては実際のサービス利用より負担が増える、また事業所は利用者か

ら同意を得ることが難しいなどの理由から特例措置を見送ったという声もお聞きして

いるところでございます。事業所によっても特例措置を行っている事業所と見送った事

業所があるということ、また特例措置を行っている事業所についても同意が取れて介護

報酬の引き上げを行った利用者と措置のほうを行わない利用者がいらっしゃる、このよ

うな状況でございます。また、関係事業所の皆さんの困難事等、状況をお聞きする中で

は、このコロナ禍での中のサービスの継続をいかにしていくのかという部分が大きな課

題というように思っております。ですので、補助、助成制度、支援制度につきましては、

やはり近隣市町村等の情報をお聞きしながら、公平で有効なよりよい支援について検討

してまいりたいというように考えております。 

町  長  この制度の対応につきましては、それぞれの状況に応じて判断が異なっているという

状況のようです。今後、私たちも状況を把握しながら適切な対応を取ってまいりたいと

思っています。 

坂本議員  もし、うちの町でこれをやるとしたら、町内の事業所においては、同じ介護者で介護

程度が同じであって利用料金が違うということは、やっぱり平等性に欠けるというふう

に思っております。だから、やるとしたら飯田市みたいに適用していないところとかい

うことではなく遡って事業所に対して補助をしていただきたいと思います。特にコロナ

に対しての臨時交付金っていうのは、こういった現場、要するに福祉、病院、そういう

コロナが蔓延する可能性のあるところに対して政府としても適切な対応をするためにお

金を出しているわけですから、ぜひ、こういう点を考えていただき町の政策としていた
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だきたいと思いますが、再度、町長に伺いたいと思います。 

町  長  この補助制度につきましては、公平で有効な方法を検討してまいりたいと思っていま

す。 

坂本議員  もう一つお尋ねしたいんですけれども、社協のほうからも要請があったと伺っており

ますけれども、その点はいかがですか。 

健康福祉課長  社協のほうで相談事はございましたけれども、この件についてこちらのほうに強く要

望があったということではないというように認識をしております。やはり、それよりも、

まずサービスの継続をいかにしていくのかという観点において、感染が拡大したときに

どういう対応を取ったらいいのかということを中心に考えていきたいところでござい

ます。 

坂本議員  お話を伺いましたが、ぜひ、衛生用品、資材に関しては昨年より多くどこの事業所も

たくさんかかっているわけですね。それに対して県からの補助とかありますけれども、

事業継続していくということが厳しくどんどん、これから冬に向かってコロナの状態が

どういう形になっていくか分かりませんが、非常に厳しい状況になっていくと思います

ので、ぜひ、事業所と密接に連絡を取り合いまして、町としてもきちんとした対応をし

ていただきたいと、それを申しまして、次の２の質問に行きたいと思います。 

２番であります。「次期「地域福祉計画」を作る中で見えてきた課題は何か。」を順を

追って質問いたします。この地域福祉計画は、平成30年４月の社会福祉法の一部改正に

より任意とされてきたものが努力義務となり、高齢者、障害者、児童の福祉などの共通

的な事項を記載する上位計画となりました。また、この法改正で生活困窮者自立支援の

方策の位置づけ、包括的な支援体制の整備に係る位置づけ、住民が身近な圏域で地域生

活課題を把握し解決できる環境整備が法律としても盛り込まれています。また、調べて

いく中で、この地域福祉計画は自治体でつくられる総合計画と連動させ計画を立てるこ

とも盛り込まれていました。既に全国では連動させて計画をつくられている自治体もあ

りました。 

２－１であります。この計画をつくるに当たり実態調査はどのように行ったのかをお

尋ねいたします。 

健康福祉課長  この地域福祉計画でございますけれども、飯島町におきましては平成19年度に一度作

成をしているところですが、その後の更新ができていない状況でございました。その後、

社会福祉法等々の改正もありまして、今の社会福祉法第７条に基づく計画として飯島町

でもこちらのほうの策定のほう、作業を進めているところでございます。この計画です

けれども、社会福祉法に基づく計画でございまして、飯島町に暮らす全ての人が地域の

中で安心して暮らせるような地域社会の実現を目指した地域共生社会の実現、これを推

進するために策定する計画となっております。地域福祉計画につきましては、福祉分野

の個別計画や福祉に関連する計画との整合と連携を図り策定することから、飯島町の現

状についての把握につきましては、上位計画である町の総合計画の住民アンケートや第

５次総合計画の効果検証、また高齢者実態調査など、各分野にわたる調査など、幅広い

範囲を参考にして作成を進めているところでございます。 
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坂本議員  今、総合計画の中で使われていた様々なアンケートを使ってやったというお話でした

けれども、この中での地域生活課題の掘り起こし、また民生児童委員の方たちは非常に

地域に密着して実態をよく御存じかと思いますけれども、こういう方たちからお話を聞

いたとか、そういうことはされておりますでしょうか。 

健康福祉課長  この計画を策定するにあたって参考とした資料としては、今説明申し上げたとおりで

ございますけれども、やはり健康福祉の事業を進める中では、地域課題、生活に準じた

相談ですとか、民生児童委員さんからの意見、多々出ているところも参考としているこ

とはございます。 

坂本議員  次の２－２に行きます。独り暮らし、老老介護、またはその予備軍、障害者やひきこ

もりを抱える世帯など、数字だけではなく、地域のどこに点在しているかを認識し、政

策へつなげることをしていますかということですが、今年の３月31日の数値では、これ

は昨年度の行政報告書によりますけれども、3,598世帯のうちの外国人世帯が今現在 197

世帯ですね、町内の高齢化率は 36.3％。人口は減少傾向にあり、11月１日現在の人口数

は 9,306人、65歳以上の独り暮らしの世帯が 810世帯で、全世帯に占める割合としては

22％ということです。また、母子・父子世帯は78世帯、生活保護世帯が21世帯という

ことになっております。これは数字上での話ですけれども、こういった現状が町内全域

の、具体的に言えば、どの自治会に数字として程度があるということ、こういうことを

認識されていれば、おのずと生活支援の在り方や災害で起こる問題、それから教育支援

の問題、または交通手段の問題、また買物難民の問題、また医療・保健をどうしていく

かなど、細かな政策が見えてくると思うので質問しております。数字だけではなく、地

域のどこに、またはどこの自治会で何が大変な状況なのかを把握してこの計画をつくら

れたんでしょうか。 

健康福祉課長  御質問の世帯が地域のどこにあるのかにつきましては、それぞれの関係部署で把握に

努めているところでございます。それぞれ把握した世帯については、必要に応じた訪問

ですとか、相談支援などにつなげているところでございます。昨年度には、地域の集ま

りに参加している方の御協力をいただきまして生活の状況に関するアンケートを実施

しており、その中で地区ごとの高齢者世帯の状況の分析を行っているところでございま

す。地域ごとの課題を把握し、政策へつなげていくことについては、とても重要で必要

なことというふうに考えております。ですので、生活基盤体制整備事業を中心といたし

まして、役場内の課を越えた連携を図りながら、各地区と連携し事業を進められる体制

整備を推進してまいりたいと思いまして、地域福祉計画のほうにも今盛り込んで計画を

しているところでございます。 

坂本議員  今お聞きしまして、それが地域福祉計画に整備という形で盛り込まれつつあるという

ことでございますが、これが現在よりかもよい状況になるわけではなく、年々高齢化率

は上がってきていますし、世帯の独り暮らしという方たちも増えてきております。ぜひ、

これを自治会とか民生委員の方、それから、そういうところと密な交流をしていただき

まして、実態を把握しつつ、具体的な政策のほうにつなげていっていただきたいと思い

ます。 



- 8 - 

２－３に行きます。健康福祉課の係を超えた発想や取組が見えない。時代の変化や利

用者の多様なニーズに対応するために係や課を越えた取組について検討されたのかとい

うことです。これは、地域福祉計画の中で求められていることは、福祉の領域だけでは

なく、商業、サービス業、工業、農林水産業、防犯、防災、環境、まちおこし、交通、

都市計画も含め、人、分野、世代を超えて、人や物やお金が、そして思いが循環して相

互に支える支えられる地域共生社会の実現が望まれると厚生労働省の指針の中では言わ

れております。例えば、うちの町に関して言えば、今回の一般質問で多くの方が言われ

た循環バスの問題、それからフレイル予防について、農業や商業の後継者不足の問題、

またトレーラーハウス活用の中での体験メニューに関わる人材においても、この地域福

祉計画にも盛り込まれなければならない問題であると私は思うわけです。計画されたも

のは、ここまで踏み込んだ内容となっているのでしょうか。そこら辺はどうなっている

んでしょうか。 

健康福祉課長  現在策定しております地域福祉計画につきましては、高齢者も子どもも、障害のある

人もない人も、日本人も外国人も、全ての飯島町に暮らす人が地域の中で安心して暮ら

せるような地域社会を目指していることがありますので、課や係を越えた中での取組が

必要であるというふうに考えております。計画に策定に当たりましては、庁舎内の代表

者会議を持ちまして、全ての課から代表の職員を選出していただき、各課等における事

業の洗い出し作業を行っております。課を越えての検討を重ね、全ての分野からの視点

にて計画の策定に取り組んでいるところでございます。 

坂本議員  今、課を越えた中で作業を行ったということですけれども、この中には職員ではなく

外部の、外部の方たちは、だから住民の方とか自治会関係者とか、そういう方たちはい

らっしゃらないでしょうか、民生児童委員とか。 

健康福祉課長  まずは庁舎の中での案の作成の今作業を行っているところでございまして、これから

計画の策定のための会議のほうを持っていきたいというふうに考えております。その会

議の中のお願いする委員さんの中には、町内福祉関係に関わる人にお願いして意見をい

ただく、そういうような形で考えております。 

坂本議員  今、先に庁内で計画を立てて、それを民間の方たちも挟んだ中でやるということでし

たけれども、厚生労働省の中では、策定委員会をつくって、その中でつくる方法も言わ

れておりますけれども、うちは庁内で先につくってから、この内容をそこにまた再度か

けるということですが、厚生労働省の言っている人たちの中には、やはり多くの、さっ

き私が言いました、農業とか言いましたけれども、そういう人たちも含まれていますね。

住民とか当事者団体、自治会、一般企業、商店、民生児童委員の方たち、またボランティ

ア団体、ＮＰＯ、農業協同組合、消費者団体、社会福祉法人、社協、保健、医療、シル

バ人材センターなどの方々を含め地域課題を掘り起こしというふうな文言が入ってきて

いますけれども、今後、どの程度の、何かこういう委員会みたいな組織をつくって、そ

れは、その後、その中で再度政策をもむということになるんでしょうか。 

健康福祉課長  計画の策定に当たりましては、既に設置をしております飯島町の健康長寿のまちづく

り推進会議、こちらのほうで委員を選出させていただいて、今度、会議のほうを予定し
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ているところでございます。 

坂本議員  今、健康長寿のまちづくりの中でということでしたが、ぜひ、この中でつくられた福

祉計画が具体化できるような、また地域課題の掘り起こしがしっかりできる形でやって

いただきたいと思います。 

それでは２－４に行きたいと思います。新聞報道にもありました個別支援計画は、こ

の中に盛り込まれているのでしょうか。既に当町で作られている地域支え合いマップと

私は重なると思っているのですが、これをもっと具体的に、そして自治会加入ではない

人も含めた中で考えているのでしょうか。また、高齢者福祉の観点だけではなく、母子・

父子家庭も含めた中で個別支援の対象として対応していくのでしょうか。その点はどう

なっていますでしょうか。 

健康福祉課長  御質問の個別支援計画でございますけれども、先日、11月中旬に新聞報道もされまし

たこともありまして、国でいう個別支援計画につきましては、政府が来年の通常国会で

災害対策基本法を改正し、一人一人の避難方法を事前に決めておく個別計画を同法に基

づく法定計画として市町村の努力義務とする方向で規定する方針を固めたという報道

がございました。当町の個別支援計画の取組につきましては、現在作成しております地

域福祉計画の中にも盛り込むことで進めているところでございますが、具体的な取組方

法につきましては、現在も検討を行っているところでございます。災害時に配慮が必要

な方の個別支援につきましては、支え合いマップ等の整備等、各地区や自治会等にも御

協力をいただきまして地域全体で支えていく体制をつくっていくことが必要と思って

おりますので、また各地区とも連携し推進してまいりたいと思っております。 

坂本議員  地域支え合いマップは、一応、これ自治会に加入している方たちが対象のような形に

なっておりますが、自治会に加入していない人たちはどういった形の中で個別支援計画

という中に含めていくのか、その点はどうなっているんでしょうか。 

健康福祉課長  地域支え合いマップにつきましては、各自治会に作成をお願いしているところがござ

いまして、その内容につきましては、やはり自治会ごと様々な観点から作成がなされて

いるものと思っております。ですので、健康福祉課といたしましては、地域全体を支え

るような支え合いマップの作成に御協力をいただきたく、お願いをしてまいりたいとい

うふうに思っております。 

坂本議員  自治会に加入していない方というふうにも言いましたが、あと派遣とか、うちの町は

先ほど言いました外国人の方もいるわけですよね。だから、災害対策支援法の中に位置

づけられている個別支援計画でありますけれども、そういうところも広い範囲でのどう

いう形になるか、支え合いマップというものが当町にあるということは、非常に今後つ

くっていく上ではやりやすい部分かとは思うんですよね。だけれど、もう少しそれを広

く広げていく必要性があると思うので、その点、地元の自治会とか区とか、そういう方

たち、あとは外国人、アパートのある地区なんかはちょっと気をつけていただいて、そ

こにうまくかんでいくような形、何かあった場合にそこにすぐ災害の報道が行くような、

そういう形を取っていただきたいと思いますが、その点はどうでしょうか。 

健康福祉課長  地域の支え合いマップでございますけれども、こちらのほうは災害時にも、やはり、
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まずこちらのほう、マップを作っていることっていうこと自体が災害時に大きく安心材

料となるところであると考えておりますので、そちらのほうを有効活用ができるような

形で進められたらというふうに考えております。 

坂本議員  今、ずっと質問をしてきましたけれども、地域福祉計画を厚労省がつくって、上位計

画としてつくるということでやっておるわけですけれども、それとは別に、それぞれ自

治体には総合計画というのが盛り込まれて、つくるような形になっておりますけれども、

この総合計画というのは、ある意味では、日本がずっと経済発展をしてきた中で、どっ

ちかっていうと全体の中ではハード的な部分、建物とか、土地利用とか、それから道路

とかっていう、そういう部分に、あと、その地域に住む人たちの人的なソフトの部分を

くっつけたという形での中での計画の内容となっていますけれども、地域福祉計画の内

容は、非常に地域に密着した、そして生活弱者と言われる人たちを一人も支え合いの輪

からこぼれさせない、またはすくい上げるという、そして共に助け、誰もが生きがいを

持って生きられる地域をつくっていくための計画となっております。ぜひ、この計画を

つくった後、先ほど言われたみたいな健康長寿のまちづくりという委員の方たちに戻し

て、また内容を具体化するということでしたけれども、そういう中で充実した総合計画

となりましてやっていただければと思います。また、地域福祉計画が総合計画とリンク

するような形で、既に市、市と言われるところは人材があるのでつくっておるところも

全国にはありますので、当町もそれとリンクするような形の今後の計画の在り方を考え

ていただきたいと思いますが、その点はいかがでしょうか。町長にお答え、できればと

思います。 

副 町 長  地域福祉計画は、長野県でも県の信州のしあわせ創造プランとリンクをしております。

町も、総合計画のものを、いろいろアンケートから全部見たものについてリンクをさせ

るつもりで地域福祉計画をつくっておりますので、地域福祉計画につきましては、先ほ

ど議員さんおっしゃったように高齢者から子どもまで全部の包括的なものを盛り込んだ

ものにしていけという趣旨がございますので、その趣旨に沿って、うちもその効果が発

揮できるようにつくっていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

坂本議員  以上で質問を終わります。 

 

議  長  ここで暫時休憩とします。 

 

休  憩  午前９時４９分 

再  開  午前９時５０分 

 

議  長  会議を再開します。 

２番 三浦寿美子議員。 

２番 

三浦議員  それでは、通告に従いまして一般質問を行いたいと思います。 
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最初に「「新型コロナウイルス感染症対策自治会集会施設設備等設置費補助金」のあり

方について」ということで質問をしたいと思います。 

①です。新型コロナ感染症対策として自治会集会施設への設備費補助金の申請受付が

11 月 30 日締切りで行われました。私の自治会では、コロナの感染を心配し、本来であ

れば臨時総会を開催し対応を決めるところでしたが、隣組回覧で役員に任せてもらいた

いという旨の通知がありました。そのときに回覧された町からの補助金の申請に関わる

文書がお手元にお配りしました１枚目の資料であります。発行の日付が入っていません

が、町のホームページでは９月 25日となっております。自治会長が全戸の回覧を終え、

必要な書類を整え、申請するまでの工程とそのために費やした時間は大きい負担だった

に違いありません。11月 30日という期限があり、申請の書類を準備することに始まり、

お手元の申請方法の流れのとおりに日にちを追って事業を完了し、請求書の提出を済ま

せて初めて補助金が振り込まれるという内容であり、12 月 31 日までに支払いが完了す

ることが条件となっております。申請が締め切られた翌日の 12 月１日の申請件数は 35

自治会でありました。どのような設備をするのか、自治会の財政状況や集会施設の規模

など、それぞれで条件が違います。苦慮されたのではないかと思われます。とにかく 12

月 31 日までに全てを終了するために大変な御苦労をされていることには間違いありま

せん。自治会長さんをはじめ関係者の皆さんに敬意を表するものです。さて、申請のあっ

た事業内容の 35自治会のうち 29自治会がエアコン設置の申請をしております。ちなみ

に、私の自治会ではエアコン設置を行いました。町は申請に基づいて確定通知を自治会

長に送っております。一緒に 11月 12日付でお手元にお配りしました２枚目の飯島町新

型コロナウイルス感染症対策自治会集会施設設備費補助金で設置した設備の適切な使用

についてという文書も送っております。内容は御覧のとおり「換気機能のないエアコン

では換気は行われないこと、またフィルターの性能によっては感染拡大防止に効果があ

まり期待できないものがある」と指摘をされており、「機器の設置のみでの感染症拡大防

止は保証されません。」「使用するにあたり、窓を開けるなど、「換気」を適切に行い、３

密を回避することが重要」となるというような内容であり、集会施設利用者へ感染予防

について周知徹底を求めるような内容となっております。申請を受け付け、確定をして

からこのような通知を同時に送ったことに私は非常に驚き、憤りも覚えたものです。私

の自治会では、自治会長から、エアコンを補助金で設置できた、感染症対策を図り、衛

生環境を保ち、よりよい地域の活動拠点として使用していきたい、取付工事を含め何と

か補助額に収まるよう機種を選び、取りあえず自治会の特別会計から立替え、実績報告

書を提出後、補助金が入り次第、特別会計に振り込むとの報告が 11月１日付で回覧があ

りました。ちなみに、設置したエアコンには換気機能はありません。12月６日の河川清

掃の折にも安心して利用してほしいと言っておられました。11 月 12 日以前に申請し確

定、既に設置した自治会長の手元に適切な使用についての文書が届いているのかどうか

も疑問に思ったところです。エアコンでの新型コロナウイルス感染症対策には無理があ

ることは、当初から様々な形で広く知られていることです。今年の夏、エアコンをかけ

ながらも窓を開けて換気するようにと呼びかけられ、あらゆるところで皆さん体験して
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いるのではないでしょうか。にもかかわらず、感染症対策に対する検証もなく補助事業

を行ったとしか思えない事態が起きています。エアコン設置の申請をした自治会のうち、

申請の事業費から見ると大方の自治会が私の自治会の事業費とほぼ同じであり、換気機

能がないのではないかと見受けられます。換気機能のあるエアコンを設置した集会施設

は幾つあるのでしょうか。私は、明らかに町のミスリードではないかというふうに考え

ます。設置に関わる自治会長さんほか、関係者や集会施設を今後利用する人への負担を

当然のように求めることに問題意識を持たないのかと、驚きや怒りよりも、あきれてし

まったというのが私の本音です。これについてどのような認識を持っておられるかお聞

きをいたします。 

町  長  お答えいたします。本補助金は、新型コロナ対策として自治会集会施設の衛生管理の

保持、平時における活動の感染リスクの低減を図るために、施設整備に必要な設備等の

購入費の一部を補助する制度であります。エアコン設置を選択された自治会が多かった

のは事実でありますが、非接触型の衛生機器やテレワークを想定したインターネット接

続可能な事務機器等、エアコン以外の申請も頂戴しております。換気機能のあるエアコ

ンや空気清浄機を含め、単に機器の設置だけで感染が防止できるわけではありません。

先頃、冬バージョンの信州版新たな日常のすゝめが発表されましたけれども、この中で

も感染防止の注意事項が示されています。これらを組み合わせて予防をしていただくこ

とが肝要だと考えており、いずれの方法もミスリードとは考えておりません。いろいろ

な方法は全て万全ではありませんので、引き続き感染防止対策の周知に努めてまいりま

す。申請の状況等、細部につきましては担当課長から申し上げます。 

地域創造課長  それでは、詳細について御説明を申し上げます。自治会の皆様には大変短期間に迅速

な書類の手続に御協力をいただきまして、大変感謝を申し上げているところでございま

すが、対象の 38 自治会のうち申請をいただきましたのは、議員からも御紹介がござい

ましたとおり 35 の自治会で、申請を希望されない自治会が３か所ございました。申請

率は 92.1％でございます。次に設備の内容でございますけれども、こちらは延べ数とな

りますけれども、まずエアコンの設置を申請されたのが 29 自治会、御紹介があったと

おりでございます。そのうちエアコンのみの設置申請は 20 自治会で、エアコンとほか

の機器で申請をされたのが９自治会、コピー機を設置されたのが１自治会、便座や水栓

等の非接触型機器を申請されたのが 14 自治会で、エアコン以外の機器のみを申請され

たのが６自治会でございました。換気機能を有するエアコンの申請もございましたし、

エアコンと換気扇の申請をされた自治会もございました。これについて正確な数を今手

元に持っておりませんけれども、それぞれ１自治会であったかなというふうに記憶をい

たしております。エアコンを対象とした理由についてでございますけれども、空調とい

うのは略さず申しますと空気調和ということだそうですけれども、この言葉が意味する

ところの温度や湿度、気流、空気の清浄度に配慮し空間の環境を保つという視点で対象

としたものでございます。自治会の集会施設は、通常は地域住民の皆様の活動拠点でご

ざいます。災害時の指定緊急避難場所ともなってございますけれども、災害は季節を問

わず発生する危険性がございます。コロナ禍における夏場の熱中症対策や冬場の暖房、
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湿度対策等のため、大変多くの自治会でエアコンの申請をされたということだというふ

うに捉えております。エアコンが感染防止に万全でないことは、これまで報道もされて

おりますし、御指摘のとおりでございますので、今後も引き続き国や県から出されます

情報に基づいて町の新型コロナ対策本部から出される情報を基に、課としても適切な予

防対策の周知ができるようにしてまいりたいと思っております。 

三浦議員  今、申請の状況についてお聞きをいたしました。私は、エアコン、ここに、この１枚

目の資料、「空気清浄機やエアコンなど集会施設の空調に関する設備の購入、新設工事、

修理、フィルターの交換等」「トイレなどの蛇口等の非接触機器の取り付け等」「テレワー

ク会議等に用いる情報機器の購入やインターネット回線の開通経費等」というふうに対

象例を書いてありますけれども、このときの説明、私は、私の自治会のところの自治会

長の対応の感覚で見ますと、エアコンを設置したことでコロナ対策ができたというふう

に感じられたというふうに受け止めました。それは、本当に安心して利用してほしいと

いうコメントがあったということは、そういうことかなあというふうに思うんですね。

やはり最初のときにあるべきは、じゃあ、そのようなエアコンがどういう意味でここに

あるのかと、今、課長のほうから説明があったような趣旨の説明をきちんと各自治会長

さんが納得して持ち帰ったかどうかというところは、すごく大きな問題ではないでしょ

うかね。先ほども申しましたけど、ついこの間の河川清掃の折に自治会長が、エアコン

が設置できたので、安心してこれからは皆さん集会所を、今まではなかなか使ってもら

えなかったけれども、使えるようになったので使用してほしいと、そういうコメントを

して皆さんに呼びかけをされましたので、本当に、換気機能のないエアコンですけども、

設置したことで安心をしたというふうな状況です。先ほど課長が申されましたように、

夏の暑いときには空気を冷房を入れて冷やし、湿度は高めるとかありますけども。例え

ば、今回、私の自治会では、新年度予算には全く計上されていない、お金もぎりぎりの

ところで特別会計を取り崩して取りあえず支払ったというような状況ですので、余分な

使えるお金は全く持っていない自治会ですね。この申請をするときに配った回覧の中で

は、何とか補助金の中に収めたいと、それ以上、補助金以上に出てしまうと困ったこと

になるので何とか補助金内に収まる形で申請をできればしたいと。検討の結果、無理だっ

たら、それはやめておくというような内容の通知もついておりました。ですので、自治

会の懐の具合により補助金内で収めようと思えば、今まで設置できていなかったエアコ

ンで感染対策ができるなら、そこをぎりぎりのところでやろうということになったとい

うふうに私は受け止めております。実際に私の自治会で設置をしましたエアコンは、本

来ですと 100万円が少し欠けるくらいの金額がインターネット上では出ておりました。

それをこの価格で購入できたということは、皆さん、業者の皆さんのお計らいもあった

のか、時節柄のことがあったのか、そこはよく分かりませんけれども、本当に苦渋の選

択をしながらエアコンを設置したという状況です。もう、それ以上に、例えば空気清浄

機を入れるとか、トイレを何とかするとかっていう余裕は全くない状況の中です。これ

は私の自治会の状況ですが、うちばっかりではないんじゃないでしょうかねということ

で、本当に、今回の補助金は新型コロナ対策ということが一番のメインですので、その
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対応のできるものをまずは購入をしてもらうという、準備をしてもらうというのが筋

だったのではないかというふうに私は考えておりまして、やはり、そういう意味では、

きちっと説明ができていなかったとしたら、やはりミスリードではなかったかと、町長

は違うと言いましたけれども、私はそういうふうに受け止めております。私は、今回の

補助金は９月の定例会のときの第６号の補正の中に入っていた補助事業でして、飯島流

ワーケーションがあって私は修正案に賛成したほうですけれども、この自治会の集会施

設の感染対策には大変大事なことと思って期待をしておりましたので、がっかりしたと

ころです。今回、短期間に設置を求めた理由についてもお聞きをしたいなあというふう

に思います。なぜかというと、やはり十分に検討もできなかったですし、本当に忙しい、

仕事を持ちながら、これだけの期間の間にできるだけ早く何とか対応をしたいという気

持ちも働いたんじゃないかなあというふうにも思っておりますし、十分検討する機会も

時間も、相談する機会もなかったんじゃないかなあというふうに思いますので、この僅

かな時間の中でこれは設置をしなければならない事業であったのかどうか、その点につ

いてお聞きしておきたいと思います。 

地域創造課長  短期間で設置をしていただいたことにつきましては、確かに時間が短かったというこ

とはあると思います。これにつきましては、ほかの６号補正でお願いをした制度、いず

れもそうだと思いますけれども、補助等をしました、それから報告をして交付を受けな

ければいけないというタイムスケジュールの中で限定的に制約があったというふうに

受け止めております。自治会からの申請につきましては、先ほども申し上げたとおりエ

アコンだけをつけたということではございません。それぞれ地域で工夫をしていただい

て、どんなものを選定するかということも地域で、意見交換が十分であったかどうかと

いうところまで十分把握ができませんけれども、対応をしていただいたものと思ってお

ります。 

三浦議員  それぞれの自治会でいろんな検討をされて購入したということには間違いはないと思

いますし、エアコンのみでないということも分かります。先ほど申しましたように、し

かし、本当にある中での、50万円の補助金の中で対応したいというところでは、本当に

エアコンを設置すればほかの準備はできなかったということも事実でありますので、そ

うした在り方についても今後検討を、そのたんびこれがあるとは思いませんけれども、

事情も検討していただきたいなあということです。それで、私は住民の健康や感染症対

策などは町の責務だというふうに考えております。今回はエアコンを設置し、ほかの設

備をされたところは窓を開けて換気をしなくてもいいかもしれませんし、分かりません

けれども、例えば私のところの自治会ですと、集会施設ですと、エアコンは喚起機能が

ありませんので、暑い夏でも寒い冬でも窓を開けて感染予防のために換気をしなければ

ならないというふうに思います。日中利用するというと、お年寄りを集めて、そこでお

茶を飲んだりゲームをしたり体操をしたりというようなことをやったりしていたんです

けれども、とても期待をしていましたけれども、これでは寒い冬に、それはちょっと、

せっかく設備はされましても利用するのはちょっと難しいかなと、暑い夏にもちょっと

考えてしまうなあというような状況があります。やはり一番今考えなければならないの
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は新型コロナの感染症対策が一番大きな問題で、集会施設も実際にはそのために利用が

されていないというのが実態です。ですので、そのためには何が必要であったかという

ことは大きな課題ではなかったでしょうかね。せっかくある感染症対策のための補助金

が違う理由で使われたりとか、実際にはそこまでかなわない内容になってしまったとい

うことについては、やはり見直しをいただくというか、反省をしていただくというか、

今後の在り方については考えていただきたいなあというふうに思うところです。本来、

私は、そういう意味では全町民の関わる大きな課題ですので、例えば各集会所には空気

清浄機を整備するとか、そういう感染対策は町が行うべきじゃないかというふうに……。

それぞれの自治会、先ほども申しましたけど、みんなどこの自治会も条件が違います。

財政状況も違います。考え方も違います。結果的には、暑い夏にも窓を開け、寒い冬に

も窓を開けるような状況では本来の意味がなかったんじゃないかなあというふうに思い

ますので、それを補完するためには、町が全ての自治会施設に、全町民が利用するとこ

ろですので、感染対策としてそうした設備をするべきというふうに私は思いますが、町

長の見解を伺います。 

町  長  感染防止対策につきましては、いろいろな方法、機械、機具等があります。このメー

カーでさえ過度な期待は禁物という情報を発信しております。多くの自治会がエアコン

を選ばれたことにつきましては、総体的に考えてそれぞれ適切な御判断をなされたこと

と思っております。エアコン設置につきましては、先ほど申し上げたとおりミスリード

とは捉えておりませんので、改めて空気清浄機を整備する考えはございません。なお、

新型コロナウイルス感染対策として自治会にお願いしていることは、集会やイベントを

行う際は会議前に検温、手指消毒、マスクの着用を確認いただくようお願いしておりま

す。風邪の初期症状がある方は参加を遠慮いただくことで蔓延防止に努めていただきた

いと思います。先日、ＮＨＫのニュース、これはゴールデンタイムでありましたので、

日本人の多くの方、少なからずの方が御覧になられたことと思いますけども、そこのテー

マは、コロナウイルス感染症について国民から何が最も必要な対策なのかという質問が

ＮＨＫに多く届けられたということから、専門家の方が回答しておられました。説明し

ておりました。大切なのが２つあります。まずは、マスク着用にて飛沫感染の多くが防

止できる。そして２つ目に挙げたのが部屋の換気を行うことが重要。これが防止対策の

中で本当に必要な２つであるということを申されておりました。図面がこの三角形の底

辺からずっと細くなっていくんですけども、この太い部分にこの２つがありました。そ

して細くなってきた３分の２以降、こちらのほうにいろいろの機械、機具がありまして、

あればなおよいと、こういうお話でございました。その後、都内の小学校でしたか、動

画が流されました。それは、授業中にエアコンを回しながら空気温度を維持し、そして

窓を時々開けると、これが一番のいい方法であると、こういうお話をされておりました。

納得のいくところだというふうに思います。今回、自治会の皆さんがエアコンを選択さ

れたことは、そのような形で、冬でも夏でも、こういうウイルスがはやったときには空

調を整えながら窓を開けて換気をする、これが一番大切なことだというふうに思ってお

ります。それぞれの機械もありますけれども、それぞれの欠点、利点があるのではない
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かというふうに思っております。 

三浦議員  町長の言われることはよく分かりますし、そのとおりだというふうに思います。ただ

し、お手元にお配りしました２枚目の数値、これ11月 12日付で出されているんですけ

れども、換気機能のないエアコンはって、先ほど言いましたけれども、そうした文書を

出されましたよね。ということは、やはり、本来でしたら、今、町長が述べられたよう

なことが言われて、自治会長さん、説明のあったときに納得をしていただいて、あとは

選択をしてもらうというのが筋だと思うんですけれども、後追いのようにこれが確定文

書と一緒に送られたということですので、説明がなかったのかと、していなかったのか

なあと、今、町長の言ったようなことの説明なしにこれが行われたのかなあという疑問

が私はずっとあるんですけれども、その点はどのようにされたのかお聞きをしておきま

す。 

地域創造課長  まず、先ほどの 11月 12日付の通知ですけれども、これは機器の設置が済んで確定通

知と一緒にお送りをさせていただいているものですけれども、そもそもこの制度を御案

内するときに新型コロナウイルス感染症対策として設備や備品の設置工事、修理、購入

等に係る費用の一部を補助しますということで、その中でコロナの感染症防止対策とい

うことは申し上げておりますけれども、十分ではなかったという受け止めも少しあった

もんですから、確定通知の中で換気が必要であるということをお知らせさせていただい

た文書でございます。 

三浦議員  ということですので、やはりきちっとそのことが説明されて納得して自治会長さんが

持ち帰ったというふうではないというふうに受け止めました。やはり私も気持ちの中で

はミスリードだと言わせていただきたいと思います。 

次なんですけれども、丸の３番です。高齢者支え合い拠点施設として町が指定管理を

している施設、自治会の集会施設もあります。これは町の所有している施設でありまし

て、施設管理を委託はしておりますけれども、これはあれですか、自治会に補助金を出

して設備投資を求めるということが筋なんでしょうか。ちょっと私はこのことについて

は疑問なんですけれども、その点の考え方についてお答えをいただきたいと思います。 

副 町 長  高齢者の支え合い拠点施設ということで指定管理によって自治会の集会施設と兼ね

ている建物につきましては、町と自治会において基本協定書を交わしています。協定書

では、施設の改修や新規の備品の購入については指定管理者である自治会が負担するこ

ととなっております。そのために、今回の新型コロナウイルスの感染症対策自治会集会

施設の設備等の設置補助金等につきまして、その活用の関係につきましては、各自治会

に各施設の設備をいただいておりますので補助とさせていただいたということでござい

ますので、御理解をお願いいたします。 

三浦議員  それはよく分かりました。では、自治会が負担するということで、最初からそういう

ことになっていたという理解でよろしいですね。では、これからもぜひ全町民の皆さん

が安心して自治会の集会施設を利用できるような対策を、共によいアドバイスをしてい

ただきながらできるようにお願いをしたいと思います。とにかく誤解をしたまんまでエ

アコンを回せば安心だというようなことにならないように、ぜひこれからも対応してい
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ただきたいというふうに思います。 

それでは、２番目の質問に移ります。特定外来生物、要注意外来生物、すみませんが、

この要注意外来生物というのは、調べていくうちに、平成 27年にリストが出来上がりま

して、そのときに要注意外来生物というのが廃止をされまして、外来生物のリストの中

に載るようになったということで、そちらのほうに載っている植物がセイタカアワダチ

ソウになっておりますので、御理解をいただきたいと思います。調べが足りなくて申し

訳なかったと思います。お手元にお配りしました３枚目の資料ですけれども、写真は、

これ、ウィキペディアからいただいたものです。まず最初のものがアレチウリ、ちょっ

と小さいですけどね。隣の右側がオオキンケイギク、とても春から夏にかけてきれいに

咲く花ですけれども、今、飯島町のどこにでも見受けられる花になっています。それか

らオオハンゴンソウ、これも大分広がっているかなあと、ちょっとキクイモの花に似て

いる感じなんですけれども、これが特定外来生物となっています。もう一つがセイタカ

アワダチソウ、これは特定外来生物とは違いますけれども、生態系被害防止外来種リス

トというのが作成されまして、その中に入っております。外来生物の植物の駆除は、生

きたままの運搬が禁止をされております。抜き取りをしても、それを今度は移動するこ

とも禁じられております。枯れてしまうと特定外来生物ではなくなるということですけ

れども、まだ生きて青々として、どこかへ持っていって放置をしたら、またそこから根

がつくとか、どこかに移植をするとか、そんなような持ち出しは禁止されております。

法律では、特定外来生物に指定された生物を飼育、栽培、保管、運搬、販売、譲渡、輸

入、野外に放つことなどが原則禁止となっております。これには罰則もあります。違反

した場合、最高で個人の場合、懲役３年以下もしくは300万円以下の罰金が科せられる、

法人の場合は１億円以下の罰金が科せられるとなっております。草刈りの際に花がきれ

いだと刈り残している例も見受けられます。栽培をしているとみなされてもおかしくな

い状況であります。特定外来生物法、これは、正式には特定外来生物による生態系等に

係る被害の防止に関する法律というそうですけれども、2005年の６月１日に施行されて

おります。駆除の一番よい方法は抜き取りです。例えば抜き取るとか、あと除草剤をま

くとかします。除草剤なんかは、その植物だけじゃなくて、外来生物だけじゃなくて、

またその周辺の別の植物も、在来植物も枯らしてしまうおそれがありますので、一番は

抜き取りがよい方法だというふうに言われております。移動をしてはいけないというこ

とですので、その場で乾燥させてごみ袋に入れて燃やせるごみとして出す。袋の中に入

れて密閉して枯らしてから燃やせるごみに出すというのが処理の仕方というふうになっ

ております。行政などで駆除の事業として実施する場合は少し違う対応ができるという

ふうになっているようです。近年、町の至るところに繁茂をしており、徹底した駆除が

必要と思います。どのように認識をしているのかお聞きをいたします。 

住民税務課長  特定外来生物についての御質問にお答えをしたいと思います。外来生物につきまして

は、環境省と農林水産省によりまして、ただいま議員のおっしゃられました生態系被害

防止外来種リストが公表されておりまして、その中に御指摘の外来植物も含まれている

ところでございます。これらの植物が増えますことにより町の財産であります自然環境
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が汚染され在来種に影響を及ぼしたり、アレルギーなど健康被害にならないよう、常に

情報を収集すると同時に、住民の皆さんに情報を提供して駆除をしていくということが

重要であるという認識をしております。 

三浦議員  では、町では今までどのような取組をしてきたかお答えください。 

住民税務課長  毎年、特定外来生物等の周知ということでいいじま未来飛行の紙面で掲載をしてきて

いるところです。今年につきましても２回にわたり、その植物が一番増える時期を見計

らいまして、植物の写真を掲載した上で駆除の方法ですとか必要性、また駆除への協力

を呼びかけているところでございます。具体的な取組としましては、町の主催で各団体

等からボランティアをお願いし河川美化清掃、こちらは、本年、コロナ禍で中止となり

ましたけれども、こういった活動などを通じて駆除作業をしているところでございます。

これら外来種の撲滅につきましては、根気強く行っていくしか方法がないというふうに

思っております。今後も地域の皆さんへ周知と駆除への協力をお願いしたり、引き続き

ボランティアの皆様の力で駆除作業を進めてまいりたいと思っております。 

三浦議員  私も未来飛行とかで周知をということで見てはおりますけれども、実際にそれを見て

自分の身の回りに生えている外来生物を駆除するという作業を住民の皆さんの中でどれ

だけ行われているかということについて把握をしているかどうかお聞きをいたします。 

住民税務課長  広報をしておりますけれども、実際に住民の方からこういう植物がありますよってい

う情報は、ここ最近はないというふうに認識しております。こちらでも巡回をするとい

うようなことはなかなかできない状態ですので、住民の皆さんから情報をいただけるこ

とが大きい情報源になりますので、そういった情報をいただくことも、また御協力をお

願いしていきたいというふうに思っております。 

三浦議員  例えばアレチウリ、結構いろんなところで見受けられます。国道を通っておりまして

も道端にしっかりアレチウリが生えているとかいうのも見かけます。このアレチウリ、

最初は本当に小さくて、抜けば簡単に抜けるんですけれども、今の時期はもう実がなっ

ています。花が咲く頃になりますと、本当にもう細かいとげで、触ったらいっぱいとげ、

細かいとげ、分からないくらい細かいとげがたくさん刺さります。とても抜き取りはで

きる状況ではなくなります。花が咲きますと、その花にアカバチがとても好んで寄って

きます。とても、そういう意味では、通学路とか、いろんなところに繁茂していますけ

れども、危険だというふうに思います。やはり芽が出始めてまだ花の咲く前に駆除する

ことが大事ですけれども、やはり町民の皆さん、知らないんだというふうに思います。

生やしておいてはいけない、駆除しなければならない植物ですので、やはり、まず自分

の家の庭先、畑、そんなようなところから出てきたり目についたら駆除するような、そ

んな取組をもっともっときめ細かにお願いをしていくというような取組が必要だという

ふうに思います。それから、オオキンケイギクですけれども、今年も、皆さん御存じで

すか、庁舎の東側の生け垣のところに２～３本きれいな花を咲かせておりましたね。い

つ気がつくかなあと思って、私、誰かが抜き取るかなあと思って見ていましたけど、抜

き取りはしませんで、そのうちに、草刈りをするときに刈られてしまったのか、なくな

りましたけれども、皆さん、そういうことに対して疎いというか、知識がないというか、
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やはり、未来飛行で知らせているといいながら、庁舎の中でそういうこともあるという

ことも問題じゃないかなあというふうに私は思いました。オオハンゴンソウ、このハン

ゴンソウも、昔は八重咲のやつがお盆花として私の実家にも植わっておりましたけれど

も、その頃は観賞用で多分植えていたんだと思うんですけれども、オオハンゴンソウと

いうのは本当にもうあちこちで繁茂していて、今の時期にとても大きな、私よりもかな

り背の高い茎になりまして花が咲いています。どんどん繁茂していきますので、やはり

駆除は大事だというふうに思いますし、セイタカアワダチソウは特別外来生物ではあり

ませんけれども、リストに載っている植物です。私、20年くらい前に高知県に、四国に

行ったときに、本当にもうどこへ行ってもセイタカアワダチソウだらけで、本当に驚い

たんですね。でも、そういう状況が今、飯島町の中で普通だというふうになってきてい

ます。やはりこれも在来の植物を枯らせてしまうということで、抜き取りが大事だと思

います。いろんなところに生えていますよね。私が抜き取っても大丈夫なようなところ

は抜き取ったりもしたりするときもありますけど、とてもとても、よそのおうちの庭先

のやつを私が抜くわけにもいかないというようなこともたくさんあります。そういうこ

とで、本当に飯島中に、もう駆除をしなければならない植物が増えていますので、やは

り共有して目についたら抜き取りをするというようなことが大事になってきます。それ

で、その方法なんですけれども、やはりそのものを知って一緒に駆除する一斉行動みた

いな先ほど言われましたようなやり方もありますし、あとは、それぞれの住民の皆さん

に協力していただいて駆除をするということになりますと、まずは、それを知っていた

だいて、抜き取りをしたらそのことについて評価もしてもらいたいなあというようなこ

とを感じます。例えば、四国のどこでしたっけな、四国だか和歌山でしたっけね、どこ

でしたっけね、ミカンにカミキリムシがついて枯らしてしまうということで、カミキリ

ムシの駆除をするのに子どもたちがカミキリムシを一生懸命捕って、それを農協さんに

持っていくと１匹 50円かなんかで引き取ってくれるというので、夢中になってカミキリ

ムシを捕っているというテレビ報道がありましたけれども、やはり駆除をしていただい

たら、そこに何かの健康ポイントみたいな、そういう形でポイントをつけて貢献したと

いうことで何かに還元できるようなことを考えるとか、それぞれの皆さんが関心を持っ

て本当に自分の身の回りの外来植物を駆除する気持ちになってもらえるような方法をぜ

ひ研究していただきたいなあというふうに思います。それと、やはりいろんなところで

行政が主導して組織して、そういう機会を持って、一緒に、そういうボランティアさん

と一緒に行動するとか、そういう取組をもっと、１回２回じゃなくて、もう飯島中どこ

もですから、地域、今年はどこどことか地域を決めてやるとか、何かそういう方策をき

ちっと立ててやるべきじゃないかというふうに思います。生やしておいていいというも

のではなくて、法律で決まって駆除をしなさいと言われている植物ですので、ぜひそう

いう取組をしていただきたいと思いますが、町長の御見解をいただいて、質問を終わり

たいと思います。 

町  長  自然の驚異は恐ろしいなあとつくづく感じております。絶滅することがあるんでしょ

うかね。世の中に不要な生命はないという教えの中からすると、これは不要の生命だと
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いうことになるんですけれども、人間の力でどのように制圧できるのか、逆にビジネス

的な感覚からいくと、何かに利用できないのかなあとも思ってしまうわけでございます。

そういう利用がない限りにおいては、個人個人の注意をもって、身の回りに、せめて、

その自然の猛威に抵抗していかなければならないなというふうに感じております。 

三浦議員  質問を終わります。 

 

議  長  ここで休憩を取ります。再開時刻を10時 55分といたします。休憩。 

 

休  憩  午前１０時３９分 

再  開  午前１０時５５分 

 

議  長  会議を再開します。一般質問を続けます。 

７番 折山誠議員。 

７番 

折山議員  通告順に質問してまいります。 

初めに質問事項１「石曽根工場用地の今後は」これについて伺ってまいります。この

件につきましては、一般質問通告後にメールや電話、また行き会った際に声をかけてい

ただいた方が数人おりました。これまで一般質問通告後にその内容について声を寄せら

れたことは今回が初めてでございます。石曽根工場用地の進出予定企業の撤退というこ

とは、地元を中心に町内の大きな関心事になっているというふうに感じております。用

地売買契約という社会一般的なルールを越えてまで誘致企業がなぜ町に撤退通告をする

に至ったのか、この点については今後の企業誘致政策を円滑に推進するためにも内部で

十分な総括をすることを求めるにとどめたいというふうに思っておりましたが、ただい

ま直前にもちょっとお手紙を寄せていただいた方がおりますので、誰が悪いとかいう、

そういう議論はこの一般質問で行うべきでないというふうに私は考えております。建設

的な部分に話を進めたい、基本的にはそう思うんですが、多くの皆さんはどこに原因が

あったのかを求められていると思います。これは全く私の推測の域を出ないことなんで

すが、また後に話を進めていくと分かるかもしれませんが、簡単に言うと、ふるさとと

いうものに思いを寄せる創業者と企業経営というものに重点を置く会社というもののバ

ランスが均衡を今までしていて用地契約までたどり着いたんですが、何かの理由でその

バランスが創業者の思いを越えて企業という価値観のほうにウエートがシフトしてし

まったのではないか。ですから、一言で原因を語れるような内容は、今回のことにはな

いのではないか。聞くのであれば、町側の話、撤退を決めた皆さんの話、両方を均等に

聞かないと難しい話で、これは混乱に輪をかけてしまいますので、今回の私の質問は、

町長のオフィシャルサイトや議会でも発言をされてまいりました音楽村構想、今後どう

なっていくのか、その点に重きを置いた質問を続けさせていただく所存でございます。

また、この件が既に町内に広まっていることに鑑み、以降は企業の固有名詞を使って伺っ

てまいります。 
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質問要旨１－１、初めに、誘致企業であるミヤザワフルート製造株式会社が当該地で

の社屋建設を断念したことを先頃町に通告したことの報告が議会にありました。その折

には、なお粘り強く社屋の建設に取りかかっていただく努力をしていくというお話でご

ざいましたが、現状はいかがでしょうか。私の質問の趣意に沿った御答弁を願います。 

町  長  お答えいたします。誠に残念なことでありますけども、ミヤザワフルートさんの工場

の建設が中止になったということでございます。この間、地元住民の皆さんも地域の方

全体が御努力いただいて引き止めに入ったわけなんですけども、また私たちも仲裁・調

停をさせていただきました。最終的には企業判断で企業進出断念という結論が出ました。

今後、飯島町としては企業誘致に専念してまいりますけども、いろいろのことを鑑みな

がら進めてまいりたいと考えております。 

折山議員  質問要旨１－２、８月に生じた撤退騒動は、地元自治会、地元地区を中心にうわさが

広まり、一方では、議会は最近まで何も知らされてきませんでした。議会との信頼関係

構築をどのように考えるのか、この点について伺います。これまで議会は、用地買収や

関係道路整備予算を議決し、町長の企業誘致や音楽村構想に期待をし、施策推進に力を

注いでまいりました。以前にもこのような、数は少ないんですが、町に大きな課題が生

じた際には、町長から、このような問題が生じた、現在、解決に向けて対応中であり、

情報が広がり混乱が生じないように、議員の皆さんについては現時点では承知おきいた

だき、何かあれば協力願いたい、そのような情報提供と議会報告も数度ありました。議

員も承知さえしていれば、うわさが広がり町民から質問や叱責を受けたときに、議案を

議決した立場から自らの責任を持って対応が可能なわけなんですが、今回のようにうわ

さが先行し、町民から議会や議員は職務怠慢と責められても、何の答弁も反論もできず、

議員としての職責を果たすことはできません。私も情報が伝わった時点で前から承知し

ていたという町民になぜ早く情報をくれなかったのかと申し上げましたら、私の周囲は

みんな知っているんで当然議員は承知していると思っていた、こういったようなことで

ございました。町長、町と議会は、考えや手法の是非という距離は保ちつつも、町をよ

くする思いと努力、結果に対する責任は両輪で負うものと理解をしております。互いに

町のために切磋琢磨する関係、間柄として、議会に上程される町長提案に期待し、議案

の多くを自らの責任を併せ持って採択してきたこれまでの関係をどのように考えておら

れるのか。町民の不利益につながる不都合を表面化するまで抑えている。悪い言葉で言

えば隠し続ける。これまでの信頼関係を損なう、そのような姿勢は一議員として納得し

難いものですが、風通しのよい行政をうたう町長のお考えを、その点を伺います。 

町  長  今回の事案につきましては、突然の問題でございました。それも個人的な言葉、ある

いは感情的なことに起因することでありましたので、これは水面下の中でしっかりと話

し合えば解決できるという見込みが当初ありました。それで、地元の方々も一生懸命努

力されて、いろいろの方法で再考いただく方法を取ってきました。その都度、ああ、こ

れでいい回答がいただけると、こういうことを期待しておりましたけれども、なかなか

それがうまくいかなかったということでございます。そのうちに、うわさがだんだんに

地元から町内全域に広がるようになってきました。町としても頂いた文書に対して再考



- 22 - 

いただく文書をお送りしました。それでもかなわないということの中で、最終的に多く

の方、６名の署名をいただく中で、企業、工場建設続行のお願いをさせていただきまし

た。その返事も待って最終判断としたいという、幾つかのそういう期待を持った手法を

取ってきたわけでございます。それが結局、最終的には建設断念ということになったん

ですけども、その間、水面下ではなくて、飯島町全体にうわさが広がったわけなんです

けども、議会の皆様方にはそれをお伝えする機会を逸してしまったということでござい

ます。今考えると、もっと早い段階で報告の区切れがあったかなというふうに思ってお

ります。そこで皆様方にも相談しながら行けば、もっといい対応ができたんではないか

なとも予想されております。正式に皆様方にお伝えする機会を得なかったことについて

は反省しており、心よりおわびを申し上げるところでございます。 

折山議員  もう少し早いと、役員決定前に議員なり、いろんな方が動いていらしたということは

後からお聞きいたしましたが、やはり情報は早くあれば、それで、議員も皆良識人で、

知り得た秘密を漏らしてならないことのルールはきちっと守れる人ばかりなんで、もう

少し議会、議員っていうものを信頼して適切なタイミングでの情報提供を求め、質問要

旨１－３、町ではなく、土地開発公社が用地取得したことの弊害はなかったか。この質

問要旨ですが、公社理事会、議会一般質問を通じてこれまで土地開発公社の弊害、不要

を訴えてきた私の強い思い込みから生じた勘違いでありまして、今回は、町が土地を取

得し、造成を行い、用地売買契約まで一貫して行ってきたことに対する誤りの通告でご

ざいましたので、ここで勘違いのおわびを申し上げまして、この質問要旨については取

り下げます。 

さて、本題に入ります。質問要旨１－４、音楽村構想の今後はについて伺います。下

平洋一オフィシャルサイトには、「リニア新時代、後継者が夢を抱いて故郷に戻れる経済

基盤のある地域へ」というスローガンの中にアルプスの自然環境での生活をイメージす

るスローライフ、癒し、熟成をブランディングした音楽村構想を発信する事業や企業誘

致を推進しますと今も掲げられております。これは町長の選挙公約そのものでしょうか。

その公約に基づき今回も進められたと思うんですが、私はその発想力に引かれました。

全国の多くの市町村が自然豊かなとか、自然景観を生かしたまちづくりだとか、観光戦

略などと自然にちなんだやや抽象的な表現を掲げているというふうに認識をしておりま

す。その中にあって、音楽村という具体的な戦略を発想し、提言をされたわけでありま

す。その背景には大正琴の全国組織を有し、今を時めく日本バイオリン、この創業の当

町は地であり、創業者が当町出身ということで埼玉から工場移転をしていただいたミヤ

ザワフルートさん、そのほかにも既に土地、建物を取得し、飯島町への進出を目前にし

ているんでしょうか、楽器製造企業があります。さらに、この６月には音楽家でフルー

ト奏者であり作曲家の竹下正登さんが飯島町に思いをはせて制作したフルートアンサン

ブル組曲「飯島」、これをＣＤ化し、町に寄贈をしてくださいました。まさに町長の目指

す音楽村構想にふさわしい環境が整いつつあったわけです。今日の現状から、町長は音

楽村構想を今後どのように進められるおつもりか、その点、お伺いいたします。 

町  長  音楽村構想の発想は、ミヤザワフルートさんが飯島町へ新工場を建てるということを
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お聞きしたことが起点であることは間違いありません。多くの期待をしておりました。

そして、ほかにも、日本の楽器製造メーカーにお話する中で、昨年はファゴットの製造

メーカーであるタケダバスーンさん、これも飯島町の音楽村構想に賛同していただき、

また自然の中で楽器を作るということの利点を御理解いただき、飯島町に工場を造ると

いうことを決定していただいて、土地も建物も確保していただきました。また、その後、

楽器を作る技術について提携をしたいというお話も頂いておるところでございます。こ

れが、楽器製造メーカーを集積して音楽村構想の核にしたいというふうに思った行動が

この行動でございます。しかし、経済的な企業をお招きするというほかに、音楽村構想

は、もう一つは、やはり音楽文化を醸成していきたいという考え方が片方にございます。

ミヤザワフルートの監修に携わっております竹下先生、また飯島町営業部の文化部会、

そして飯島町内の音楽愛好家、この方々が協力関係を結んでいただいて幾つかのコン

サートを開いていただいて、おなじみになってきております。このコロナ禍でも観客を

集めない音楽会を企画していただいたりしております。もちろん、町の 60周年のときに

は、組曲「飯島」ということで飯島のテーマをすばらしい音楽に４部編成で作っていた

だいております。そういったことで、人とのつながり、音楽文化は深く醸成されてきて

いるなというふうに思っております。残念ながら、ミヤザワフルート、企業としての進

出はかなわない状態になりましたけれども、この音楽村構想の心の部分は、これに左右

されることなく育まれていくことと思います。また、そのような状況をつくっていきた

いと思います。そして、ほかの企業もしっかりと根づいていただき、そのお力をお借り

していきたいと思っております。 

折山議員  この項全体のまとめに入ります。企業誘致という施策を考えたとき、町民益を第一に

考えなければならない飯島町と自らの発展を優先して判断をするべき企業との間では、

おのずと価値観に距離があり、誘致に際しては、その妥協点を見いだすことが要となっ

てくるように思います。冒頭申し上げましたが、ミヤザワフルートさんが用地売買契約

の締結後でありながら社屋建設の撤退を決められたことは極めて残念で悲しいものです

が、その背景には、先ほど推測で申し上げましたような何らかに起因する何かがあった、

そういうことで決定された、一言で言えば、この段階に至っても撤退することに企業と

してのメリットがあるとフルートさんが何らかの理由をもって判断されたのであれば、

ある意味やむを得ない結論ではないのか、そのようにも思うものであります。自由主義、

資本主義の世の中では、そういうことが優先されていくんだろうと。しかし、当町の音

楽村構想は、町内外の様々な方、音楽関係者や関連産業など、様々なジャンルの方の夢

となる可能性があり、どのような状況が訪れようと、先ほど町長の語っていただきまし

たとおり、最後までチャレンジし続けることを強く求めるものでございます。ここで、

このたびの件である町民の方から寄せられた声と、町長はもう御承知と思いますが、竹

下正登先生のネット上に残されている言葉を町長にお伝えしたいと思います。初めに町

民の方の言葉でございます。ミヤザワフルート誘致がどのような結論になっても、これ

まで長い間、ふるさと飯島のことを思い、町の子どもたち全員にリコーダーを贈り続け

てくれたミヤザワフルートの会長さんが悲しい思いをしないように、お願いします。こ
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れが１人の方の声です。続いて竹下先生のネット上に残されている言葉です。町に寄贈

したＣＤは、新型コロナウイルスの緊急事態宣言下にあった今年の大型連休中に収録し

たものです。新型コロナで自身の音楽活動ができなくなり、何もやる気が起きず、曲も

書けなくなった。そんなときに迷いながら自分と向き合う中で、まず飯島町のことが頭

に浮かんだ。町の人々に会いたい、町から山を眺めたい、そんな思いが込み上げて、丸

２日間没頭して組曲をレコーディングしました。そのようにつづられておるわけです。

時間をかけて培われたお互いを思いやる優しい言葉、飯島町とそこに暮らす人々に深い

思いを寄せてくれる音楽家がいる、胸が熱くなります。さて、現実に戻りますと、これ

から飯島町は町民益を損なわないために、そしてミヤザワフルートさんは新たな企業経

営、戦略のために、両者それぞれ困難な事後処理が待ち受けていると思います。しかし

ながら、近い将来、アルプスを背景にした大正琴の勇壮な演奏、清流の瀬音に乗せてフ

ルートのメロディーが流れる、町内外から多くの人が集い交流をする、楽器関連や音楽

プロデュース関連の産業企業が進出してくる、そんな音楽村が実現できることを願って

やみません。どうか、今後の事後処理に当たっては、お互いを思いやり、町と企業が良

好な関係を維持、構築していってもらうために穏やかな解決に向かうことを強く求め、

町長のまとめのお言葉をいただきたいと思います。 

町  長  今回、企業の判断ではありますけれども、企業を支えるのは、またリードするのは人

間であります。私たち町民も人間の塊であります。大きな傷を人間同士の間に残さない

ような解決をしてまいりたいと思っております。 

折山議員  質問事項２「循環バスの存続と利用増の工夫を」。 

質問要旨２－１、循環バスは、真に困った人の大切な移動手段、存続と利便性の確保、

利用増につながる努力を求める。このことについて伺いたいんですが、これにつきまし

ては、試乗体験をした社会文教委員のそれぞれの皆様が既に感じたままに質問され、私

の思いも代弁していただきましたので、ここでは１点だけ伺うことといたします。昨日

の質問者の多くが循環バスは福祉政策であるべきではと語っておりましたが、私もそう

思います。所管は総務課であっても、福祉の政策だろうと、こんなふうに思います。試

乗して感じたことは、福祉政策は机上で検討していては駄目なんだなあということを思

いました。循環バスについて言えば、バスがなければ通院すらままならない方の実態を

目の当たりにし、自ら体験しなければ見えてこないことがたくさんあるんだというふう

に感じました。極論を言えば、便がよくても悪くてもこれしかない、そんな方の利用が

多かったように思います。そこで伺います。高齢者が増加し生産年齢人口が減少してい

く当町では、地域互助の推進とともに循環バス運行は極めて大切な福祉施策であり、今

後も継続していく必要性を強く感じるものですが、その点、町長のお考えを伺います。 

町  長  飯島町の公共交通ということでいいちゃんバスがあるわけでございます。この運営に

ついては、いろいろの方々からいろいろの角度から御意見をいただいております。いい

ちゃんバスの運行が福祉で始められておりますけれども、福祉の観点からも、細部に使

われやすい状況であるのかどうか、これも考えなければならないと思っています。その

ためにもっとほかの方法があるのかということもしっかり考えなければならないと思っ
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ています。そういったことを多面的に考えながら方向性を決めていただくよう総務課の

ほうで研究していただいております。 

折山議員  循環バスの利用者が少なくて廃止っていうことも視野に入れられているお言葉かと思

いますが、その場合にはきちっとした代替措置、これが伴うべきだということを申し上

げて、質問事項３「未来への事業（トレーラーハウス活用のワーケーション）の投資効

果の展望は」これについて伺います。 

３－１、大金を投じるワーケーション用トレーラーハウス設置事業の投資効果の見通

しを問う。この質問は、過日の議会でトレーラーハウスの購入と下水道つなぎ込みなど

の関連予算を議決した後に、多くの町民からありゃ何だと聞かれたことから掲げた項目

であります。私自身、補正予算に賛成したことから、本来、私自身の口から明確に説明

しなければならなかったんですが、取りあえず、コロナ終息後の活力あるまちづくりの

ために行う先行投資で、激務に疲れた企業戦士が、つかの間、自然の中で遊び、体験し、

在宅ワークをする場などであり、こうした従業員を抱える企業と連携し、そこに都市と

の交流を生み出し、町の活力へと踏み込んでいく、そういった構想の下に行う事業だと

いう説明まではしたんですが、そこから先の具体的な中身に踏み込んだ説明ができませ

んでした。しかしながら、昨日の同僚議員に対する答弁の中で、これは町の最重点の政

策であり、水力・木質バイオマスエネルギー活用、アグリイノベーション 2030、ワーケー

ションなどを循環的にリンクさせる政策だとの説明で、町長の頭の中にある壮大なまち

づくりビジョンが私にもおぼろげながら全体像として見える部分がございました。答弁

を伺いながら、正直すごいなあとも感じましたし、これは独創的で壮大な分、投資効果

を期待するまでには時間もかかるんだろうなとも一方で感じました。これまで人口１万

5,000 人をはじめとする町長の意気込みや構想は伝わり、理解をしてまいりましたが、

目標に近づいている具体的な私の体感はまだ少ないように感じるところでございます。

それは、次から次へと新たな発想が広がり、その分、個別の夢や目標が薄まってしまい、

進捗に対する体感度が、これは私のですが、低くなっているのかもしれません。また、

このことは要所要所で関連議案を議決してきた私にも当然責任のあるものでございます。

ですから、そろそろ目に見えて一歩近づいたなと町民の皆さんが思ってもらえるような

成果が今求められているのではないか。そのためには、名称が先行するプロジェクトチー

ム、これや町民、民間、その力だけを頼りにするようなものではなくて、壮大な構想の

一つ一つに専任スタッフ制を導入するなど、町はこれまで以上に本腰を入れてかかる必

要があるのではないか、そのように思うのですが、町長のお考えを伺います。 

町  長  飯島町の基本的な将来設計の中でしっかりとした柱を構築しなければならないという

のは、私が町長になっての念願でございました。当初年は、いろいろの種をまかせてい

ただきました。それぞれにそれぞれの名前をつけさせていただきました。今２期目を迎

えて、それらのチャレンジしてきたことを線づけ、糸づけをして、それをずっと鵜飼い

のように手繰り寄せてくる、今、段階だと思っております。飯島町営業部も立ち上げま

した。それぞれの方々が努力していただいて、５つの部会で新しい飯島の魅力を発掘し

ていただきました。それがあって、それを受けて、観光戦略会議がそれをプログラム化
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しようと。プログラムっていうのは、飯島町に訪れた方々が、そのメニューの、飯島町

の観光メニューのプログラムで楽しんでいただくと、観光資源のない飯島町にとって自

然が売り、そしてそこに住む人が売りと、こういうプログラムの中でそれに接していた

だく、こういうことにおいて地域の交流、都市との交流を行っていきたいということで

す。また、自然のエネルギーを自分たちの利益のために使おうよと、エネルギーの地産

地消でございます。これが水力発電。また３～４年前から大手企業と折衝しまして、飯

島町へぜひその事業を持ってきてほしいということも進めておりました。また、新しい

農業、もうかる農業をしなきゃいけないというお話もさせていただきました。いろいろ

の課題、いろいろのお願いをしている中で、皆さん、今、それがぐっとまとまる方向に

今来ているんです。当然この方向は４年前に描いておりました。しかし、それはなかな

か言っても分からない。一つ一つ現場のことをつくりながら、それが気づいてみたら大

きな形になっていると、こういうことだろうかと思います。遠くを見る者は黙して行か

ん、こういう形の中で、今、局所局所でお世話になってきたことが今１つにまとめられ

ようとしております。これは、将来、10年後、リニア新時代を迎える、地方創生の中で

地域間競争が激しくなる中で、飯島町が独特なまちづくりをする、そういった意味では、

１つの１点では駄目だ、幅広いそういったお力をいただかなければ発信の力は弱いとい

うことでございます。環境循環ライフ構想、やっぱり、飯島流ワーケーションとか、環

境循環ライフ構想とか、こういったネーミングは必要なんです。新聞に載るにしても、

全国的に話をするにしても、ただのワーケーション、あるいはアグリワーケーションと

言ったとしても、誰がつけても同じなんです。我々の場合には飯島流ワーケーション、

これを農水省のほうに話ししております。また、アグリイノベーション 2030、やっぱし、

これは何なんだと、こういう魅力を引くネーミングは必要なんです。これは、行政はビ

ジネス感覚であるという、私が民間企業者から町長になった１つの特性でもあります。

この特性は生かしていくことが押し上げていただいた町民に対する方法だというふうに

思っております。いろいろの名前をつけるとおっしゃいましたけれども、やはりこれが

必要なんです。それと、コロナ禍の中で大金を使わせていただきました。しかし、全国

発信するにはある程度間口が必要なんです。今回の地方創生臨時交付金も使わせていた

だきました。しかし、これ、皆様方に御理解いただいて予算づけされております。ただ

言葉だけで、文章だけで、政府あるいは農水省に話ししても、どこに金を使っているん

だと、あんたたちの治政はどこなんだと、もちろん言われます。そのたびに、今回の臨

時交付金を使わせていただきまして、まずこういうことをやりたいと思います。あのト

レーラーハウス５台を並べる、ここは１つのランドマークです。今回の飯島流ワーケー

ションにおけるランドマークとなるところです。ここは、例えばメディアが来たときに

も写真の撮れる場所になるわけです。インスタグラムが撮れる場所になるんです。そう

いうことも考えながら、いろいろの意味合いを持った事業。これから町民の皆様にもっ

と説明しなくてはならないと思っています。商工会の町政報告会、あるいは農業者のむ

ら夢楽塾等にもお邪魔して、環境循環ライフ構想、飯島町の 10年に向けた大きな事業の

中、みんなに御協力いただくことをお話ししてまいりたいと思っております。これが、
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まとめて方向性をつけるのが私の任期中の仕事だと思っております。 

折山議員  大分時間を残してしまいましたけど、町長がもう少し熱く音楽村構想を語る時間って

いうものに随分配慮をした結果がこんなようなことになったわけです。これだけ最後に

申し上げたいと思うんですが、お互いに責任を持ってこの町をよくしていく立場の中で、

10 年後か 20 年後に下平さんと折山さんが生きていて、どこかで顔を会わせたときに互

いによくやったなあと笑顔で振り返れるような今後の政策推進を求めまして、私の質問

を終わります。 

 

議  長  ここで昼食のため休憩といたします。再開時刻は午後１時 30分といたします。休憩。 

 

休  憩  午前１１時３２分 

再  開  午後 １時３０分 

 

議  長  会議を再開します。休憩前に引き続き一般質問を行います。 

９番 浜田稔議員。 

９番 

浜田議員  それでは、通告順に質問を行います。 

本日は２件の質問でありますけども、１件目はトレーラーハウス５台を並べる観光戦

略の中身についてのお尋ねであります。最初に、この質問の背景を説明いたします。本

定例会の初日に飯島町議会は議会基本条例の改正案を可決いたしました。この改正議会

基本条例の第 13条は次のように記しています。「議会は、町長等が提案する政策、施策

及び事業について、その水準を高めるため、町長等に対して次に掲げる事項を明らかに

するよう求めます。」何かといいますと、「１ 政策を必要とする根拠と代替案」――代

わりの案ですね「の検討等提案に至るまでの経緯、２ 他の自治体の類似する政策等と

の比較検討、３ 町民参加の実施の有無とその内容、４ 総合計画及び関係法令、条例

等との整合性、５ 政策の財源措置、６ 将来にわたるコスト計算」こういった項目を

事業の採択に当たって議会はチェックするべきであるということが定められています。

しかしながら、町議会は事業費 8,400万円余、その後の多分職員人件費等も加えれば恐

らくは１億円を超えるであろう事業に対して、この条例に基づく審議を尽くしたとは言

えない状況で可決に至ったわけであります。もちろんのことながら、慎重審議を妨げた

のは町側の唐突な提案と貧弱な説明資料だったということに原因があると考えています。

採決済みの事業ではありますけれども、条例の定めに従って、１億円規模の飯島流ワー

ケーションの事業の根拠をただし、町民への議会としての説明責任を果たそうとするの

が、この１番目の質問の趣旨であります。 

それでは、質問の１－１に入ります。まず、この事業の中心を担うであろう観光戦略

会議の期ごとの人選の推移、それからトレーラーハウスを選定するに至った経過、それ

から先ほどの条例にも定めてありますように比較検討されたであろうほかの選択肢との

優劣比較の結果をお尋ねいたします。 
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町  長  お答えいたします。まず、観光戦略会議について説明いたします。観光戦略会議は、

地域資源を生かし、観光基本計画を具体化し推進することを目的に設置されました。町

長の委嘱により、有識者、各種産業や観光、交通関連等、多様な事業者、また年齢も広

範囲に 20名以内で構成され、１期２年で活動いただいている組織でございます。本年７

月までを１期、８月からは持続性と新規性を考慮して人員を選定し、２期目のスタート

を切っております。次に、活動の概要については、１期目では、町内観光候補地の現場

検証などを行い、町の課題も捉えた中で、飯島町の観光の位置づけ等、活発な意見が出

されました。一例を紹介しますと、農業と観光の組合せ、コテージと農地のセット、観

光による関係人口を創出して角度を変えた移住・定住を促進する、これらを地域全体で

取り組むことの必要性が出されました。さらには、地域の生活、文化や身近な自然を楽

しんでいる地元の人々、それ自体が観光資源であるという、まさに地域の「光」を感じ

て「観る」という本来の観光理念を捉えた方向性も確認されました。１期目の任期終盤

には、実際にお客様を招いて飯島町でのモニターツアーを実施して、現実的な課題も把

握しました。また、ほかの観光要素をメニューにしたモニターツアーを計画しようとし

ましたけれども、コロナ発生で研究を深めることはできませんでした。これを受け、２

期目では、さらに多くの年間、四季を通じて滞在型のお客様に提供できる体験メニュー

づくりが重要な課題として引き継がれました。後ほど説明しますワーケーション事業の

成否を左右する重要なポイントが、この体験メニューづくりであります。メニューの魅

力の中に飯島町の独自性があり、しかも多くの町民が参画できることが必要となります。

この体験メニューをしっかりとつくり込むことが観光戦略会議２期目の目標の１つと

なっています。次に、トレーラーハウスの選定につきまして説明いたします。農地つき

トレーラーハウス５台を宿泊の拠点とする戦術は、飯島流ワーケーションの１つのツー

ルであり、仕掛けの一部であり、本事業の象徴的な場所となるランドマークを形成する

ものであります。ですから、全国への発信に堪えられるある程度の物量感やステージの

広さ、異空間性など、重要な要素となります。今回の根底となる飯島流ワーケーション

とは、リニア新時代を迎え、将来の発展に向けた準備をする中で、今見えている幾つか

の課題、すなわち地方の魅力が再認識される時代への対策、都市と農村の交流の推進、

飯島町の新しい観光へのチャレンジ、移住・定住促進の新しいアプローチ、農業の新し

い価値観の創出など、これらを同時に解決できる戦略としてワーケーションを考えてい

ます。このことにつきましては９月議会でも説明させていただきました。また、政府の

第２次地方創生臨時交付金の案内を受け…… 

浜田議員  そこまで質問していません。 

町  長  いろいろな説明しないと、幅の広い問題だと思っていますので。せっかく準備しまし

たので…… 

浜田議員  質問の範囲で答えてください。 

町  長  質問の範囲だと思っています。 

また、政府の第２次地方創生臨時交付金の案内を受け、その交付要綱にコロナ禍にあっ

て新しい生活様式の実践を推進する事業としてワーケーションが取り上げられていまし
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た。これは、環境省、総務省、農水省が推奨しており、長野県も将来への布石と捉え、

取り組もうとしています。ワーケーション事業の事業資金を 100％交付金で賄うことが

できるのであれば、飯島町の将来に向けて懸案の課題を解決する千載一遇のチャンスで

あると捉え、ワーケーション事業推進を決定いたしました。ワーケーション事業決定の

いきさつです。また、トレーラーハウス選定につきましては、既に飯島町が所有してい

る２台のトレーラーハウスがお試し住宅として人気が衰えないという独自の魅力がある

ことに着目したものであります。議員はトレーラーハウス５台を並べる観光戦略と単に

申されましたが、本事業目的の多様性や効果の連鎖性から見て非常に狭い視点だけを切

り取られた捉え方であり、本事業をイメージ的にミスリードする表現であると感じてい

ます。トレーラーハウス５台を並べただけで飯島町の魅力ある観光が全国的に発信でき

るとは毛頭考えておりません。トレーラーハウスのその他の利点等については担当課長

から説明申し上げます。 

浜田議員  必要ありません。 

求めている質問にお答えにならずに違う説明をなさっているようでは一般質問の趣旨

に反すると思います。まず、トレーラーハウスの言葉を切り取ったとおっしゃいますけ

れども、ランドマークとおっしゃったんではなかったんですか。ランドマークを私はわ

ざわざ目立つようにしたはずなんですけど。もう一つ、答弁漏れがあります。他の方式

と比較検討したのか。これについての答弁がありませんので、答弁をお願いいたします。 

町  長  他の方式との比較は、ほかのトレーラーハウスに代わるもので、課長に説明していた

だこうと思っていたものでございます。課長さん、お願いします。 

地域創造課長  それではお答えを申し上げます。町長からも話がございましたけれども、まずトレー

ラーハウス、利点は人気があるということ、特別な感じがあるためだと思いますけれど

も、この特別感、あるいは非日常感というようなものは観光には必要な要素であろうと

いうふうに思います。９月議会の折にも少し御説明を申し上げましたので重複は避けた

いと思いますけれども、しゃれた外観、高級感のある内装、断熱性、標準装備品の充実

度の高さはトレーラーハウスの特徴であるというふうに思います。これを同じレベルで

空き家で提供しようとした場合、空き家の状態によるかとは思いますけれども、トレー

ラーハウスを購入するよりも高額の費用が見込まれるということが１つございます。そ

れから、トレーラーハウスは移動できるということが強みでございますので、設置する

場所が決定すれば、そこへ移動させて据え付けることができます。空き家は当然移動さ

せることができません。飯島町に滞在をいただくということは、イコールすばらしい自

然環境の中で過ごすということに相違ございませんけれども、そうは申しましても、や

はり２つのアルプスが見える場所というのは間違いなく魅力的だというふうに思いま

す。もし、あまり手を入れずに済む空き家があったとしても、それが必ずしもよいロケー

ションの場所、しかも農地の近くに立地しているというふうには限りません。いい所ま

で引っ張っていくというわけにはいきません。快適な居住環境というのは大切でござい

ますので、おいでいただく方にはできるだけ飯島のよさを知っていただきたいというふ

うに思い、トレーラーハウスでお過ごしいただき、この地のよさを味わっていただくと
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いうことが意味のあることであるというふうに思います。 

浜田議員  観光戦略会議が中心になっているという説明だったと思いますけども、昨日の久保島

議員の一般質問に対して町長は、飯島流ワーケーションの構想は１期目の観光戦略会議

からの申し送り事項に基づくものだというふうに答弁なさいました。１期目の観光戦略

会議の申し送り事項というのは一体どのようなものだったのでしょうか。といいますの

は、１期目の観光戦略会議の議事録がここにございます。（現物掲示）のり弁当ですがね。

もう既に新しい食品事業が展開されているのかなと思わず思ってしまうわけですけれど

も。ここに、これが最終日、前回の最後の会議、本年度の６月 30日に開催されました。

ここでは資料が１部出ていまして、これは、これまでの観光事業の棚卸という中身の資

料が１部です。それ以外は、個々の人たちの様々な発言が出ていて、そこには申し送り

事項といったような内容はございません。それどころか、冒頭の発言だけ御紹介します

と、今回の進め方について、データも提示されていないだけで、必要性、ニーズがある

なしだけで評価すべきではないと、こんなような評論がいきなりスタートから出てきた

り、あるいはバーベキューをやって焼肉屋さんがそれを専業にするような取組が飯田市

ではあるかとか、それからインターネットにつながっていれば農業も違った形でできる

けども、それとは逆にインターネットのないところで暮らしてはどうかとか、今回のワー

ケーションとは全く無縁の発言がずっと列記されていると、そういう話であります。だ

とすると、町長が昨日の答弁でお答えになった申し送り事項というのは一体実態は何な

のか、これについてお尋ねしたいと思います。 

町  長  ワーケーションを行うということが申し送り事項ではありません。１つのアイデアと

して、農地とコテージのセットとか、農地を主体にした観光とか、そういう課題の申し

送りを受けて、これを解決するための方法として、今期、ワーケーションを取り入れる

ことを決定したわけでございます。 

浜田議員  少なくとも議事録にはそういう記述はないわけですから、申し送りというのは書類で

すか、それとも何かの記録ですか。申し送りと言われるものの実態を説明していただき

たいと思います。 

町  長  会議に出ていて、そういった方々の話の中にまとめがあると思います。正式の議事録

の中に、そのときにそうした人がいたかどうか分かりませんけども、そういった思いは、

私はその中で受け継いでおるところでございます。いずれにしても農業は大事ですねと、

こういう思いは大きな引継事項としてありました。 

浜田議員  要するに発言のつまみ食いだったというふうにしか私には聞こえないんですが。どう

してかといいますと、ワーケーションという言葉は１回だけ出てきました。トレーラー

ハウスという言葉はゼロ回でした。それ以外のところは、今、農業というふうにおっしゃ

いましたけども、意外に発言の回数の中で多かったのは、飯島ではもっと発酵食品を中

心にやったらどうだ、これは農業と離れた話ですね。それから、２つの道の駅に車上泊

の人がいるから、こういう方々と接してはどうかとか、様々な文言があります。その中

で町長のお気に入りのところだけを抜き取って、一般質問に対する答弁で飯島流ワー

ケーションの構想は第１回の観光戦略会議の申し送り事項だ、いかにも権威のある結論
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であるかのように言うのは、これこそミスリードではないでしょうか。恐らく今の話で

申し送り事項というのが単なる町長の思い込みだということは非常にはっきりしたとい

うふうに思います。他の選択肢は検討しなかったのかということに関して言えば、古民

家の改造は 1,100万円以上かかると、こういうお話でした。それはそれで１つの計算な

んでしょう。 

それでは、１－２の観光戦略会議で新事業はどう立案されたかに移りたいと思います。

これは、さっき冒頭に説明した議会の審査事項の中に当然含まれているわけですけれど

も、観光戦略会議で事業規模、所管組織、実施部署、収支計画などはどのように検討さ

れたんでしょうか。お尋ねいたします。 

町  長  新事業の立案過程でございます。ワーケーション事業推進の決定過程は、先ほどの説

明のとおりであります。前提に飯島町のリニア新時代に向けて懸案の課題が幾つか浮き

彫りにされてきた時期と相まって、政府のタイムリーな支援と全国的なニーズの方向性

が一致していることで事業決定いたしました。また、そもそも４年前に飯島町営業部を

開設して自然部会、花部会、文化部会、食部会、アウトドア部会の５つの部会に町民 120

名ほどが参画いただき、飯島町の魅力資源を掘り起こし、磨き上げて、飯島町の売りを

発信していこうと事業を進めてきたところでございます。各部会ごと、また町の有志に

も協力いただいて、各方面に少なからぬ実績や功績を残していただきました。そして、

次なる課題は、これら発掘し磨かれた町の魅力をどのように発信し、これらの資源を目

的にしたお客様をどのように集客してにぎわいをつくり、飯島町全域にもうかる仕掛け

をつくることができるのかが次の課題となってまいりました。観光戦略会議を設置し、

その施策を検討していただき、幾つかの方向性と提案をいただいた中で、総合的に判断

すると集客の有効な方法としてワーケーション事業が有力であると町が判断したところ

でございます。ここ数年は、拠点となる農地つきトレーラーハウスのある場所を中心に

展開する農業塾や地域文化交流、地域自然交流を体験メニューとしたプロブラムを試験

的に実施しながら充実した魅力ある体験メニューをまとめて、本格的な稼働を目指して

まいります。当初の集客拠点の整備や人員育成等は町が全面的に支援してまいりますが、

自主運営につきましては、地区営農組合にも当初から実体験していただき、本格稼働に

向けて準備していただきたいと思っております。事業当初は、試験的な運用機関として

ある程度の事業規模を持たせるためにトレーラーハウス５台としております。 

浜田議員  事業決定の経過を聞いているんです。 

町  長  所管は、地域創造課を中心に、関係部署が連携してまいります。収支計画は千人塚セ

ンターハウス建設と同様に、集客促進の仕掛けを町が投資し、民間企業がこれを利用し

ながら運営して利益を出していただきたいと思っています。ワーケーションの集客が増

加すれば、町内全域にその恩恵があるものと考えています。農家民泊や町内の宿泊施設

もお客様の要望により利用があるものと考えています。また、飯島体験ツアーメニュー

は、どこの宿泊施設でもセールスポイントとなると思っております。 

浜田議員  論点をずらさないで質問にストレートに答えていただきたいと思います。私の質問は、

観光戦略会議で新事業はどのように立案されたのか、そのときに事業規模、所管組織、
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実施部署、収支計画はどうなったのかということだったんですよ。今、観光戦略会議が

どういうふうに決めたかというお言葉は一言もなかったんです。どの会議でどのように

決められたか、再度、その点だけ説明をお願いします。 

町  長  観光戦略会議でワーケーションをするとか、トレーラーハウスを使うとか、そういう

決定をいただいておりません。ワーケーションをトレーラーハウスを利用しながら行う

というのは、町の決定でございます。しかし、その事業が成功するためには、先ほど申

しましたとおりメニューづくりが一番大切で、そのメニューづくりに観光戦略会議の皆

さんのお知恵を拝借したいと、こういうお願いをさせていただきました。今では、農業

塾部門で 50プログラム、文化交流体験、自然交流体験でそれぞれ 50プログラム、合わ

せて 150プログラムを、今年、第２期目の２年で作成していただく、これを飯島ツアー

150選ということでブックにしていきたいと考えております。 

浜田議員  観光戦略会議で決定したんではないというのは、今初めて聞きましたですね。ワーケー

ションのたびに観光戦略会議というのを枕言葉のように使われているので、当然そうな

んだろうというふうに私は理解していましたけども、どうも誤解だったようです。実は、

観光戦略会議の議事録、２回目からのり弁当じゃなくなったんで大変分かりやすくなっ

たんですが、第２期の第１回目の会議が８月にありました。これはほとんど自己紹介に

終始していまして、具体的な議論には至っていなかったように思います。ただ、その冒

頭に町長は観光戦略会議に対して飯島流ワーケーションの説明をなさったような記録に

なっています。第２回会議は既に議会議決が行われた後の 10月に行われまして、ここで

資料、ワーケーション事業についてというのがあります。それに対する観光戦略会議の

中の発言は様々でした。まず、トレーラーハウス５台を買うことが決まっているのかと

いう質問が戦略会議のメンバーからありました。つまり、９月議会で議決されているん

だけれども、10月のこの会議まで伝わっていなかったんですね。そんなことであるんな

ら、あらかじめ会議の前に資料を配付してほしいと、こんなような議論があって、その

後、種々雑多な意見があります。ファンをつくる前にトレーラーハウスを買ってしまう

ような順序でいいのかとか、それから先ほど否定されましたけれども空き家や空きア

パートをもっと活用してはどうかとか、それからプログラムは観光戦略会議でつくるの

かと、そんな質問ですとか、それから今のそんな議論があった挙句に、最後に会長がま

とめたのはこういう言葉で結ばれています。今日は現状報告という形になりましたが、

具体的な形が見えなくて申し訳ないんですが、次回以降またお話ししたいと、これが観

光戦略会議の中で繰り広げられた議論であります。ですので、観光戦略に対しても、今、

町長がいみじくもおっしゃったように、実は町の、もっと極端に言えば、この構想全体

が町長の自作自演と言っては言い過ぎかもしれませんけれども、観光戦略会議の同意も

得ていないような形で現在まで進められているというのが実態ではないでしょうか。そ

れから、それを裏づけるものとして、昨日の久保島議員の質問への答弁の中で町長ははっ

きりこういうふうにおっしゃいました。営業部５部会が協力していただくことになりま

したと。私も自然部会の部会員ですけれども、このような協力についてのお知らせも何

も、いまだにありません。一体どこで飯島町営業部５部会がこのワーケーションの戦略



- 33 - 

の下につくということが決まったんでしょうか。それほど自主的のない組織なんでしょ

うか。昨日の答弁についての責任も含めて町長の見解をお尋ねいたします。 

町  長  先ほども申し上げましたとおり、ワーケーションとかトレーラーハウスを決定したの

は戦略会議の中でではありません。戦略会議にお願いしたのは、昨年最後にプログラム

メニューをつくっていただきましたけれども、一年間のプログラムメニューもつくらな

ければならないという志半ばで終わったわけでございます。今回のワーケーション事業

の成否を握るポイントは、やはり飯島町のよさを発信するメニューにありますよという

ことを、ワーケーションの説明の中でこういう形のワーケーションですと、ですから、

この中でプログラムが必要ですと、こういうお話をさせていただきました。初めての会

議や初めてお集まりいただいた人の中には、いろいろの形で理解がまだまだ浅かったか

と思います。だんだんに、これは理解されていくもんだと思っています。最初から全部

理解して出てスタートしていくと、みんな集まってきたわけですから、それぞれの思い

もあります。しかし、この観光戦略会議はメニューづくり、これをつくることが飯島町

のワーケーションの１つの大事なことなんですと、こういうお話をさせていただきまし

た。それで、今後はその部分で協力していただきたいというお話。さらに、飯島町営業

部の皆さんにこの話をしていなかったといいますけれども、今までに実績があるんです。

この部分の情報をいただきたいということで、ワーケーションに賛同してくれ、それで

私たちがやりますということでなくて、この事業を成功させるためには今まで営業部の

皆さんが苦労してきた人、開発してきた人、場所、物、これについて情報提供をいただ

くことにおいて充実したメニューができると、こういうお話をさせていただきました。 

浜田議員  ここは議会で、記録にも残ります。町民全体に対する行政の正確な報告の場であると

思います。昨日の町長の発言は、営業部５部会が協力していただくことになりました。

明言されたわけです。実態はありません。訂正していただきたいと思います。 

町  長  訂正はいたしません。飯島町営業部が協力していただくことになりましたということ

は、情報を提供していただくということでございます。今まで培った情報を提供してい

ただくことにおいて協力していただくという意味でございます。 

浜田議員  そういう言い換えが通るんでしたら、町長の答弁の値打ちというのは下がる一方だと

私は思いますよ。協力と情報提供とは全然違うじゃないですか。協力というのは、やは

り手を動かして、戦略会議の方針に従って具体的に動くことじゃないですか。ただ情報

を流せばいいんですか。そういう言葉の置き換えは信頼を失うもとだと思います。つま

り、先ほどから伺っている限り――もう一つ付け加えますと、農業法人の協力というふ

うに盛んにおっしゃいますけれども、恐らく想定しているであろう農業法人の幹部の方

に聞きましたけれども、この話は一切聞いていないという答えを２度ほど聞いています。

つまり、もう一回最初から言いますと、観光戦略会議はほとんどつんぼ桟敷に置かれて

いたと、その中で町長も出席されて多分先ほどのような弁舌で熱い思いを語られたんで

しょう。けれども、戦略会議のメンバーは、必ずしもそれに賛同するような形でまとまっ

た結論には至っていないと。それから、営業部についても、情報提供ですか、今日はっ

きり聞きましたけど、そういう話でも、勝手に解釈されているのかもしれませんけれど



- 34 - 

も、少なくとも営業部の中にそういった流れはできていない。農業法人についてもしか

りだと思います。少なくとも、これが全町民の協働を期待するのであれば、裸の王様に

ならないようなやり方で進められることを求めて、これ以上は無駄だと思いますので、

質問１については…… 

町  長  議長。 

浜田議員  終わります。 

町  長  議長。 

議  長  発言中ですので。 

浜田議員  求めていませんので、質問ですから、質問のない答弁は要らないと思います。 

町  長  大きな誤解があります。 

浜田議員  ２番目に新型コロナの感染症の対策はどこまで進んだかを質問いたします。感染症の

危険性をどう捉えているのか。それから町内への感染症波及のリスクをどう予測してい

るのか。ワクチンと予防手段の町内適用はいつ頃になると見通しているのか。この点に

ついてお尋ねいたします。 

総務課長  新型コロナウイルス感染症につきましては、持病のある方や高齢者の方が感染します

と重症化する危険があること、また、中には無症状の方もおり、普通に生活してしまう

と感染が拡大するなど、非常に危険で厄介や病気と捉えております。また、上伊那地域

の発生状況を見ましても、多くが陽性者との濃厚接触者が感染ということで、またその

接触者も発症するなど、次から次へと感染が拡大している事例も報道されております。

先ほど申し上げましたが、症状のない感染者が当町に訪れ、町内で感染が広がる危険性

もあるわけで、感染リスクの予測、これはなかなか難しいわけですが、いつ当町から感

染者が出てもおかしくない状況ではないかというふうに判断しております。したがいま

して、大切なのは今自分たちのできることをきちんと実行していくこと、こういうこと

だと思っております。特に御高齢の方や持病をお持ちの方は御注意をいただきたいなあ

というふうに思っております。なお、ワクチンにつきましてですが、先日、予防接種法

の一部を改正する法律が可決されたという報道がありました。国は来年前半までに全国

民分のワクチンを確保する方針を示しましたが、これは安全性など心配な部分もまだま

だあるというふうに思っております。また、予防接種の実施主体を市町村というように

しておるようですが、開始時期や接種の方法など、詳細はこれから示されるような段階

でございますので、しっかりと注視してまいりたいというのが今のスタンスでございま

す。 

浜田議員  これも盛りだくさんの質問を準備したんですけれども、時間も押してきましたので、

ごく簡単に幾つかの質問をまとめてお尋ねしたいと思っております。お手元に資料をお

配りしてあると思いますけれども、カラー刷りで裏表、４ページになります。できるだ

け精度が高いと思われる情報を幾つか拾ってきました。ちょっと簡単に最初に説明して

おきますけれども、１ページ目の「新型コロナとインフルエンザ」というのは、これは

かなり驚くべきデータで、冬になるとインフルエンザが増えるわけです。ちょうど夏が、

日本の夏は南半球の冬だったわけですから、そこで何が起こったのかっていうのを調べ
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たデータなんですが、一番上が南米、アルゼンチン、チリ、パラグアイ、ウルグアイ、

毎年冬になると、このオレンジ色のカーブが毎週1,250人ぐらい発生するというのが今

までの常だった。ところが、今年の初めにロックダウンが行われて以降、ほとんどイン

フルエンザの感染者はゼロになってしまったと。同じような結果が２番目のグラフにな

りますけども、これはオセアニア、オーストラリア、ニュージーランド等々、ここでも

毎年、毎週 1,000人以上の感染者が出ていたのが、同じくロックダウンと同時にほぼゼ

ロになってしまったと。北半球はどうかということなんですが、もちろん夏なんで正確

なデータはないんですけども、実は、冬の割に、ケベック州がロックダウンを行ったと

いう時期とほぼ符合する形でインフルエンザの感染者がゼロになってしまった、こうい

う結果であります。もちろん専門家も過去 20年間聞いたことがないというのが、これは

メイヨー・クリニックって、アメリカで多分第１級ですね、大統領や外国の元首もかか

るような病院の方が驚いているというぐらいの状況です。この意味するところも正確に

は分かっていませんけども、恐らくはマスクや３密の回避といったことをやれば、実は

インフルエンザは防げるのではないかと。逆の言い方をしますと、インフルエンザと違っ

て、コロナウイルスはインフルエンザが収まる程度の対策では防ぐことができないよう

な危険な蔓延症だということをこのグラフは示しているんではないかというふうに思い

ます。ですので、日本の死者数が少ないからといって決して侮れないんではないかって

いうのが１つ目です。それから、１枚おめくりいただきまして、これは幾つかのデータ

をつなぎ合わせましたけれども、一番上のグラフは、首都圏とそれ以外、首都圏といい

ますのは東京と３県、神奈川、埼玉、千葉、この３県の累積の死者数の推移です。この

状況は極めて深刻だというふうに私は思っております。赤い部分が東京圏の死者、灰色

の部分がそれ以外のところの死者ですけれども、コロナが発生して８月ぐらいまでは首

都圏のほうが６割ぐらい、死者の６割ぐらいが首都圏に集中していました。ところが、

10月以降はむしろ地方に死者数が増えている。しかも急増しているということで、東京

から地方に非常に深刻な事態が拡大しているということであります。じゃあ、その地方

の一部である長野県はどうなのかというのが、下のグラフに２つ示しておりますけども、

これは皆さんもよく新聞等で御覧のように、発生からその後の感染者数の推移です。問

題は、その下です。長野県のＰＣＲ検査数。これが、新規感染者の発生者に比べてはる

かに遅れているということは、このグラフで一目瞭然だというふうに思います。そこで、

改めてお尋ねしますけれども、このグラフを見ると、本来であれば長野県は、県外から

の流入に対して、ＧｏＴｏキャンペーンとかに対して積極的に反対をすべきではなかっ

たのか、飯島町も含めてですよ。それと同時に、長野県のＰＣＲ検査等の防護対策の遅

れに対して飯島町は積極的にこの危険性を言うべきではなかったのか、それが町を守る

行政の立場ではなかったのかといふうに私はこのグラフを見て思うんですけれども、こ

れに対する見解をお尋ねします。 

町  長  ただいまのグラフは、説明されてもあまりよく分かりませんでした。それで、ただい

まの見解は、浜田さんの独特な見解であろうかなあと。いろいろの見解を述べられて、

政府も専門家がそれに従って事業を実施しているわけですから、長野県にも伊那保健所
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にもそういう専門家の方がおられて分析しておるんだと思っています。それについて反

対だという浜田さんの御意見もあろうかと思います。しかし、我々は政府の指示に従っ

てやるほかありません。 

浜田議員  政府の見解というふうにおっしゃいますけれども、分科会の見解は違いますよね。Ｇ

ｏＴｏキャンペーンはやめるべきだということをおっしゃっているわけです。知事に

よっては反対されているところも相当数ありますよね。ですので、政府の見解、それか

ら地方の見解、それぞれにあると思います。それから町も独自の見解を持って当然だと

いうふうに思いますけれども、町長はそういうふうにはお考えにならないんでしょうか。 

町  長  政府も分科会の見解と違いますし、県もそれぞれいろいろの見解がある中で、どれが

正しい見解なのかということは分かりません。飯島町にそれを判断する専門的知識がな

いので、この伊那管轄の上伊那地方事務所、あるいは伊那保健所の中の専門家の指示に

従うことが賢明だと思っております。 

浜田議員  私はもっと事態は切迫していると思っています。さっき私ページ数間違えましたけれ

ども、青いグラフのほうを御覧いただきたいと思います。これは、町長がおっしゃるで

しょうけれども、政府の見解ではありません。政府の見解ではなくて、出どころはグー

グルの感染予測です。グーグルはアメリカの各州ごとの感染予測をずっと展開していま

して、先月からでしたかね、日本の各都道府県に対しても予測を始めました。その中の

長野県に対する予測です。これはグーグル社が勝手にやっているかということなんです

けども、一応政府もヒアリングをしたことになっていますが、その結果は公表されてい

ません。ですので、これはあくまでも参考データです。ただし、計算方法やなにかにつ

いては全て公開されているので、結果との照合は可能ですし、いずれは評価が定まるも

んだと思っています。目下のところ、これ以上予測について語っているデータはないの

で、これを御参考までに示したということですが、この予測の中には今年いっぱいまで

の長野県内の患者がこうなるだろうという予測が示されています。上のグラフは日ごと

の入院者数及び療養者数がどうなっていくかということなんですが、11月に入ってから

急増していまして、かなりのベッドの占有率を占めているということになっています。

この予測によれば、これが年末まで続くであろうという予測です。それから、死者の予

測も出ています。現在、長野県内では６人の方が亡くなっているわけですけども、この

恐ろしい予測によれば、今後３週間余りの間にさらに３人の方が亡くなるであろうと、

そういう予測です。それから、感染者の累計も予測されていまして、今の勢いが年末ま

で止まることはないだろうというふうに予測されています。この予測を信じるか信じな

いかは別にしまして、しかしながら、そうはいっても政府が数字を出していない中では、

それなりに着目すべき数字だと思いますけれども、これも御覧にならない、あるいは検

討の対象になさらないんでしょうか。このことをお尋ねして質問を終わります。 

町  長  いろいろの方がいろいろの見解を申し上げております。どれが正しいかなんていう判

断は、私にはできません。ですから、上伊那地方事務所、伊那保健所の方々の御指導が

適切だと思っております。行政はやはりそういった方々の見解に頼ることも、飯島町長

が独自の見解を出すなんていうことは誰が信じてくれるんでしょうか、そのように思っ
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ています。 

浜田議員  終わります。 

 

議  長  ６番 好村拓洋議員。 

６番 

好村議員  それでは、非常に何か緊張した空気の中、ちょっと空気を変えて、換気したほうがい

いんじゃないかなっていう感じですけれども、最後の質問者ですので、通告順に一般質

問を始めます。今回の質問は、第三者承継マッチング事業と、過去行った質問から、そ

の後の経過について伺っていきたいと思います。 

１番目、第三者承継者事業の考えについて伺っていきます。先月開催された全員協議

会で報告がありました。その後、新聞報道もされましたが、説明のあった図によると地

域おこし協力隊がメインになるような絵になっておりました。しかし、昨日、本多議員

に対する答弁の中では地元の方が理想という御説明がありました。それ自体は公平性の

面からもよかったと私は評価しております。誤解がないように、私も先に言っておきま

すけれども、誤解がない答弁をお願いしたいんですが、私はこれに賛成、評価しており

ますので、そういった立場で質問していきます。この事業ですが、2017年６月に永続し

たまちづくりの考えについて町長へ質問をしました。廃業する事業者の方や意欲ある人

材に長野県後継者バンクの取組や日本一創業しやすい県づくり事業で県が取り組んでい

ることを一般質問の中で紹介をさせていただきました。詳しくは紹介していないですけ

れども、そういったことを取り組んでいるのでやったらどうかっていうことを申し上げ

ました。その後、先月の報告があるまで音沙汰がなかったのかなあというふうに思って

おります。協力隊制度も含め活用しながらやるということで、どのような検討がされ今

回の発表になったのか、まず最初に伺いたいと思います。 

町  長  お答えいたします。町では、後継者支援として商工業の経営を継いだ方に申請により

後継者支援助成金 10万円を支給しています。御提案いただいた取組もありますけれども、

町としても支援策を模索していました。親族承継や従業員承継が難しいとの声をお聞き

し、事業者の皆さんに第三者への承継を視野に入れていただくことで事業承継を支援し

ていきたいと考えております。地域おこし協力隊制度の活用は移住・定住の側面からも

期待しているところでございます。 

好村議員  町でも取り組むということなんですけれども、県の取組だったりとか県の窓口に、こ

ういった町で新たにやっていきたいんだけどっていうような相談とかはされたんでしょ

うか。その点を伺います。 

産業振興課長  お答えいたします。先月、御説明を申し上げる前でございますけれども、県のほうに

も御相談させていただいて取組を進めてきているところでございます。具体的には、

やっぱりケースが出てきたところで、また県の皆さんや関係機関の皆さんとも具体的に

連携をしながらやってまいりたいと考えているところでございます。 

好村議員  一応、再度の確認になりますけれども、協力隊だけではなく、地元の方が声を上げて

ほしいという認識で間違いないでしょうか。そこだけ、もう一度、再度確認させてくだ
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さい。 

産業振興課長  継ぐ候補者の方、こちらにつきましては、今お話ありましたとおり、町民の方でもし

やりたいっていう方がいらっしゃれば、それはすごくうれしいことだと思っております。

協力隊につきましては、そのうちの１つの手法ということで考えているところでござい

ます。 

好村議員  確認できました。ありがとうございます。そういうことですので、ぜひ私もいろんな

方に手を挙げていただいて取組が進むことを願っています。実際、これ、取り組むに当

たっていろいろと心配になる点も出てくるわけですけれども、幾つかこの取組について

伺っていきたいと思います。まず、この事業承継にかかる期間中は、承継する側の人、

どういう扱いになるんでしょうか。例えば雇用なのかどうかという点です。例えば、地

元の方であろうと、移住者、協力隊含むですけれども、承継にかかる期間の生活資金だっ

たりとか、非常に重要になってくるかなと思います。ここであれなんですけど、Ｍ＆Ａ

みたいな企業買収とかでは早いのかなあと思うんですけれども、一般的には、事業承継

には、私の調べたところでは５年～10年ぐらいは見ておいたほうがいいよというふうな

ことが独立行政法人中小企業基盤整備機構の事業承継ポータルサイトに載っておりまし

た。最速で２か月という事例もあるんですけれども、それは地元の方が名乗り出て、顔

見知りで創業者の思いを知っている知人の方の事例でした。その辺の承継にかかる期間

の支援はどのように考えているのか、その点について伺います。 

産業振興課長  今、議員おっしゃりますとおり、承継につきましては、そのケースによりまして個々

対応がかなり求められるっていうふうに思っております。引き継ぎ方とか期間につきま

しても個々のケースによる部分がかなり大きいというふうに思っておりますので、これ

につきましては、具体的なケースを捉えながら、その中で対応してまいるというふうに

考えておりますが、例えば、引き継ぎたくて、その店舗さんに就職をしながら引き継い

でいくっていうことになれば、その店舗さんでの対応というような形になろうかと思い

ますので、そこもまたケースによりながら対応を考えていくといったところでございま

す。 

好村議員  ケース・バイ・ケースという感じなのは理解できるんですけれども、例えば協力隊だっ

た場合に、３年間は国からの交付金、総務省ですね、あると思うので、しばらく生活は

できるとは思うんですけれども、私も生活していたので、ぎりぎりでしたけど。公平性

の面、ある意味、一企業に協力隊を配置するような、そういった法律的な面とか、公正

面についての検討はされましたでしょうか。お伺いします。 

産業振興課長  今おっしゃられたところも本当に課題だと思っておりますが、後継者をマッチングし

まして、確かに協力隊が入ったところは、協力隊の活動費なり報酬なり、それは協力隊

の経費のほうで出るというようなことがございます。ただ、今回広く事業者の皆さんを

募集させていただいておりますので、そういった意味では、そういった将来的に事業承

継をお考えの方もぜひ今回応募いただきまして、そういった、何ていうんですかね、個

別な対応ということでなく、広く募集をかけた中での平等性を持った中での対応をさせ

ていただきたいというふうに思っておりますので、そこら辺は御理解いただきたいと思
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います。 

好村議員  ちょっと課題はあるということなんですけれども、前に進んでいただいていることは

評価したいと思います。あと、端的にお聞きしますけれども、この事業、町の関わり方

はどこまでを、今現在の状況で構いませんので、想定しているんでしょうか。事業承継

の取引成立までのフォローまでか、例えば中小企業庁が行っている税制支援、金融支援、

平成 25 年５月に成立した経営承継円滑化法における県知事の認定まで町がフォローし

ていくのか、その点について伺います。 

産業振興課長  こちらにつきましては、ちょっと個々のケース、どこまでやればいいかっていうのも

あるかとも思いますけれども、できる限り事業承継がスムーズに成功できるような形で

町としては支援していきたいというふうに考えております。 

好村議員  できる限りの支援をやってあげてほしいなあというふうに個人的には思います。あと、

もう一つなんですけれども、事業承継の、当然、事業者の方、引き継ぐ方、２者いると

思うんですけれども、昨日の本多議員の質問の中では、協力隊であれば１年から１年半

くらいかけてマッチングをして、その後やっていくということになるかと思うんですけ

れども、後継認定、これは誰がいつやるのかっていうのは、昨日の答弁だと３年なのか

なと勝手に私は思っていますけれども、その点についての考えは今のところありますで

しょうか。 

産業振興課長  協力隊の方につきましては、昨日も申し上げましたように１年から１年半くらいの中

で後継候補になる事業主さんを見つけていただきたいというふうに考えて今のところ

おります。決定につきましては、当然、引き継ぐ側の事業主さんの考え方は当然大事に

なってまいりますので、そこら辺のところも加味しながら決定してまいりたいというふ

うに思っているところでございます。 

好村議員  １－２の質問に移って行きたいと思います。この事業、これから検討ということで、

プラットフォームづくりからだと思いますけれども、今までの検討経過の中で課題は何

と考えているのか。これは、できたら町長に答弁を求めたいと思います。 

町  長  事業承継は、飯島町だけでなく、日本社会における喫緊の課題です。中小企業や小規

模事業者は、経営者の高齢化が進み、今後 10年で 70歳を超える経営者が 245万人に達

すると試算されています。事業者ごとに様々な事情があり、課題も多々あるものと考え

ております。スムーズな事業承継ができるよう関係機関と連携しながら取り組んでまい

ります。詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。 

産業振興課長  その前の質問でも課題を捉えてお話しさせていただいてきておりますけども、資産や

知的財産などをどのように引き継いでいくのかとか、店舗兼住宅の場合には店舗のみを

引き継ぐことができるのかなど、具体的に言っていけば課題はたくさんあろうかと思い

まして、そういうことも想定しているところでございます。これも、先ほど申し上げま

したとおり、個々のケースによって違うものが出てくるだろうということで、そのとき

の対応が必要だろうというふうに思っているところでございます。地域おこし協力隊制

度を活用した事業承継につきましても、任期の３年間の中でできるかっていうと、そう

いったケースのほうが少ないだろうというふうに思っておりまして、それ以上に時間が
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かかるものというふうに捉えております。そういった部分も含めまして、事業者回りを

するマッチング期間を設けて、しっかり面接や相談を含めてしていく中で、両者にとっ

てよりメリットの多い方法でマッチングできますように、長野県の事業承継ネットワー

クや商工会、それから金融機関などと連携させていただきまして取り組んでまいりたい

と考えております。 

好村議員  難しいケースも出てくるであろうという課長からの御答弁いただきましたけれども、

そういった場合に、町長にお伺いしたんですけれども、その期間に間に合わなかった場

合、何か支援を考えていただく余地はあるんでしょうか。その点、伺います。 

町  長  いろいろ仮定の問題を心配したら大変なんですけども、できるだけ、これはお見合い

ですからね。やっぱし心情的なもの、あるいは法的なもの、いろいろなものがかみ合わ

さると思います。それぞれ、ケース・バイ・ケース、いろいろと問題点が浮上してくる

かと思います。期間内にできるだけ解決できるような形を取っていきたいと思います。

いろいろのことが生じたら、そのときにまた考えていきたいと思っています。 

好村議員  いろいろな課題がある中で、そのときに考えるということで、あれなんですけれども、

課長の答弁にもありましたけど、私なりに調べた中で、ポイント、３つあるのかなあと

思います。先ほど課長も言っていましたけど、取引先、製造技術などの引継条件をどう

するのか。あと金額、事業承継のときの、譲るときの金額、つまり事業価値の公平性の

担保をどうするのか。３つ目は、今、町長おっしゃられた権利関係の問題もあろうかと

思います。理由は、当たり前ですけれども権利関係の利害者が複数人に及んでいること

です。現在事業をやられている方、起業や後継者になりたい方の２者、その２人だけの

話だったらそんなに問題は起こらないのかなあと思っておりますけれども、事業の譲渡

となると、先ほど技術や著作権、知的財産の話も出ましたけれども、推定相続人の同意

まで必要なのかなあと、私は、これ、思っております。心配し過ぎだよっていう部分も

あるかと思いますけれども、これ、町が発表して取り組んでいく事業なんですね。心配

し過ぎて困ることはないかなあと思いますんで、ここまで踏み込んで町がしっかりと仲

介、マッチングしないと実現できないかなあというふうに思っております。これらの取

りまとめといいますか、マッチングに対して、町長の今の、私が申し上げたところも含

めて何かお考えがあれば、それはもうお互い当事者の話だっていうのか、それともそう

ならないように対策を打っていくとか、そういったところの今のところの考えをお伺い

したいと思います。 

町  長  いろいろの問題が最終的に残る可能性があります。その問題について、やっぱし対処

していくということだと思います。そういったことが問題に最終的になるのかというこ

とは、ちょっと分かりません、今。今後いろいろの場合を想定する中で、産業振興課の

窓口において専門的に考えていただきたいなというふうに思っております。 

好村議員  この問題、すごい非常に、絶対にやらなきゃいけない事業なんですけれども非常に難

しい事業でもありますので、町の責任にならないようにって言ったら変なんですけども、

しっかりとそこはいろんなパターンを研究していただきたいと思います。その取組を求

めて、２番目の質問に行きます。 
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空き家対策と観光、ワーケーションの結びつけはという質問です。 

２－１、本年９月議会で空き家対策の一般質問を行いました。その中で昨年度の成約

は 29件あったということで、大変高く評価しております。そのときに高知県の梼原町の

取組を紹介し、その中で、町長答弁では、実質持ち出しゼロ、町の持ち出しはゼロだっ

ていうのは気に入ったと、勉強していかなければいけないねという前向きな答弁がいた

だけたのかなと私は思っております。空き家対策と観光、９月に質問したときは、一体

的に私は取り組むべきだと申し上げたんですけれども、現段階で空き家問題と新たに出

てきたワーケーションを結びつける町長のお考えを伺います。 

町  長  ここ数年、町の空き家対策が進み、賃貸や売り物件が増え、空き家の需要も高まって

いると感じております。近年の空き家の成約件数の伸びは、共に空き家対策に取り組ん

でいただいている伊南不動産組合の皆様のお力も大きいことと思っています。心より感

謝しているところでございます。ワーケーション事業は、トレーラーハウスを拠点に企

業を主にターゲットとして町なかから離れたモデル地区でスタートしますけれども、事

業が走り出すころにはワクチン等の開発も今より進んでいることが期待され、家族や個

人を対象として町内全域での事業展開もできるのではないかと考えています。当然、空

き家での事業提供にも取り組んでいく時期が来るのかと思っております。空き家対策に

は補助金を含めた町のサポート体制を充実していく必要がありますので、国の補助事業

などを活用した取組も検討していきたいと考えております。細部につきましては担当課

長より説明申し上げます。 

地域創造課長  ９月議会で好村議員から御教授をいただきました高知県梼原町の事業につきまして、

あの後、先方の担当者に電話で状況をお聞きしました。梼原町の事業に充てられており

ます補助金は、国の空き家対策総合支援事業という補助率 50％のものと、高知県により

ます住宅耐震化促進事業補助金の交付要綱の中で南海トラフ地震に備えて県内の市町

村が行う耐震対策となる各種の事業に対しまして県が空き家活用費補助事業というの

を提供しているということで、その 25％の補助率を組み合わせて提供をされているとい

うことをお聞きしました。それで梼原町の負担は事業費の４分の１ということになるん

だそうですけれども、長野県には住宅耐震化促進事業補助金はあるんです。あるんです

が、この中に空き家活用に使えるようなメニューがないということで、町でこの事業を

使って実施をしようと思いますと国の補助のみの 50％というのが補助事業の現状とい

うことになっております。これにつきましては、過日、県に対しましてアクションを起

こして、建設事務所から様子の聞き取りもいただきました。制度を創設していただくと

いうことになりますといろいろなハードルがあると思いますので、引き続き要望、お願

いをしていきたいというふうに思っております。 

好村議員  早速いろいろ問い合わせていただいたみたいで、調べてもいただいてありがとうござ

いますという感じなんですけれども、梼原町の取組、私、賃貸料１軒当たり１万 5,000

円っていうお話もさせていただきました。そのときの私から申し上げたやつは、不動産

組合の賃貸の今アパート経営されている方とか、そういったところに迷惑かかってもい

けないですし、その点、逆に１万 5,000円で同じように貸すんであれば、県の 25％、高
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知県はそうなんですけれども、逆にここら辺のアパートとか賃貸の賃料とほぼ同額で一

軒家、田舎暮らし、スローライフ、町長の言う熟成ですかね、そういった生活ができる

んであれば、別に３万円でも私はいいと思うんですけれども、今の答弁の感じでいうと

県が補助をやるまではやらないということの認識でよろしいんでしょうか。 

地域創造課長  断定的にやらないということではないと思います。いろいろなことを研究して、より

よい空き家対策を打ってまいりたいというふうに思います。 

好村議員  この空き家対策もなんですけれども、本当に頑張ってくれています。ただ、空き家が、

前回の話ですと 181件空き家があって、４割が賃貸または利活用されたいという意向が

ある中で、進めば進むほど、これ、下水道のつなぎ込み率と一緒で、もう厳しくなって

くるんですよね、空き家の対策。どうしても、やっぱり多少改修すれば住める空き家と、

だんだん難しくなってくる空き家のほうがやっぱり利活用に行かないと思いますので、

何かしらやっぱり取組は、私は必要だと思います。町長も、ワーケーションの話もそう

なんですけれども、昨日の答弁、非常に雄弁に語っていただきました。新しい生活様式

で間口を広げる取組だと。農水省でしたっけ、事務次官かなにかとお会いして、モデル

ケースだと。であるならば、間口を広げるのであれば、これの出口戦略といいますか、

この場合は最終的にいずれ定住していただくことになろうかと思いますけれども、その

取組も同時に進めなければ意味がないとまでは言いませんけれども、ワーケーションは

かなりの巨費を投じてやる事業になりますので、非常にもったいない。間口は広げるけ

ど対策は現状維持だということは、私はもったいないなあというふうに思うんですけれ

ども、町長の考えはいかがでしょうか。 

町  長  ワーケーション事業における空き家の活用につきましては、滞在施設とするだけでは

なく、交流人口から生まれる二地域居住や移住者のための住宅としても活用していきた

いと考えております。当面の取組としては、現在、町が把握している空き家 178件をさ

らに調査し、改修して利用できる物件と取り壊して跡地利用ができる物件に分け、リス

ト化して情報提供できるよう整備してまいります。ワーケーション事業は、スタートし

て、今、好村議員がいろいろの御期待をいただいていることに感謝を申し上げます。い

ろいろの効果が波及してくるものだと思っております。やはり飯島町に人の交流がある

こと、そして、その中で空き家を発見し、そこに住む、やっぱりこれは時間がかかる話

です。ワーケーションも人がどんどんどんどん来るようになるには、やはり時間がかか

ります。しかし、そういう状況で人が移るようになったときには、空き家というのは、

十分、それは大きなツールになってくるのかなというふうに思っております。以上です。 

好村議員  ワーケーションが悪いと言っているわけではないんで、今の町長の認識でいいんです

けれども、ワーケーションも時間がかかると、空き家対策も今からやらないと、私は、

間に合わないというか、タイミングを逸すると思うんですよ。その点についてしっかり

取り組んでいただきたいなと思っております。 

次の最後の質問にもう行ってしまいますけれども、２－２です。町広報、未来飛行で

ワーケーションに絡め期待できる効果として空き家の減少をうたっています。これ、８

番目にうたっているんですかね。最初がたしか、サテライトオフィスだの何だのいろい
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ろ載っておりましたけれども、ワーケーション事業で新たな産業の創出、その８番目に

空き家の減少が載っておりました。この11月の未来飛行ですけれども、文字だけの説明

で、私にはちょっと響かなかったところです。言葉は悪いですけれども、個人的に未来

飛行の１ページは非常に残念でした。イメージ写真と文字だらけで、一瞬呪文のように

見えて、あれで分かる方がいるのかなあというふうな心配も受けました。もっと大々的

に取組の体系図みたいなのも欲しかったかなあと個人的には思います。その中で、ワー

ケーションから空き家につなぐための取組としてプロジェクトチームのような考え、そ

ういったことを私は提案したいと思うんですけれども、それについて町長の考えはいか

がでしょうか。 

町  長  幾つもある空き家を改修して受入れ体制を取っていくというのは、やはりこれは需要

と供給のバランスの中でスピード感が出てくるものだと思っております。そのようなこ

とが必要になったときを捉えてプロジェクトチームも必要かなというふうに想定できま

す。 

好村議員  需要と供給のバランスを見て必要があればっていうことだったんですけれども、

ちょっと先ほどの質問の中に戻ってしまう部分もあるかと思うんですけれども、需要が、

じゃあ、あるってなった場合には、長野県が補助しない 25％がなくても、家賃でうまく

実質ゼロになるように、それでも今民間アパートを経営されている方の事業の邪魔には

ならない値段になると思いますので、すぐ取り組んでいただけるっていうことでよろし

いでしょうか。 

町  長  そのときの状況によって判断したいと思います。 

好村議員  状況等、検討がやっぱり多いのかなあと、両方、今回の質問２つ、難しい問題も含ん

でいるのでケース・バイ・ケースだったり状況を見てっていうこともあるかと思うんで

すけれども。基本的に、町長のキャッチフレーズですかね、いろんなキャッチフレーズ

ありますけれども、それ自体は、私はすごいことだなあと思っています。ただし、やっ

ぱり一つ一つの事業、目標の可視化といいますか、じゃあ、どこがゴールといいますか、

ベスト、ベター、それとも最悪なケース、そういったことをやっぱりしっかり想定して、

行政ですので、石橋たたいてじゃないですけれども、そういったことを今後もう一度、

再度検討して、頭の片隅に入れていただいて取り組んでいただきたいということを求め

て、質問を終わります。 

 

議  長  以上で本日の日程は終了しました。これをもって散会とします。御苦労さまでした。 

 

散  会  午後２時５２分 
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本会議再開 

 

開  議  令和２年１２月１５日 午前９時１０分 

 

議  長  おはようございます。町当局並びに議員各位には、大変御苦労さまです。 

本日をもって今定例会も最終日となりましたが、会期中はそれぞれ本会議をはじめ各

委員会において付託案件につきまして大変御熱心な審査に当たられ、感謝を申し上げま

す。 

去る 12月３日の本会議において各委員会へ付託しました補正予算案件５件、請願・陳

情案件５件、また９月定例会において継続審査としました陳情案件１件について、所管

の委員長よりお手元に配付のとおり委員会審査報告書並びに請願・陳情審査報告書が提

出されております。各案件につきまして、議事運営の諸ルールにのっとり慎重に御審議

の上、適切な議決をされるようお願いをいたします。 

それでは、これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程については、お手元に配付のとおりです。 

 

議  長  日程第１ 諸般の報告はありません。 

 

議  長  日程第２ 第 ８号議案 令和２年度飯島町一般会計補正予算（第８号） 

日程第３ 第 ９号議案 令和２年度飯島町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第４ 第１０号議案 令和２年度飯島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４

号） 

日程第５ 第１１号議案 令和２年度飯島町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第６ 第１２号議案 令和２年度飯島町下水道事業会計補正予算（第３号） 

以上、第８号議案から第 12 号議案までの補正予算５議案を一括議題といたします。本

案につきましては、予算特別委員会に審査を付託してありますので、委員長から一括し

てそれぞれの議案に対する審査報告を求めます。 

予算特別委員長  委員会の審査報告を申し上げます。 

去る 12 月３日の本会議において本委員会に付託された第８号議案 令和２年度飯島

町一般会計補正予算（第８号）、第９号議案 令和２年度飯島町国民健康保険特別会計補

正予算（第４号）、第１０号議案 令和２年度飯島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

４号）、第１１号議案 令和２年度飯島町介護保険特別会計補正予算（第４号）、第１２

号議案 令和２年度飯島町下水道事業会計補正予算（第３号）については、12月９日に

分科会を開き、説明員として関係所管職員の出席を求め、内容を慎重審議いたしました。

12 月 11 日には分科会の主査報告と質疑、また理事者の出席を求め総括質疑を行い、結

果、お手元の報告書のとおり全て可決すべきものと決定しましたので報告いたします。 

なお、審査の過程において出された第８号議案の主な質疑について申し上げます。問
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い「くらし復興券は県の補助により財源組替えとなり一般財源を使わないこととなった

が、使う予定であったものを有効にコロナ対策など他の使い道を考えているか。」答え「１

次２次のまとめをしている最中であるが、３次もあると思うので今後考える。」、問い「成

人式は当初の予定の８月が延期となり１月と決定したが、また延期となった。他市町村

ではＰＣＲ検査の補助をして実施をするところがある。経過と考え方は。」答え「成人式

実行委員会の要望で５月となり、それが難しければ８月に２年分をする予定であるが、

基本的に実行委員会の意見を聴き行う。ＰＣＲ検査の補助は、帰省の関係もあり他市町

村の状況を把握しているところで、今後お示ししたい。」、問い「町内の店がコロナウイ

ルス感染により休業した場合、見舞金の支給を提案するが、どうか。」答え「国の今後の

補正を見て適切に行うが、町独自のものも検討したい。」、問い「医療・介護施設従事者

のＰＣＲ検査補助を提案するが。」答え「次の国の補正を見て検討する。」、問い「小規模

児童遊園地に遊具の設置補助があるが、一般の自治会の遊具も対象になるか。」答え「新

設の場合の補助は２分の１で上限 20万円であるが、修理などは対象外である。」、問い「高

齢者施設や医療施設の利用者だけでなく、事業者にも補助が必要になると思うが、どう

か。」答え「その状況になったときに検討する。」。質疑は以上です。 

討論ですが、第８号議案の討論です。「就学援助費給付は年２回であったのを随時にと

改善したことを評価し、賛成とする。」９号議案から第 12号議案の討論はありませんで

した。 

以上です。 

議  長  これから委員長報告に対する質疑を一括して行います。質疑はありませんか。――あ

りませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。滝本委員長、自席へお戻りください。 

以上で補正予算関係５議案に関わる委員長報告及びこれに対する質疑を終わります。 

これから議案ごとに討論、採決をいたします。 

初めに第８号議案 令和２年度飯島町一般会計補正予算（第８号）に対する討論を行

います。 

初めに反対討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  賛成討論はありませんか。 

11番 

竹沢議員  一般会計第８号補正予算の関係について賛成の立場で討論に参加いたしたいと思いま

す。 

総務費、事業コード 1174元気なまちづくり事業の中で印刷製本費 17万円、委託料 30

万円、補助金80万円の総額 127万円の補正でございますけれども、これは過去に中止と

なりました飯島町のお陣屋まつり、またあんどん市に代わる新しい飯島町のイベントの

費用でございます。町内の若者を中心に実行委員会を立ち上げ、来る３月27日にプレイ

ベントを開催する費用、予算等でありまして、８月には本イベントが開催されることに
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なっております。実行委員の皆さんは、子どもから大人まで大勢の町民の皆さんが参画

するイベントとして企画、実行いたすものでございます。コロナ禍を払拭いたしまして、

飯島町の後方支援はもとより、多くの町民の皆さんの参加による長続きするイベントと

なることを心から期待申し上げ、本予算案に賛成いたします。 

議  長  ほかに討論はありませんか。 

２番 

三浦議員  それでは賛成の立場で討論をいたします。 

就学援助金の申請を通年できるようにしたことについて、コロナ禍の迅速な対応とし

て評価をするものです。 

住民の暮らしに目を向けた対応が、今、求められていると思います。住民生活や営業、

収益の減少と感染防止に取り組んでいる医療機関や介護・福祉施設の実情、特に感染防

止のために日々生活を制限せざるを得ない従事者の皆さんには、感謝の気持ちでいっぱ

いです。 

町の施策の重点は、日々不安を抱えて暮らしている住民、事業者が大きなダメージな

くコロナ禍を乗り切ることができるよう支援することだと思います。何よりも優先し迅

速できめの細かい対応を求めて賛成とするものです。 

議  長  ほかに討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから第８号議案 令和２年度飯島町一般会計補正予算（第８号）を採決します。 

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決

定することに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、第８号議案は原案のとおり可決されました。 

次に第９号議案 令和２年度飯島町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）につい

て討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから第９号議案 令和２年度飯島町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）を

採決します。 

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決

定することに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、第９号議案は原案のとおり可決されました。 

次に第１０号議案 令和２年度飯島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）に

対する討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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これから第１０号議案 令和２年度飯島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）

を採決します。 

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決

定することに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、第 10号議案は原案のとおり可決されました。 

次に第１１号議案 令和２年度飯島町介護保険特別会計補正予算（第４号）に対する

討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから第１１号議案 令和２年度飯島町介護保険特別会計補正予算（第４号）を採

決します。 

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決

定することに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、第 11号議案は原案のとおり可決されました。 

次に第１２号議案 令和２年度飯島町下水道事業会計補正予算（第３号）に対する討

論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから第１２号議案 令和２年度飯島町下水道事業会計補正予算（第３号）を採決

します。 

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決

定することに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、第 12号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長  日程第７ 請願・陳情等の処理についてを議題とします。 

去る 12月３日の本会議におきまして各常任委員会へ審査を付託しました案件５件、ま

た９月定例会におきまして継続審査となりました案件１件について、お手元に配付のと

おり各委員長から請願・陳情審査報告書が提出されております。 

各請願、陳情等の審議については、一括して委員長より委員会審査報告を求め、これ

に対する一括質疑の後、案件ごとに討論、採決を行います。 

これから委員長報告を求めます。橋場総務産業委員長。 

総務産業委員長  総務産業委員会から陳情審査について御報告いたします。 

本会議初日 12月３日、総務産業委員会に付託されました陳情、一般社団法人長野建築

士事務所協会、会長 土屋長命氏、同上伊那支部長 宮下治氏から提出されました２陳

情第 13号 最低制限価格の設定に関する陳情書、２陳情第 14号 国土交通省告示第 98
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号の履行に関する陳情書、２陳情第 15 号 耐震診断・耐震改修に関する陳情書を、12

月９日午後１時 30分より委員会を開催し、慎重審議の結果、お手元の報告書のとおり採

択すべきものと決定いたしました。 

参考人には宮下治氏を招致し、一括で説明を受け、質疑を行いました。審査で出され

た主な質疑には、問い「最低価格制限導入は、規模の小さいところではやっていない。

宮田村、高森町は確認しているが、伊那谷の現状はどうか。」答え「把握はしていないが、

駒ヶ根市、伊那市には制度がある。飯島町にはない。」、問い「大手企業には社内の設計

士を抱えるようになってきている。その人たちも協会に入っているのか。」答え「入って

いる人もいる。日当が少ないので事務所開設者が少なくなっているし、成り手がいない。」、

問い「毎回資料配布のみだったが、今回陳情となった趣旨は何か。」答え「協会の活動不

足で、やることは増え、報酬が減っており、制度が変わったことへの周知がされなかっ

た。」、問い「総事業費の何％の算定と標準時間の算定では、どちらにメリットがあるか。」

答え「実態が違うが、時間どおりであれば報酬は増える。ゼネコンは、この計算になる

と中の設計士は一般労働者と同じだ。携われる人が少なくなっている。」、問い「魅力あ

る仕事でなくなくなっているということか。」答え「そのとおりだ。」、問い「県、市町村

と下に来れば歩切りがあるのか。」答え「ケースによってある。住宅は、今、規格品が多

く、創造者という魅力が少なく、地域らしさを発揮できなくなっている。」、問い「建築

士と公務員は月 10万円ぐらい差があり、賃金が低い。高くなれば成り手は増えるのか。」

答え「そのとおりだ。競争も激しくなるが、個性のあるまちづくりができ、よい傾向に

なる。ＳＤＧｓの取組も必要になる。後戻りのないように少しずつ改善していきたい。」。 

２陳情第 13号 最低制限価格の設定に関する陳情書の討論では、反対討論はございま

せんでした。賛成討論では、「最低制限が町にはないので、あったほうがよい。基準の中

で行われたほうがよいので賛成。」「設計は地域の形そのものを決める文化的営みである

と感じた。設計は文化的なこと。地域、環境など一切のことにリーダーシップを取って

もらいたいということで賛成。」。 

次に２陳情第 14号 国土交通省告示第 98号の履行に関する陳情書の討論では、反対

討論はございませんでした。賛成討論では、「長期的には、信頼できるものを設計しても

らうことが後々のためである。大きい都市には公契約条例があるが、そこまで町が行か

なくても、この方向に向かっていくことが大事で、賛成。」「後継者が育ち、地域のアイ

デンティティーを持った建物ができるようなことが望ましいので賛成。」。 

次に２陳情第 15号 耐震診断・耐震改修に関する陳情書の討論では、反対討論はござ

いませんでした。賛成討論では、「耐震診断・改修は早期になされるべきで、必要である。

東日本大震災などで法改正された。底上げされた基準に基づくことは必要。」という討論

がなされました。 

以上の経過によりまして、お手元の報告書のとおり採択すべきものと決定いたしまし

たので御報告いたします。 

議  長  これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 
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議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。橋場委員長、自席へお戻りください。 

次に社会文教委員長から報告を求めます。折山社会文教委員長。 

社会文教委員長  社会文教委員会のほうへ付託になりました陳情案件２件について御報告を申し上げま

す。 

去る 12月９日に委員会を開催し、審査をいたしました。 

まず、付託案件、２陳情第 11号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健

康を守るための陳情書について、参考人として長野県医療労働組合連合会の伊壺一輝氏

に同席いただき審査を行いました。 

お手元に配付のとおり不採択すべきものと決しました。 

意見が分かれましたので、経過について申し上げます。 

参考人に対する質疑といたしまして、「身近に感じられる事例があれば紹介を。」とい

うことで、答え「マスク不足で使い回し、不足資材の高騰などに苦労している事例が多

い。」ということでした。問い「コロナ患者受入医療機関では、医師、看護師が一般病棟

と感染病棟を掛け持つことができないと思われるが、そのような負担の実態は。」という

ことで、答えとして「公立では感染症の隔離病棟を保有しているところがあるが、一般

病棟で受け入れる場合は病棟そのものを隔離病棟としなければならず、１室１人の病床

となり、従来４人部屋５室の病院が受け入れる場合、入院病床数 20床がいきなり５床と

なり、一般患者の治療遅延や受診控えによる外来患者数減少に伴う収入減、１床当たり

の国の支援が低いことなどにより病院経営は圧迫されている。患者に対する周知、広報

などの手間も増え、クレームの増につながり苦慮している。」こういった実態が浮き彫り

になりました。問い「今回の陳情は、記の１から４までのコロナに関わる医療・介護・

福祉・保健行政にのしかかっている喫緊の対処が必要な課題と、５に掲げた社会保障に

関わる国民負担の軽減は、社会保障財源確保など、国民間でさえ議論が２分している課

題を同一陳情に掲げた理由は何か。」これに対しましては「今回８団体の連名ということ

で、分野が広がった感はある。しかし、現場で見ている限り、賃金が上がらない、物価

が上昇し生活が困難な町民がいる中で、窓口負担困難者であっても必要な医療、介護、

福祉などは提供されなければならないという強い思いがあったもの。」という答えでござ

いました。 

討論。反対討論が「項目１～４は国に大きな財政出動を求めるもの。一方、項目５は

負担軽減を求めるもの。どちらも財源は国民の税金である。今は、痛みを分かち合い、

弱者を助け合うということが求められている。その中で負担軽減のみを求めるこの陳情

に賛同できない。」。もう一つ反対討論。「今、医療体制を改善しようとするこの陳情は、

時間的に間に合わない。この状況はいつまでも続くわけではない。人口の減少で公立病

院の統廃合がやむを得ない時期に来ている。今、コロナ禍の現状をもって医療体制の拡

充を求めることは難しいと考える。負担軽減については、財源の確保にまで言及するな

ら現実味を帯びるが、自分が負担するのは嫌で国に求めるのは納得できない。８団体合

同の陳情に無理がある。団体ごと一本一本の陳情であるべきでは。」ということでござい

ました。 
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賛成討論。「医療等関係者の犠牲の上に成り立っている今日の現状、具合が悪く受診し

たくとも窓口負担ができず受診を控えていた結果、手後れで亡くなっている人がいる事

例を考えると、現場の皆さんの多くの患者を救いたいという気持ちが理解でき、賛同を

する。」こういった内容でございました。 

続きまして、２陳情第 12号 国に対して「すべての医療機関・介護事業所への緊急財

政支援を求める意見書」の提出を求める陳情書について。 

参考人といたしまして上伊那社会保障推進協議会事務局長 唐澤一夫氏に同席をいた

だき審査をした結果は、お手元に配付のとおり不採択すべきものと決しました。 

これも意見が分かれましたので申し上げますと、質疑「国会で緊急財政支援の方向性

が出されたと聞いているが、内容は承知しているか。」答え「昨日以来の報道を通じて承

知している内容は、医療機関等への直接支援ではなく、福祉機構への原資拠出の予算で

あり、融資の拡大支援だというふうに承知をしている。」。 

これにつきまして動議が出まして、採決までの経過も併せて申し上げます。 

趣旨採択を選択肢に加える動議が出されました。さらに、趣旨採択動議の理解を深め

るために休憩を求める動議が出されました。 

休憩を求める動議を全会一致で採択をいたしまして、休憩中に協議会を開催し、理解

を深める中で再開をいたしました。再開後、趣旨採択を選択肢に加える動議につきまし

ては否決をされました。 

したがいまして、賛否の２択で討論を行いまして、賛成討論「身近な昭和伊南総合・

伊那中央病院は、コロナ禍で患者が減少し、収入が減少し、厳しい環境下での経営を余

儀なくされている。医療機関や介護福祉事業所を守っていくためには直接的な財政支援

が必要であり、本陳情に賛成するもの。」。反対の討論はございませんでした。 

以上です。 

議  長  これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。折山社会文教委員長、自席へお戻り

ください。 

次に議会運営委員長からの報告を求めます。浜田議会運営委員長。 

議会運営委員長  それでは、９月定例会初日に議会運営委員会へ付託された飯島町四区連絡協議会の陳

情、飯島町議会改革についての審査結果を報告いたします。 

９月 15日に参考人として代表提案者 野原七久保区長、上山飯島区長、土村田切区長、

伊藤本郷区長、事務局の上原氏の５名に出席をいただき、趣旨説明と質疑の後、委員会

審査を行いました。 

まず陳情の要旨は、陳情書に記載のとおり、１ 町議会の活性化、２ 議員定数の 10

名への削減、３ 削減の原資の範囲ではありますけれども 25 歳～55 歳への議員の報酬

増額の３点であります。 

議会運営委員会の審査においては、議員定数と報酬に関して、議会機能そのものと町

民の選挙権、被選挙権に関わる内容であり、９月議会中に結論を出すいとまがないため
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に継続審査といたしました。その後、過去の経過や議会規則類の調査を踏まえて審査を

行った結果、配付資料のとおり全員一致で趣旨採択すべきものとの結果になったもので

あります。 

まず、前回、平成 17年選挙での定数削減に際しては、早くから議会の中で定数削減に

関する様々な動きが続いた後、平成 16年３月に小委員会が編成されて公式の検討が始ま

り、６月議会で 16名から 12名への削減を議決、さらに９か月の周知期間を経て翌年３

月の選挙に至ったと、こういう１年以上にわたる経過を経たわけであります。 

それから、もう一つ確認した面でありますけれども、手続面では、仮に審査を継続し

て前回同様の検討を進めたとしまして、来年３月の町議会改選をまたいで審査が引き継

がれることはルール上ないということであります。 

それからまた、議会基本条例では、議員定数と報酬に関して、町政、町の現状の課題、

将来予測と展望、行財政改革の視点、さらに議員の果たすべき役割などを十分に考慮す

るように定めております。 

こうしたことを念頭に討論を行った結果、陳情にある議会改革の趣旨は十分に理解で

きる、議員定数と報酬についても議会基本条例にのっとり町民の声を聴きながら検討を

進めたい、一方、現議会で結論に至るのは困難であり、趣旨採択として改選後の議会に

申し送りたいとの意見で全員が賛同する結果になりました。 

以上、審査報告といたします。 

議  長  これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。浜田委員長、自席へお戻りください。 

以上で請願、陳情等の処理に係る委員長報告及びこれに対する質疑を終わります。 

これから案件ごとに順次討論、採決を行います。 

初めに２陳情第 11号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るた

めの陳情書について討論を行います。本陳情についての委員会審査報告は不採択ですの

で、初めに原案賛成討論を求めます。討論はありませんか。 

２番 

三浦議員  それでは、安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための陳情に

対して賛成の立場で討論をいたします。 

この陳情は、８つの団体が共通の思いで一致をした内容が陳情として今項目で求めら

れているというふうに思います。これは大変に重い内容ではないでしょうか。陳情内容

については、私は賛同するものでありまして、本陳情採択をすべきということで賛成を

いたします。 

議  長  次に原案に反対討論はありませんか。 

７番 

折山議員  それでは、ちょっと委員長っていう立場で、個人の討論できる機会はここの場しかな

いんで参加をさせていただきます。 

項目の１から４までは、もう喫緊の課題で、まさしくそのとおりだなという理解が示
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せるものですが、５番目に掲げました、やはり負担の軽減っていうのは、今日も今日ずっ

とそこの議論が、安定的な社会保障全般の中で、例えば健康保険組合が高齢者の医療負

担分について値上げ値上げを繰り返したんですが、もう耐えられずに解散まで余儀なく

されているという社会的な実態、若い人たちの負担増がかなり増えている中で、どうし

たら安定的な社会保障制度ができるかというのは、今、国を挙げて議論しているさなか

です。一元的な結論をここで要望すべきではないという判断の中で、全体としては不採

択すべきものということを意見として申し上げます。 

議  長  次に賛成討論はありませんか。 

９番 

浜田議員  この陳情に賛成の立場から討論いたします。 

特に１番から４番までは非常に具体的な問題でございまして、今、様々な報道を見て

も医療機関の負担の重さが、とりわけコロナ感染下の中で深刻な問題になっているとい

うことはどなたも否定できないことではないかと思います。とりわけ長野県、上伊那が

医療に対しては非常に後進的な地域であるということは、我々、特に強調する必要があ

ると思っています。その中で、公立病院の統合などが一方的に行われることは、医療体

制そのものの全体的な弱体化を招くのではないかというふうに思います。したがいまし

て、地域の声としても、この点については殊さら強調していく必要がある項目だと思い

ます。そういった意味でこの陳情に賛成するものであります。 

議  長  次に反対討論はありませんか。 

３番 

久保島議員  コロナ禍において、このパニックを利用して医療体制の充実を図るということは非常

に解せないというふうに思っています。コロナの対応については、今ここで医療体制を

整えても、到底間に合うものではありません。違う方法があるはずでございます。例え

ば行き来を止めるとか、例えばＰＣＲ検査を全適用するとか、何とかの方法があって対

応すべきもので、コロナ禍を利用して医療体制１～４について議論をしようということ

については誠に不適切であるというふうに思いまして、反対でございます。 

また、５については、折山議員のおっしゃるとおりでございまして、これについても

反対するということで、この陳情については不採択が適当であるというふうに考えてお

ります。 

議  長  そのほかに討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから２陳情第 11号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守る

ための陳情書について採決します。 

お諮りします。本陳情に対する委員長の報告は不採択です。ここで念のため申し上げ

ます。委員長の報告は不採択でありますが、議事の整理上、本陳情の採択について採決

を取ります。この採決は起立によって行います。本陳情は原案を採択することに賛成の

方は御起立ください。 
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〔賛成者起立〕 

議  長  ありがとうございました。起立少数です。したがって、２陳情第 11号は不採択とする

ことに決定しました。 

次に２陳情第 12号 国に対して「すべての医療機関・介護事業所への緊急財政支援を

求める意見書」の提出を求める陳情書について討論を行います。本陳情についての委員

会審査報告は不採択ですので、初めに原案に賛成討論を求めます。討論ありませんか。 

７番 

折山議員  やはり、ちょっと自分の意思を申し上げる機会を得させていただくために発言をさせ

ていただきます。 

本陳情に賛成する立場の討論を申し上げます。 

もう御案内のとおり、医療機関がそれぞれ窮地に立っているっていうのは連日の報道

で御承知のとおりであります。また、今日の信濃毎日新聞、長野県の医療でさえ逼迫を

してきていて、現在のほぼ倍のコロナの入院患者数になると、もう一般外来、一般入院

者、この皆さんの医療、治療にまで影響を及ぼすということを専門家が忠告を始めてお

ります。 

こうした中で、医療機関等への直接支援、これは、もう国民の多くが望んでいること

だと思うわけであります。そのことを地方から声を上げていく、当然の陳情であり、賛

成の討論といたします。 

議  長  次に原案に反対討論はありませんか。――ありませんか。 

４番 

中村議員  それでは、今陳情に反対の立場で討論を申し上げます。 

去る国の閣議決定の中でもこの拡充が決まっております。また、報道の中では、総理

も医療機関、介護事業所等々、医療機関へのそれぞれの状況に応じた給付内容等を言わ

れておりました。既に国もこういう方向で対応をし始めているというふうに感じており

ます。 

それと、この陳情の中には「すべての医療機関」というふうにあるんですけれども、

「すべて」ということをちょっと私は考えてしまったんですけれども、やはりそれぞれ

の影響を受けている医療・介護機関というところに支援をしていくということが必要で

あって、「すべて」という文言にちょっと違和感を持ったわけでございます。財源もどこ

までもあるわけではありませんので、借金をすれば、それだけまた将来の若者たちに負

担をかけるわけでございます。国はやはり正しい判断でしていくということで、よって、

「すべての医療機関」ということに私は疑問を感じ、不採択といたします。 

議  長  次に原案に賛成討論はありませんか。 

８番 

坂本議員  賛成の立場で討論いたします。 

先ほど「すべて」ということに疑問を感じるとおっしゃいましたが、しかし、現状の

状況では、公共的な病院、それから大きな病院のしわ寄せが、やはり大小の病院関係、

開業医のほうにもコロナの影響はやってきております。患者の方々も、逆に言えば、大
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きな病院に行くのはかかる可能性が高いということで小さな病院とか小さな開業医のほ

うに一般的な治療に行かれる方も多くなってきております。そういう現状を考えれば、

この「すべて」ということは大事だと思いますので、この文言に対して、このように書

いてある内容に賛成といたします。 

議  長  次に原案に反対討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  そのほか討論はありませんか。 

２番 

三浦議員  私は、国に対して「すべての医療機関・介護事業所への緊急財政支援を求める意見書」

の提出を求める陳情書に対して賛成の立場で討論をしたいと思います。 

特に、この内容については、直接の財政支援について、超党派の国会議員、また各種

医療団体、知事会でも国に対して要請が出されているところです。我が飯島町議会とし

てもこの意見書を国に対して上げるべきと考え、賛成といたします。 

議  長  ほかに討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから２陳情第 12号 国に対して「すべての医療機関・介護事業所への緊急財政支

援を求める意見書」の提出を求める陳情書について採決します。 

お諮りします。本陳情に対する委員長の報告は不採択です。ここで念のため申し上げ

ます。委員長報告は不採択でありますが、議事の整理上、本陳情の採択について採決を

取ります。この採決は起立によって行います。本陳情は原案を採択することに賛成の方

は御起立ください。 

〔賛成者起立〕 

議  長  お座りください。起立多数です。したがって、２陳情第12号は採択とすることに決定

しました。 

次に２陳情第 13号 最低制限価格の設定に関する陳情書について討論を行います。本

陳情についての委員会審査報告は採択ですので、初めに原案に反対討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  次に原案に賛成討論はありませんか。 

９番 

浜田議員  この陳情に賛成の立場から討論いたします。 

これまで建設業の皆様の陳情っていうのは、それなりに検討した経過があったと思い

ますけれども、設計関係については今回が私にとっては初めてでございました。その中

で、やはり設計士さんたちが、一方ではゼネコンの一部の中に、いってみればサラリー

マン的に組み込まれ、孤立の事務所が非常に厳しくなっているという実情がつぶさに明

らかになったと思っております。このことは、そういった業界全体が縮小していくとい

うことを意味するものでもありますし、それから、ある意味ではそれぞれの建物という

のが町の姿そのものを決めていく大きな文化的な営みでもあるというふうに思います。
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そういう業界は、やはりきちんとしたルールによって保護されるべきではないかという

ふうに考えまして、賛成とするものであります。 

議  長  ほかに討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから２陳情第 13号 最低制限価格の設定に関する陳情書について採決します。 

お諮りします。本陳情に対する委員長の報告は採択です。本陳情を委員長報告のとお

り採択とすることに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、２陳情第 13号は採択することに決定しました。 

次に２陳情第 14号 国土交通省告示第 98号の履行に関する陳情書について討論を行

います。本陳情についての委員会審査報告は採択ですので、初めに原案に反対討論はあ

りませんか。 

（なしの声） 

議  長  次に原案に賛成討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  ほかに討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから２陳情第 14号 国土交通省告示第 98号の履行に関する陳情書について採決

します。 

お諮りします。本陳情に対する委員長の報告は採択です。本陳情を委員長報告のとお

り採択とすることに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、２陳情第 14号は採択することに決定しました。 

次に２陳情第 15号 耐震診断・耐震改修に関する陳情書について討論を行います。本

陳情についての委員会審査報告は採択ですので、初めに原案に反対討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  原案に賛成討論はありませんか。 

９番 

浜田議員  この陳情に賛成する立場から討論いたします。 

これまで耐震診断は建物のサイズに応じた報酬ということで、ほとんど手弁当だった

というふうに聞いております。それが今回は中身に応じて報酬が支払われるようになっ

たということで、耐震診断は非常に大事なことでありますので、そういうことの作業に

対して適正な対価が支払われるようになるということが重要だと思っておりますので、

賛成といたします。 

議  長  ほかに討論はありませんか。 

（なしの声） 
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議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから２陳情第 15号 耐震診断・耐震改修に関する陳情書について採決します。 

お諮りします。本陳情に対する委員長の報告は採択です。本陳情を委員長報告のとお

り採択とすることに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、２陳情第 15号は採択することに決定しました。 

次に２陳情第７号 飯島町議会改革について討論を行います。 

本陳情についての委員会審査報告は趣旨採択です。ついては、今後の議事の進め方に

ついて事務局長から説明をさせます。 

事務局長 （審議方法説明） 

議  長  ただいま説明がありました。 

お諮りします。今後の議事運営については事務局長説明のとおりとしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。 

それでは討論を行います。初めに原案を採択することに賛成の討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  次に原案を採択すること及び原案を趣旨採択することに反対の討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  次に原案を採択することに賛成の討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  次に原案を趣旨採択することに賛成の討論はありませんか。 

８番 

坂本議員  原案に対して趣旨採択の討論をいたします。 

この内容は、非常に、もう少し広く住民の意見を聴くということと、議員間・内でも

もう少しもんで話をしていかないとすぐには決定できない内容となっておりますので、

趣旨採択に賛成といたします。 

議  長  ほかに討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから２陳情第７号 飯島町議会改革についてを採決します。この採決は起立に

よって行います。初めに本陳情を趣旨採択とすることに賛成の方は御起立ください。 

〔賛成者起立〕 

議  長  お座りください。起立全員です。したがって、２陳情第７号は趣旨採択とすることに

決定しました。 

 

議  長  日程第８ 議会閉会中の委員会継続調査について議題といたします。 

会議規則第 72 条の規定によりお手元に配付のとおり議会閉会中の継続調査について
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各委員長から申出があります。 

お諮りします。申出の事件について議会閉会中の継続調査とすることに御異議ありま

せんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、本件については各委員長から申出のとおり継続調

査といたします。 

ここで暫時休憩といたします。 

 

休  憩  午前１０時０５分 

再  開  午前１０時０８分 

 

議  長  会議を再開いたします。 

ただいまお手元へお配りしましたとおり三浦議員から２件、好村議員から１件、計３

件の議案が提出されました。 

お諮りします。本案を日程に追加し、追加日程第１から第３として議題にしたいと思

いますが、御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、議案３件を日程に追加して議題とすることに決定

しました。 

 

議  長  追加日程第１ 発議第１７号 「安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健

康を守るための意見書」の提出について 

を議題とします。 

事務局長に議案を朗読させます。 

事務局長 （議案朗読） 

議  長  本案に対する提出者の趣旨説明を求めます。 

２番 

三浦議員  それでは、お手元にお配りしました安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと

健康を守るための意見書の提出の趣旨について御説明いたします。 

新型コロナウイルスの感染は、日本国内でも全国に広がり第３波が起きている事態と

なっております。新型コロナ患者の受入態勢が逼迫している状況が連日報道されており

ます。特に医療機関の感染症病床や集中治療室の大幅な不足や医師、看護師、介護職の

人員不足、保健所の不足が深刻と言われております。特に、中心的な役割を公立・公的

病院が果たしており、その重要性がよく分かる状況です。 

飯島町でも感染者が出るなど、他人ごとではない状況が上伊那地域でも起きています。 

背景には 1990年代後半から続いてきた医療、福祉、介護など社会保障費の抑制策にあ

ると考えています。新型コロナウイルス感染症にとどまらず、新たな感染症への対応も

求められています。新型コロナウイルス感染症対策をしっかりと行い、新たな感染症拡
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大や自然災害などの事態に対応できる医療・介護・福祉・公衆衛生施策の拡充は喫緊の

課題と考えます。 

国に対し４項目について要請する意見書を提出したいと考えます。全員の皆さんの御

賛同をよろしくお願いいたします。 

議  長  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

３番 

久保島議員  三浦議員の陳情書の意見書の案について拝見させていただきました。前回、陳情の審

査をした中で、国民の負担を減らすべきという第５項目があったわけですが、それをカッ

トした理由についてお伺いします。 

２番 

三浦議員  ただいま久保島議員から質問がありましたが、審査の中で様々な議員の皆さんの考え

方があるということがよく分かりました。確かに、先ほど折山議員が発言されましたけ

れども、やはり社会保障については、大きな課題であって、なかなか一致できるところ

ではないというふうにも思いましたが、喫緊の課題として、国に対して私はこの機会に

意見書を国に上げたいということで、社会保障の部分については外して意見書を上げた

いというふうに皆さんの御賛同を求めるものです。以上です。 

議  長  ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。提出者は自席へお戻りください。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

７番 

折山議員  賛成の討論で参加をいたしますが、もう、ここに掲げられた４つは紛れもない国民の

悲鳴であり思いであります。もう、この部分についていちいちは申しませんが、２つだ

けちょっと申しますと、医療関係者、特にウイルスの専門家の中には、新型コロナに相

当するウイルスとの闘いっていうのは、これから10年サイクルで、もう覚悟しなければ

ならないという、そういう発言をする方もいらっしゃるわけです。もう一方、前の橋下

大阪府知事は、自分の政策の中で唯一失敗したと自分が認識しているのは、保健所の統

廃合を進めてしまった結果、今日の保健行政機構の停滞を招いてしまった、このことに

ついては私の政策失敗だったというふうに明言をテレビのあちこちでされております。

それくらい、保健行政っていうものの統廃合も 10年サイクルで起こり得る新たな病原と

の闘いっていうことを想定した、そうでないと国民の命は守り切れないっていうような

ことの中で、本陳情を不採択にするような議会であってはならない、こういった思いを

持って賛成討論といたします。 

議  長  ほかに討論はありませんか。 

３番 

久保島議員  私は、この意見書については不採択とさせていただきたいというふうに考えておりま

す。 

まず、新型コロナ感染症と今後の医療機関、保健所等への対応、これについては全く
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別の話だというふうに思っています。今すぐに医療体制が拡充できるわけでもなく、保

健所が新設されるわけでもない、新型コロナ対策っていうことであれば別の方法があ

るっていうふうに思っています。この機に便乗してというような形がどうしても見えて

しまうということで、この意見書については提出すべきではないというふうに考えてい

ます。 

議  長  ほかに討論ありませんか。 

９番 

浜田議員  この意見書に賛成する立場から討論いたします。 

世界最大発行部数を誇る科学技術誌の中に論文がございまして、世界のエイズ対策を

リードした方の論文でありました。この方は今、アメリカで非常に有名になっているＣ

ＤＣのファウチ所長、この方を育て、その第一人者というふうに指導してこられた方で

あります。この方の論文の中に非常に重要なことが書いてございまして、ＭＥＲＳとか

ＳＡＲＳとかいう鳥インフルエンザ系の感染症が起こったにもかかわらず、日本を含め

て世界の各国が感染症対策の予算を減らしてしまった。もしそのまま研究を継続してい

れば今日ほどの感染拡大はなかったんだろうというのが重要な記述でありました。今、

新型コロナウイルスは目の前の問題に追われておりますけれども、もっと根の深い問題

であるっていうふうに多くの感染症学者は考えているっていうことであります。先ほど

の折山議員は日本の国内の全体のことを申し上げましたけど、これは本当に世界的な

テーマであるというふうに考えますし、それから、今回も発熱外来が設備として別にな

かったということは大きな問題を引き起こしているというふうに考えています。そう

いった意味で、医療体制全体の強化は一時的なものではないというふうに考えますので、

そういったことも含めるこの意見書に賛成するものであります。 

議  長  ほかに討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから発議第１７号 「安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守

るための意見書」の提出についてを採決いたします。この採決は起立によって行います。

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立ください。 

〔賛成者起立〕 

議  長  お座りください。起立多数です。したがって、発議第17号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議  長  追加日程第２ 発議第１８号 「すべての医療機関・介護事業所への緊急財政支援を

求める意見書」の提出について 

を議題とします。 

事務局長に議案を朗読させます。 

事務局長 （議案朗読） 

議  長  本案に対する提出者の趣旨説明を求めます。 
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２番 

三浦議員  それでは、ただいまお配りいたしましたすべての医療機関・介護事業所への緊急財政

支援を求める意見書について提出の趣旨説明を行います。 

新型コロナウイルス感染症の拡大が続く中、医療・介護従事者は自らの感染リスクと

闘いながら住民の命と健康を守るために日々休むことなく奮闘をされています。 

医療機関では、入院、外来とも患者の著しい減少が見られ、介護事業所では利用控え

などが増加している状況があります。一方で、感染防止・予防のための経費は増加し、

大幅な減収となり、利益率の悪化が３月以降継続しています。町内の医療機関、介護事

業所においても、そのような状況にあるとお聞きをしております。とりわけ重症者を受

け入れている医療機関における逼迫した状況が深刻な状況と報道で取り上げられており

ます。 

コロナ感染症への治療に対する報酬は手厚くなったものの、各医療関係団体などから

減収への財政支援が求められております。このままでは、平時に戻ったとしても自助努

力ではコロナ下での減収分を取り戻すことは不可能であると言われております。医療機

関への緊急融資は一時しのぎであり、返済すべきものであります。経営が破綻すれば、

私たちが医療、介護を受けるにも大変な状況になり、危機的な事態が生まれてくるとい

うふうに思われます。 

国の責任で迅速で大規模な財政支援策を行うよう求めるものです。全員の皆様の賛同

を求めるものです。よろしくお願いいたします。 

議  長  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。提出者は自席へお戻りください。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

４番 

中村議員  私は、この意見書の提出に反対の立場で討論を申し上げます。 

個人的に思うことですけれども、このコロナ禍、いろんなところで事業が逼迫してお

ります。どうしたら終息できるのかと考えると、やはり原因は、３密を避けるとか、マ

スクをするとか、手洗いをするというふうな、医学的にもそういうことを頻繁に言われ

ているわけであって、医療機関をやっぱりなるべく、これ以上患者数を減らすためには

国民一人一人の意識を本当に高めることのほうが一番介護現場や医療機関を救うことに

なるのかなあと思っているわけなんですけれども、医療機関や介護事業所へ大幅な緊急

財源支援とありますが、現場の中では、問題はお金だけではないんだというふうに言わ

れてもおります。 

医療機関は本当に命に直結したところで、従事者の皆さんには、本当に頭が下がる、

感謝し切れない部分であります。しかしながら、ほかの製造業であったり商業であった

り、または塾であったり学校であったり、皆さんいろいろコロナ禍の中で大変な状況に

なっております。それで、先ほど陳情内容にもありましたけれども、私は、「すべての医

療機関・介護事業所」、この「すべて」というところではなくして、国民全員が今この中



- 20 - 

で痛みを分かち合い、そして本当に困窮しているところにまずは支援をしていくという、

そういう内容であってほしいというふうに思うわけです。したがって、「すべての医療機

関」というこの文言に対して私は賛成できないため、この意見書に対して反対といたし

ます。 

議  長  ほかに討論ありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから発議第１８号 「すべての医療機関・介護事業所への緊急財政支援を求める

意見書」の提出についてを採決いたします。この採決は起立によって行います。本案は

原案のとおり決定することに賛成の方は御起立ください。 

〔賛成者起立〕 

議  長  お座りください。起立多数です。したがって、発議第18号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議  長  追加日程第３ 発議第１９号 「国土強靭化対策の推進を求める意見書」の提出につ

いて 

を議題といたします。 

事務局長に議案を朗読させます。 

事務局長 （議案朗読） 

議  長  本案に対する提出者の趣旨説明を求めます。 

６番 

好村議員  それでは、国土強靭化対策の推進を求める意見書について提案理由の説明を申し上げ

ます。 

近年の気候変動の影響などにより気象の急激な変化や自然災害の頻発化、激甚化に我

が国はさらされております。このような自然災害に事前から備え、国民の生命、財産を

守る防災・減災となる国土強靭化は、より一層重要性が増しており、課題となっており

ます。 

国は、国土強靭化基本計画に基づき平成 30年より３か年緊急対策として事業を推進し

ましたが、本年度末をもって終了します。こちらについては、先日 11日に５か年加速化

対策が閣議決定されております。 

飯島町も町民の生命と財産を守ることを最優先に大規模自然災害への備えを効果的に

推進するため、令和２年３月に飯島町国土強靭化地域計画を策定しました。町は、強靭

化計画の推進と老朽化が進むインフラ等の防災対策を実施していく上で十分な予算を安

定的かつ継続的に確保する必要があります。このことから、国に対し継続して計画推進

に必要な予算の確保や拡充、補助事業の拡大、社会資本整備総合交付金等の財源確保を

求めるものです。 

詳細については意見書を御覧いただき、議員全員の御賛同をよろしくお願いいたしま

す。 
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議  長  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。提出者は自席へお戻りください。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから発議第１９号 「国土強靭化対策の推進を求める意見書」の提出についてを

採決いたします。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長  異議なしと認めます。したがって、発議第 19号は原案のとおり可決されました。 

以上で本日の日程は全部終了しましたので、会議を閉じます。 

ここで町長から議会閉会の挨拶をいただきます。 

町  長  12月議会定例会の閉会に当たりまして御挨拶を申し上げます。 

去る12月３日から本日まで13日間の会期をもって開催されました12月議会定例会で

すが、議員各位におかれましては、慎重審議をいただき、上程いたしました案件の全て

を原案のとおり議決いただきまして、誠にありがとうございました。 

併せて、議案審議や一般質問を通じていただきました貴重な御意見や御提案などを心

に留め置き、今後の町政運営に全力で努めてまいりたいと思います。 

さて、年末年始を控え、帰省する方々も、また迎える方も、新型コロナウイルスの感

染を心配され、判断に迷っておられることと思います。町では、安心してふるさと飯島

町にお帰りいただけるよう、検査費用の負担について現在検討を進めております。でき

るだけ飯島カラーを出せるよう、対象の範囲もできるだけ広くできたらと思っておりま

す。また、新型コロナウイルスに感染された方へのお見舞金なども交付条件を検討した

上で制度化できればと思っております。ほかにも支援を必要としている皆様もおいでに

なると思いますので、町としましても、その実態を把握した中で、できる限りの施策を

考えてまいります。 

さて、今年も余すところ２週間余りとなりました。昨日、今年の漢字が発表され、流

行語大賞に選ばれた「３密」の「密」という字になりました。多くの人がコロナ感染拡

大を受け「密」を意識し、日常生活にも大きな影響を与えたことなどにより選ばれたよ

うでございますけれども、今年一年を象徴した１字であると思っております。 

さらに、一年を振り返ってみますと、年の初めは、干支が「ねずみ」ということで、

経済も繁栄する年とされ、オリンピックもあり、大きな期待を持ってスタートした年で

した。しかし、新型コロナウイルスの蔓延により人々の生活は一変し、経済も停滞する

など、過去にない経験をした年となりました。 

来年のえとは「うし」です。株の相場の格言ではつまずきだということで、経済面で

あまりよいことのない年と言われているようですけれども、その一方で、今年、労働者

の報酬は減となったものの、国の給付金の受給や消費の急減により貯蓄率が上昇してお
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り、来年はワクチンの普及も予定されていることから、消費が回復するのではないかと

の見方もあるようでございます。 

いずれにしましても、国民一人一人の努力で病気も経済も好転させ、この難局をみん

なで乗り越える、そんな年にしなければならないと思っております。 

現在、令和３年度の予算編成に入っております。町税の減税が見込まれることなど、

大変厳しい状況ではありますが、来年は第６次総合計画がスタートする年となりますの

で、新たな目標に向かって町民の皆様が誇りの持てるまちづくりを進めるよう全力で取

り組んでまいるところでございます。 

議員各位におかれましては、今年一年間の御苦労、御協力に対しまして心から御礼申

し上げますとともに、御健勝でよい年を迎えられ、飯島町の発展のため一層の御活躍を

心からお祈り申し上げまして、12月議会定例会閉会の御挨拶といたします。 

誠にありがとうございました。 

議  長  以上をもって令和２年 12月飯島町議会定例会を閉会といたします。御苦労さまでした。 

 

閉  会  午前１０時４３分 
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上記の議事録は事務局長 林潤の記載したものであるが、その内容に相違ないことを

証するため、ここに署名する。 
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